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例 言

1 本書は石川県石川郡鶴来町白山町地内に所在する白山遺跡・白山町墳墓遺跡の第2~4次発掘調査報告書で

ある。第1次発掘調査区は「鶴来町白山遺跡・白山町墳墓遺跡」として、昭和55年度に刊行されているので、

本報告書には (II)を付している。

2 本遺跡の第 1次発掘調査は、石川県企業局の手取川水道用水供給事業に係る緊急発掘調査事業で昭和54年度

に実施している。第2~4次発掘調査は、建設省北陸地方建設局金沢工事事務所管内の国道 157号線（鶴来

バイパス）改築事業に係るもので、昭和55・56年度に実施している。第1~4次発掘調査は石川県立埋蔵文

化財センターが実施した。

3 本遺跡の第 2次発掘調査は、浅田耕治、西野秀和（石川県立埋蔵文化財センター）が担当し、滋井 真（石

川考古学研究会）、伴場博（辰ノロ町教育委員会）、五十川 稔（鶴来町教育委員会）、木田 清（金沢大学）、

岡本恭一（奈良大学）、吉田敬治（京都産業大学）の協力を受けた。第 3• 4次調査は、小嶋芳孝、垣内光次

郎（石川県立埋蔵文化財センター）が担当し、遺物整理にあたっては、宮下栄仁、藤田邦雄、田畑 弘、本

田秀生の協力があった。

4 調査の実施にあたっては、建設省金沢工事事務所、鶴来町教育委員会、白山町町内会、棘セントラル航業の

助言、協力を受けた。

5 発掘およぴ遺物整理にあたって、次の各位の御教示を賜った。

谷口正幸（鶴来町立博物館長）、藤 則雄（金沢大学教授）、浅香年木（国立石川工業高等専門学校教授）、

中西国男（金沢高校教諭）

6 本遺跡の出土遺物等の整理作業は、石川県埋蔵文化財協会に委託した。

（担当ー小屋玲子、正木直子、新谷由子、戸澗かがり、辻森由美子、河端敦子、米沢富士枝、北 洋子、土

井真知子、勝島栄蔵、大藤雅男）

7 石器、石造遺物の石質鑑定は、藤 則雄氏に依頼し、「石器圏」についての玉稿を受けた。

8 中世の古文書等に関する事柄は、中西国男氏に依頼し、玉稿を受けた。

9 本書の編集は、垣内、西野があたり、次の各氏で分担執筆を行った。執筆分担は目次の項に記載した。

藤則雄、中西国男、本田秀生、垣内、西野

10 本遺跡の遺構、遺物実測図、写真、出土遺物等の資料は、本センターにて一括して保存管理にあたっている。

11 本書の遺構・遺物挿図、写真図版の指示は、次の通りである。適宜変更したものについては、挿図に明示し

た。

(1)方位は磁北を表示するが、真北をさすものは図上に表示した。

(2)水平基準は海抜高で表示する（単位 m)。

(3)挿図の縮尺は、表題に明示した。（例 3分の 1→1/3)

(4)写真図版中の遺物の縮尺は統一していない。

(5)写真図版中の遺物番号は、挿図内番号と一致する。

(6)本文中にある遺物の計測値の単位は、 cm、gである。
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第1章遺跡の環境

第 1節地理的環境

北陸の霊峰白山の大汝峰（標高2,684m)に源を発した手取川は、白山の北西部に連なる山脈から流下した小河

川を合流しながら、白山麓の手取渓谷を北流する。中流域では手取川峡谷や河岸段丘を刻みながら、谷口の鶴来

町にて流れを西へ変え美川町で日本海へ注いでいる。その流程は約70kmで、県下最大の河川であるが、その流れ

は急で水運には適さない。また、下流域では県内の代表的な扇状地である手取川扇状地（曲率半径12km、扇形の

開角度110度）を形成している。一方、中流域の鳥越村から鶴来町にかけて発達した河岸段丘は、渓谷の一方だけ

に見られることが多い。この河岸段丘が最も発達した鶴来町南端の中島～白山町地内では、渓谷の西側を手取川

が北流して、右岸には東に連なる獅子吼山系の山麓にかけて六段の河岸段丘が見られる。本遺跡はこの第二段目

の段丘上（標高約110m)に営なまれ、地籍は鶴来町大字白山町である。これらの段丘は、洪積世末期の河岸段丘

堆積物である礫層から形成されている。なお、第三段目には白山町の集落が広がり、第五・六段目には加賀一の

宮である白山比畔神社の他に県林業試験場や県営浄水場などが位置している。これら南北に並列する段丘は東方

の獅子吼山系から流下した小河川により区画される。本遺跡も北のウワッポ川と南の桂谷川により画されて、遺

跡を覆う土砂はこれらの河川により搬ぱれ堆積したものである。

本遺跡の上流に広がる手取渓谷は、古くから奥美濃や越前への交通路として利用され、谷口に位置する鶴来町

は、平野部の集落と渓谷に散在する集落の中継地として機能して、現在でも福井県勝山市に継がる国道157号は、

金沢と勝山・大野間の近道として大いに利用されている。しかし、この手取渓谷は、鶴来町の市街地周辺から冬

期の積雪量が多い豪雪地帯でもある。

また、下流域に広がる手取川扇状地は、石川平野の中心部を占める早場米の単作地帯である。この扇状地に開

けた水田の灌漑は、七ケ用水と称される農業用水網によるも

ので、七ケ用水の整備が扇状地の開発に大きく関わるもので

あったことは明白である。現在の七ケ用水は、本遺跡横の白

山堰堤から取水しているが、明治36年の取水口合併以前は各

用水が直接に手取川から取水していた。各用水は手取川の旧

河道と考えられるが、その流れは比較的緩やかで水運にも利

用されていた。これら農業用水を介して扇状地に広がる集落

と鶴来町との結ぴ付きは、時代は異なるが、本遺跡の立地要

因としても見出されるが、それは白山比畔神社に代表される

白山宮の傘下で成立•発展したものといえよう。

第2節歴史的環境

縄文時代の白山麓は、金沢平野を中核とする中期以降の集

落址の研究成果と比較検討される地域として知られてきた。

本遺跡の北方約 1km、舟岡山の北麓に中期集落址舟岡山遺

跡が所在している。昭和23年10月、石川考古学研究会の発会

式と第 1回総会が、白山公民館で開かれ、同日に記念発掘が
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実施されている。記念発掘は県下で最初の石囲炉址を検出し、翌年の調査の端緒となり、県下の縄文文化研究の

魁となるものとなった。調査の結果、石囲炉址3基、磨製石斧15、石鏃 l、石皿2、磨石37、打製石斧35、土器

多数が得られている。土器は中期中葉の上山田式、古府式、大杉谷式が見られ、上山田式期に形成がはじまった

集落址であった。現在は県立白山青年の家敷地となり、住居址2棟が復元されている。

昭和35年には鶴来高校に勤務されていた吉岡康暢氏の指導にかかる「手取川流域の縄文遺跡予報」が公刊され、

本遺跡周辺の主だった縄文遺跡が網羅されている。

本遺跡の北西方向約2.7km、手取川の南岸には、辰ノロ町岩本遺跡が所在する。後期前半の遺跡で、打製石斧、

石錘、土器片が得られていて、 1点のみの表採品であるが後期気屋式土器片が知られ、能登を中核とする気屋式

土器の分布圏の南限にあたるところから、重要な意義を含んでいると考えられる。岩本遺跡の立地する能美丘陵

北麓には、中～後期の長滝B遺跡、中期中葉の筋生遺跡、火釜遺跡、大口遺跡等多数の所在が知られている。

本遺跡の東南約0.5km、月惜山（標高442.9m)の山麓緩斜面に白山上野遺跡が所在している。通称「ウエノ」

「キツネヅカ」と呼ばれる標高約120mの地点において、昭和34~36年に吉岡康暢氏の指導のもとに発掘調査が実

施されている。調査の結果、 4基の住居址、組石遺構 1基の遺構と共に、磨製石斧14、打製石斧16、石鏃15、石

錘76、凹石44、石匙4、石皿2、土器多数が出土している。土器は中期後半から後期初頭までの幅があるが、検

出した住居址は中期後半の所産と考えられる。吉岡康暢氏の報告には、異形石器単独出土地点として、白山カツ

サカの遺跡名が見え、本遺跡をさしている。

白山麓の河岸段丘上には後・晩期の遺跡が数多く知られている。鳥越村下野遺跡は晩期後半、大洞C2式に併行

する下野式土器の標式遺跡で、吉岡康暢氏による詳細な研究報告がある。同村下吉谷遺跡は、圃場整備に係る緊

急調査が昭和52年に実施され、後～晩期の良好な資料が得られ、弥生式土器初頭の遠賀川式土器壺に類似するも

のが得られ、注目を集めた。昭和50年代、手取ダム建設工事に伴う調査が、尾口村御所の館遺跡、白峰村東島遺

跡、白峰村象ケ崎遺跡で実施され、数々の成果を上げている。その他には、鳥越村別宮出遺跡（後期）、尾口村尾

添遺跡（晩期）が上げられる。

鶴来町を境に白山麓を北流してきた手取川は、その景観を大きく変え手取扇状地形を形成する。現在の手取川

は能美丘陵に沿うごとくに西流して日本海に注いでいるが、扇状地末端部、地下水自噴地帯には、後・晩期の集

落址が集中している。一部は金沢市犀川扇状地形と複合しているが、金沢市古府遺跡（中期中葉）、金沢市北塚遺

跡（中期後葉）、金沢市中屋遺跡（晩期前半）、金沢市八日市新保遺跡（晩期前半）、野々市町御経塚遺跡（後期後

半）、松任市長竹遺跡（晩期後半）が上げられ、発掘調査によって数多くの成果が上げられている。

本遺跡の立地は、白山麓の北端にあたり、平野部に立地する集落址と一線を画するとは言え、交易、交通の要

所を占めていると考えられ、石器圏、土器圏の動向を知るうえで、重要なフィルドと言えよう。

弥生時代、古墳時代、奈良•平安時代の白山麓での状況は、極めて不鮮明であり発見されている遺跡も極めて

少ないと言える。本遺跡の調査でも数例の須恵器片が検出されたにとどまる。鶴来町のなかでも北側の平野部で

は点々と集落址が検出されてきているとは言え、平安時代をのぞいては希薄であり、扇状地開発の困難さを指し

示しているとも考えられる。本遺跡の北北西約 4kmの知気寺町、荒屋町から北方域は、中世初頭の拝師郷在地領

主だった林氏の本拠地と想定される地域で、安養寺遺跡群として把握されている。遺跡群は、上林地区、安養寺

地区、柴木・部入道地区の 3地域を包括したもので、掘立柱建物跡、溝跡、土拡等の遺構の他に、施釉土器をは

じめとして多量の遺物が得られている。安養寺遺跡群の北方域は野々市町末松遺跡群が位置していて、遺跡の境

界を把握するのが困難な状況を呈してきている。これらの扇状地扇央部分の開発の進展に何らかの関わりを有し

ていたのが、鶴来町の金剣宮と白山比暗神社である。

本遺跡の北方約600m、安久濤ケ淵をのぞむ古宮公園となっている所が、 1480年の火災にあうまで白山比畔神社

本宮がおかれた所と伝えられている。白山信仰は越前馬場で活動した泰澄大師によって広められ、平安時代半ば

の加賀馬場は本宮四社（本宮、金剣宮、三宮、岩本宮）、手取川中流域の中宮三社（中宮、佐羅、別宮）を合せた

白山七社を形成していた。白山本宮の初期の神主は、古墳時代北加賀の豪族道君と考えられ、平安後期から中世
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はじめにかけての上道氏の世襲が知られている。 11世紀末から12世紀初頭にかけて、拝師郷（安養寺遺跡群を中

核とする）の再開発に林氏が領主的展開をはかり、水源の確保や平野部の領有をめぐる争いが引き起こされてゆ

く。白山本宮白山寺は久安3年（西歴1147年）に、比叡山延暦寺別院となり、中央権力を後盾とした在地領主的

性格をもって新興勢力と対峠してゆく。林氏は治承・寿永の内乱、承久の乱を経て没落してゆき、在地領主の地

位は富樫氏にとってかわられる。

中世後期には本宮前、金剣宮前は物資の集散地としての門前町に発展し、野々市を経由する大野湊までの交易

路が発達していた。現鶴来町中核部のはじまりである。市街地内には、日吉町遺跡、日詰町遺跡、薬師寺跡、清

沢願得寺跡等の遺跡が知られ、大洪水や火災の影響を受けているとは言え、市街地全域に中世門前町の埋蔵文化

財が眠っているとして大過ないと思われる。

文明 3年（西歴1471年）に本願寺蓮如が越前吉崎に道場をひらき、一向宗の北陸進出がはかられ、加賀国は以

後100年以上の歴史を一向宗を中核として展開してゆく。鶴来以南の白山麓地域は山内庄と呼ばれ、加賀一向一揆

最後の拠点として良く知られているところである。本遺跡の北方500mにそびえる舟岡山城は、山内庄の前進基地

としてその性格を当時もっていたのであろうか。現在は杉林となっているが、郭、堀切等は良く旧状を保存して

いると見られる。

参考・引用文献

「一ノ宮郷土誌」 1983 ーノ宮公民館

「手取川流域の縄文遺跡予報」 1960 鳥越村役場・県立鶴来高校地歴クラプ

「石川郡鶴来町舟岡山住居址遺跡の調査」『石川考古学研究会々誌 第2号』

「石川県石川郡鶴来町白山上野住居址群 第1• 2次調査概報」 1968 『石川考古学研究会々誌 第11号』

「安養寺遺跡群発掘調査概報（安養寺・柴木・部入道地区）」 1975 石川県教育委員会

「角川日本地名大辞典 17 石川県」 1981 角川書店

「鶴来町の古代中世遺跡」 1963 県立鶴来高校地歴クラプ

「県下の貝塚と古墳」 1958 石川県図書館協会

「幻の舟岡山城址」 1980 鶴来町観光協会

「鶴来町白山遺跡・白山町墳墓遺跡」 1981 石川県立埋蔵文化財センター

第1表 周辺の遺跡一覧表

県番号 名 称 所 在 地 種別 現 況 時 代 出土品

981 岩本岩根宮遺跡 辰口町岩本 包含地 平地・社地 縄文中後期 土器、石錘

982 岩本中世墓遺跡 II II （テラタニ） 墳墓 台地・山林 中世 五輪塔

983 岩本家清館跡 II II （ ＂ ） 館跡 不詳

984 岩本 1~6号経塚 ＂ ＂ 経塚 丘陵・山林 中世

1094 白山上野遺跡 鶴来町白山町（キツネヅカ） 包含地 II •畑地 縄文中期 土器、土偶

1095 白山遺跡 ＂ ＂ （カッサカ）
I/ 平地• II 縄文後晩期 異形石器

1096 白山町墳墓遺跡 ＂ ＂ （ ＂ ） 墳墓 ,,.,, 中世 五輪塔

1097 舟岡城跡 II 八幡町（フナオカヤマ） 城跡 丘陵・山林 不詳

1098 舟岡山遺跡 ＂ ＂ 包含地 台地・宅地 縄文中期 土器、打斧

1099 石切小原遺跡 ＂ 日吉町（イシキリオハラ）
II 平地・山林 縄文 石器単独出土

i100 薬師寺跡 II 

＂ （ ＂ ） 寺院跡 II •畑地 中世

1101 日吉町墳墓遺跡 ＂ ＂ （ ＂ ） 墳墓 台地・荒地 鎌倉 五輪塔、板碑

1102 清沢願得寺跡 ＂ 朝日町 寺院跡 II ・社地 不詳

1103 日詰町遺跡 ＂ 日詰町 包含地 平地・宅地 鎌倉 土師質土器

1104 大国社跡 II 大国町 宮跡 平地・宅地 不詳

1234 倉ケ岳城跡 金沢市倉ケ岳町（ジョウヤマ） 城跡 山頂・山林 鎌倉

6138 大口 B遺跡 辰口町大口 包含地 平地・水田 平安

6139 大口A遺跡 II 

＂ 
II 丘陵斜面 奈良•平安

6140 岩本B遺跡 ＂ 岩本 ＂ 
II 乎安

6148 白山町墳墓遺跡（II) 鶴来町白山町 墳墓 乎地・畑地 中世 五輪塔

6149 白山町遺跡 II 

＂ 集落跡 II • II 

＂ 陶磁器

新A 白山上野B遺跡 ＂ ＂ 包含地 平地・山林 縄文・中世 土器、五輪塔

II B 月橘城跡 ＂ 月橋町 城跡 丘陵• II 不詳

II C 市宮跡（恵比須社跡） ＂ 本町 社跡 平地・宅地 II 
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第2章 調査の経緯と概要

第 1節 調査の経緯

昭和40年代の日本は、いたるところで巨大開発計画が進行していたが、石川県においては手取ダム建設がその

筆頭に上げられる。昭和46年、県教育委員会文化財保護課に県企画開発部から手取ダム建設計画が示され、埋蔵

文化財保護に関する協議が開始されている。白山麓の自然とくらしを大きく変える開発は多岐にわたる。手取ダ

ム本体に関わるものや、ダムの貯水による水没地区、発電所用地や導水管、送電線鉄塔建設用地、工事用道路な

どの用地にとり込まれた遺跡も数多い。昭和49年には尾口村東二口地内に所在する御所の館縄文遺跡（縄文後～晩

期の墓地址）の調査が実施されたのをはじめとして、昭和50年度には白峰村桑島・東島遺跡（縄文中期の集落址）、

同村桑島象ケ崎館跡（近世初頭の館跡）の発掘が続いている。桑島象ケ崎館跡は昭和53年度まで継続して調査か

行われ、縄文時代後期初頭の竪穴式住居址 l棟を検出した桑島象ケ崎遺跡もあわせて発掘が実施されている。ま

た、ダムによって水没する地区の住民の代替地宅地造成に係る調査が、昭和49年鶴来町安養寺地区で実施され、

上林・柴木・部入道地内へも広がる広大な安養寺遺跡群として把握されるに至り、古代拝師郷の林氏に関わる遺

跡として注目を集めた。

手取ダムは多目的ダムで、能登半島は能登島町まで、加賀は加賀市までの 4市10町に水道用水を供給する事業

も併行して進められ、本遺跡の南方約1.5kmに急速濾過池32池を持つ浄水場が建設されている。本遺跡の第 1次

調査は、浄水場から各市町の受水池や調整池を結ぶ導水管埋設工事に係るものであった。水道事業に伴う緊急調

査は本遺跡の他に、鶴来町安養寺遺跡、宇ノ気町鉢伏茶臼山遺跡、鹿西町宮地遺跡、七尾市岩屋古墳群、能登島

町須曽うわだら遺跡などで実施されている。

鶴来町は原始時代からの交通の要所であり、現在もその重要性iこ変化はないが、 自動車交通の進展によって主

要道路の整備が急がれた。昭和35年に鶴来町の東丘陵地に山の手バイバスが企画され、昭和46年12月に全延長

3,730m、幅11mの道路を開通させている。しかし、手取ダム建設工事の進展や砂利需要の増大にともなう土石運

搬車輛の増加がすすみ、小・中・高校、博物館、青年の家などの文教施設が山の手バイパス沿いにある事も考慮

され、交通量緩和を計るうえから、手取川水道用水供給計画と併行して、鶴来バイパス新設計画が進められた。

本遺跡の第 2~ 4次調査は、鶴来バイパス新設に係るもので、第 2次調査は昭和55年 7月17日から同年12月11

日まで現地作業を行った。第 3 • 4次調査は翌年

7月15日から11月17日まで実施した。

白山遺跡の発見は昭和30年代前半と考えられ

る。昭和34年に公刊された吉岡康暢氏の「石川県

石川郡鶴来町白山上野住居址群

報」に異形石器採集地点として、

第1• 2調査概

白山カッサカの

地名が見える。本遺跡周辺の畑地全体をカッサカ

と通称している点や、地形図に記入されている地

区が本遺跡包含地を指している点などから同一地

点として間違いないであろう。また、遺物の表採

可能な地点としては、中世墳墓に寄せられた礫に

混じっていた可能性が高いと考えられる。

白山町墳墓遺跡は戦前から知られていたもので、

通称カッサカ、「与助の首塚」と呼ばれていて、上 第 3図

• 

伯
0 CIII 5 
1,  • • •,. 

石切小原遺跡，白山遺跡採集石器 (1/3)

（「白山上野住居址群」から転載）
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に安置されていた石仏が、浄養寺の一画に移築されたと伝えられている。浄養寺境内には五輪塔地輪に紀年銘を

持つもの 3例が安置されている。

第2節第 1次調査(1979年）の概要

昭和54年5月22日付で、企業局水道建設課から県立埋蔵文化財センターに、手取水道用水供給事業の水道管埋

設工事にかかる、白山遺跡・白山町墳墓遺跡の範囲確認調査依頼が提出された。墳墓遺跡の中核そのものは把握

されていたが、墳墓をつくり上げた中世の関連遺跡や異形石器採集地点である事から、数度の現地跨査を試みた。

現地では畑地ではあったものの、雑草が繁茂していて、地表観察が困難な状態ではあったが、広い範囲に珠洲焼

片、土師質土器を採集した。同年 7月23日から 8月10日までの延9日間、試掘調査を実施した。試掘溝は水道管

（径180cm)埋設の中軸線に沿って、幅 lm、長さ10mのものを10m間隔に設定した。南北の範囲約450mに22個

所にのぼる。調査は包含層の有無と遺構の存否の確認を主として、地山面と考えられる深さまで掘り下げた。調
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- 6 -



2狂竺＼ nG  
5G 

16 G 

17 G 

18 G 

老 19G 

4号配石址

G

G

 

G
 
4

2

5

2

6

G

 

j
 `
 
゜
ー

゜

峨
ロ

-0 `
 

ヽ

讀
，
c
}［鳴

。
lm 

第7図 1号配石址実測図 (1/40)

¥ I I 

］エニ7

し
］三―—こ□゜「

ニー

第8図 5号配石址実測図 (1/40)

第6図 第1次調査区遺構配置図（II)(1/500) 

査地区は河岸段丘上および河岸段丘下などであり、傾斜面すなわち等高線の流れに沿うもので、水平位置に近い

地勢の調査である。層序、地山面の状況は地点ごとの違いは大きく、砂層、砂礫層が細かい変化を示し、後世の

攪乱、洪水のあと等が見られ、河岸段丘端部の微地形変化の激しさを見る事ができた。試掘調査で安定した包含

層を検出した 2地点、段丘傾斜面の南北40m、河岸段丘下の南北110mの範囲での調査を要するとの結果を得た。

昭和54年 9月1日付で、石川県企業局長から調査依頼が本センターに提出され、同年9月5日から同年11月9

日まで発掘調査を実施した。試掘調査の結果を受けて、 2地点の試掘溝の幅を、水道管埋設工事にかかる幅の 5

mに拡張し発掘区を設定し、南端からグリッド番号を付した。発掘区南端部、河岸段丘端部の傾斜変換線にあた

る所から、列石を持つ遺構を検出した。石列のなかには五輪塔の地輪 2個、宝輪 1個が組み込まれていて、石造

遺物の信仰心が失なわれた時期に所産するものと理解される。列石は石段、石垣の一部と想定できるものも含ま

- 7 -



れ、第 2次調査で検出された道路跡（飛び石道）とつながるものと想定される。河岸段丘の傾斜面下では溝状遺

構を検出している。南北方向での検出は14mを測り、深さは30~40cm程であった。南方にむかうにしたがい肩部

の落ち込みがはっきりしなくなり、さほど長くは延ぴてはいないと判断された。覆土は淡黒褐色砂層が30~40cm

ばかり堆積し、土師質土器の破片を1,000点以上包含していた。北端部分では、 5基の配石址を検出した。長径

30~40cmの河原石を、平面長方形、方形、円形に配置している。 1• 5号配石址は側石や端石を斜めに立て並べ

る手法を持っていて注意された。 1号配石址には珠洲焼鉢片が伴出している他は、配石址下およぴ周辺には、時

代を想定しうる遺物は得られなかった。河岸段丘の谷筋にあたる位置からは、青磁、白磁、天目を含む中世の遺

物多数を得ている。遺物は小砂礫層中に包含され、割れた部分の角がとれたようになった陶磁器も見られ、洪水

あるいは河道跡による流入という状況判断で理解できるようだ。それらの南側では谷筋の最も深い位置になる所

であるが、下層位での包含層を認める事はできなかった。耕作土下位で検出したピット群の時期的な判断はでき

なかった。

第1次調査はトレンチ調査であり、遺構相互の関係性や、遺跡全体のなかでの位置付けなど不明と言わなけれ

ばならない結果に終った。しかし、河岸段丘には河原と同じ状況を呈するが、遺構、遺物が遺存しているとの判

断が得られ次年度からの調査に期待がかけられた。なお、第 1次調査の報告は、企業局の委託を受けて、 1981年

春に印刷、刊行しているので参照していただければ幸いである。

第3節第2次調査（1980年）の概要

昭和54年8月27日付で、建設省金沢工事事務所から鶴来町白山町地内、松任市乾町～安養寺地内での鶴来バイ

パスにかかる遺跡についての協議が当センターあてに提示された。白山町地内については、企業局の水道管埋設

事業に先立つ分布範囲確認調査の結果を基礎として、河岸段丘上全面にかかる範囲に遺跡が所在している由の回

答を行った。

昭和55年 6月21日付で、前年から協議を継続していた全面調査についての発掘依頼が、建設省から、当センター

あてに提出された。調査対象面積は約4,000m2である。 7月16日から現地作業を開始し、 12月5日の降雪がその年

の根雪となったために、第 3次調査区分は表土除去を終了した段階で中止とし、 12月11日に機材撤去を終え、第

3次調査担当者へ引きついだ。第 2次調査の発掘面積は約l,OOOm2である。

第2次調査区は河岸段丘上面にあたり、昨年の調査区の東側である。道路センター杭25+40を起点とし、 25+

60から東に90度ふり込んで、東方の10m、15mに杭を打ち込んだ。 FlOO、ElOOとし、南北方向をアラビア数字、

東西方向をアルファベットで5m区画のグリッドを組んだ。

白山町中世墳墓の調査から開始した。墳墓は河岸段丘の端部に位置し、周辺から集められた礫でおおわれ、旧

状を推定するのも困難な状態であった。礫層の状況を実測しながら、掘り下げていったところ、大きな河原石を

長方形に組んだ基礎部分を検出した。手取川と平行する主軸を持ち、長辺約500cm、短辺約300cmの範囲に60~80

cmの河原石で区画し、推定では三段程度まで積み上げられ、南辺では石段状の列石が2列組まれていた。墳墓の

中軸線から西に寄った位置で、遺骨を納めた珠洲焼壺底部片が出土した。墳墓をおおっていた礫のなかには、縄

文時代の打製石斧、磨石が多数見られ、五輪塔の空風輪、水輪、地輪が単独出土に近い状態で検出されている。

そのなかで、水輪の 1点だけではあるが、基盤の河原石の間に組み込まれたものがある。五輪塔を造立して供養

を行った時期と墳墓を建立した時期が必ずしも同一時期ではないとの想定ではあるが、「与助の首塚」として地元

で呼びならわされてきた墳墓であり、後世での改築も考えねばならない。五輪塔は墳墓から 5点以上の出土があっ

たものの、石質から見て同一の五輪塔に組み合せを推定させるものはなかった。

墳墓の基盤の下は、縄文時代後～晩期の包含層で、河岸段丘面上をおおっている。しかし、第 3次調査区では

遺物の出土は希薄となり、集落址の範囲は河岸段丘上の北端部に限定されるようだ。調査は遺跡の西側端をおさ

える形となっている。地山面はまさに手取川の河原で、大小の礫をかむ砂礫層が地山面で、小さくローリングし
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ているところから包含層の黒褐色土層にもローリングがあらわれ、遺構検出は困難をきわめた。そして、掘り込

まれているピットや土拡も、礫にはばまれて、十分に把握できたとは言いがたい。検出した遺構は、住居址にめ

ぐるピット群を 2~ 4基、石囲炉 1基、埋甕4基で、石器は打製石斧が大半であるが400点以上を検出した。土器

は小片となるものが多いが、後期うまばち式期から見られ晩期後半の下野式期まで出土していて、下野式期が主

要な時期であった。縄文時代の包含地としての調査範囲、 800m2程度のなかで、 369点の打製石斧の出土はきわめ

て多量であり、集落の性格をも考えうる視点を持っている。また、北陸地域では類例を見ない中空土偶、壺形土

器の検出は注目できる。

第4節第3次調査（1981年）の概要

第3次調査の調査区は、前年の第 2次調査期間中に表土の削除と主要遺構の検出が完了していた。今年は遺構

調査を中心にして 7月15日から、小鴫芳孝、垣内光次郎が担当して実施した。調査面積は道路敷地内約670m2であ

る。第2次調査区とは町道を挟んで南側に位置して、全域から中世の遺構が検出された。第2次の調査区にて検

出された縄文時代の住居址や多量の土器等は、本調査区からはごく少量の土器片が検出されただけであった。こ

れは、本調査区が遺構面まで約0.3~0.5mと浅く数年前まで存在した民家等の攪乱にもよるが、本遺跡の中で縄

文時代の遺構範囲が限られていたことによると考えられる。だが、室町時代に属すると認められた遺構は、石室

や柱穴、土拡等など比較的検出された。調査区の西側は工事用道路が付設されて、遺構面が段丘により落ち込む

点から除外した。

調査は遺構面が多量の円礫から成る河岸段丘堆積物であったので、遺構検出に時間を要した。遺構の覆土中に

は遺構面の礫を含んでいたが、礫間に含まれる褐色系の粘質土を目安に調査を行ない、覆土中の礫は基本的には

覆土と同一視した。遺構調査は石の掘り出し作業そのものであった。検出された遺構は、調査区の北側では石組

の室や性格不明の土拡が連なり、南側では掘立柱建物の柱穴等が主であった。

第5節第4次調査(1981年）の概要

第4次調査は第 3次調査の作業の大半が完了した 8月下旬から開始された。調査は第 3次調査に引き続き小嶋

芳孝、垣内光次郎が担当して実施した。調査面積は道路敷地内約3,200m2であった。その範囲は第 3次調査区の南

端から幅約25mで、南方向（上流側）へ長さ約140mであった。調査に先立ち建設省から調査区内に工事用道路の

常設が求められ、協議の結果調査区を東西に細長く二分割して、一方に工事用道路を敷設し残る一方を調査して、

調査完了後に工事用道路の移設を行ない調査を実施することに決した。この協議に基づき工事用道路は、 7月下

旬に調査区東側に敷設された。なお、表土と道路の盛土とを識別する為に、調査区内ではピニールシールを敷い

て盛土を行なった。

調査はまず西側半分について実施したが、後半に行なう東側半分との遺構実測図に正確を期すために、ヘリコ

プターによる航空写真測量を導入して、東西の二回に分けて行なった。これは、遺構面が木杭の打ち込みが不可

能に近い礫層であった事にもよるが、結果的には調査期間の短縮となった。なお、航空写真の撮影は、第 1回目

が西側で10月6日、第 2回目が東側で11月12日であった。

遺構面は第 3次調査区と同様に中世の一面だけで、南側へ傾斜して調査区南端部では、地表から約1.6mのレベ

ルに縄文土器の包含層が検出された。これは本遺跡の南辺を画している柱谷川により堆積した茶褐色砂層に覆わ

れていたので、土砂と共に移動してきたものと考えられた。検出された遺構は、室町時代後期の集落を想定させ

る土址や柱穴群であった。土拡は第 3次調査区に比べて大型のものが多く、中には土拡墓と認められるものもあっ

た。これらの遺構は、手取川流域における中世集落の一端を明らかにすると同時に、北方約500mに位置する白山

比咋神社との関係からも注目された。第 3次調査に引き続き行なわれた第 4次調査は、 11月19日の器材の撤収で
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全ての作業を終えた。

第3• 4次発掘調査参加者名（順不同）

上梨松男、伴吉成、建部つよ、辻恭子、河原悦子、余所地みどり、多賀笑美子、五十川さよ子、辻花子、

千田花子、高橋外代子、針道郁子、吉本信子、大脇清子、駒木静子、谷口久子、松本いよ、伴 初枝、林 そと、

半田春枝、河原公子、加藤なを（白山町）宮下明夫（小柳町）石浦茂樹（本町）松井克己（朝日町）橋爪利明（上

東町）石浦めぐみ、北久雄、吉田 弥、小林敦子、折戸茂（金沢市）増田孝志、館石亮、伊予部倫夫、大

山泰成、石田文一、岡田静明、皆川昌子、早坂仁恵（国学院大学）福島日出海、遠藤考司、大槻 巌（立正大学）

鈴木信、寺内正明（同志社大学）岩元雅毅（立命館大学）広多清一（関西学院大学）木田 清、増山 仁（金

沢大学）
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G¥ F I E I 
第3章

第1節

遺構の配置と層序

第2次調査区の遺構と層序

本遺跡が所在するのは、手取川の中流域

の北端、標高約nomの河岸段丘上である。
地山面は礫層からなっているため水田耕作

は谷筋にかかる一角で行われているだけ

で、畑地、宅地として利用されてきた。手

取川の河岸段丘に直行する位置に幾筋かの

小川が流れ、平坦に見える河岸段丘下は砂

層、礫層、砂礫層が錯綜して堆積していて、

遺構検出面は小さくローリンクしている。

そのため、中世期にかかる遺物包含層は地

点ごとに砂礫を含む割合が異なる。

第2次調査区の縄文時代の包含層は、調

査区北端部分で層厚が厚く、南側では薄く

なる傾向にあり、第3次調査の南地区では、

その遺物も散発的な在り方にとどまってい

る。縄文時代の遺構面は、調査区や中央部

分で石囲炉址にかかる土層位のピットを幾

つか検出する事ができ、 2層面以上の遺存

があるものと判断される。調査区北端部は

標高を下げている事に加えて、表土層の形

成が浅＜、耕作等による攪乱が大きかった

と判断される。中世墳墓址に集積された礫

群のなかに打製石斧等の石器類が北部、西

部に多かった状況に符合しているようだ。

縄文時代の遺跡は、以上の検出状況や地

形、層序の在り方から、河岸段丘の北端部

分に位置し、南北方向約60m、東西方向も同

程度の広がりを持つものと判断され、中央

部分での包含層が厚くなる状況が想定され

る。なお、北辺部分には、小さな谷筋が入

り込んでいるが、遺跡の境界として把握で

きるかどうかは未知数である。

縄文時代での基本的層序は、 I表土層 5

~15cmが全体をおおい、 II褐色土礫混じJ.

が15~35cmの厚さで堆積し、土器・石器

出
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F E D 111等を包含している。 III黒褐色土包含層は10~30cmで

R シ心
地山礫層をおおっていて、ピット・土坑等の遺構内に暗

黒褐色土、黒褐色土が堆積している。 黒褐色土層のな

かには時おり焼土粒が認められ、炭化物の包含が他に

110 比べて多い傾向が見られる。地山面で見ると、 調査区

北部では径30~40cmの大きな石をかむ礫層であるが、

⑨ 南部では礫の包含が少くなる傾向にある。

3 2ヽ4ノ 平'V' 1摩 遺構は調査区北半部分が濃密で、南半部分および手
23 

僕 M゚i 3o1 @＠⑨30 包◎ 
109 取川方向にのぞむ西縁辺では薄くなる。径約 1~1.5m

の不整円形のピットが連結するようなかたちで並ぴ、

63 R ＠竺^）R 
外郭径5~6.5mの平面円形状プランをなす。円形プ

ランを想定しうるのは 2例見られ、住居址内の柱穴群

108 を考えている。その他の遺構では、石囲炉址 1基、底

部欠損の埋甕4例の検出が、調査区中央部分で見られ

た。

喜 1-S丹べ裂 | 中世墳墓は調査区の中央部分、褐色土層と黒褐色土
層の境界に基礎をおき、 40~50cmの大石を外郭長軸

107 
6m、短軸 3mの範囲に長方形に並べる。 3段程度ま

76ば朽）691^ は^：／q］ で積み上げてあったのが検出された。後世には耕作に

支障をきたす礫でうまり、南北方向に長い楕円形プラ

79心ゞ｛乙＼’刈）／97ニコで(99) ン (8X 5m）、高さ1.5mの塚状盛り上がりとなって

106 残されていたものである。墳墓の中央から南寄りの位

① も言石囲炉
置で、珠洲焼に納められている遺骨を検出した。

河岸段丘が手取川にむかって1.5~2 mの落差を

勾心 104 持って落ち込むのであるが、段丘面の縁辺に径30~50

105 cmの石を飛ぴ石状に配し、幅約2m、現況での長さ約

埋甕 り•4ね ~o ＼．＂ラ 1
53mの道を検出している。道がつくられた時期として

は、中世墳墓の築かれた時期と同じか、若干下る時期

3」 が想定された。第 1次調査区のなかで、南端区の 1.

104 2G （グリッド）で検出した石段状遺構との関連が、

1?1 1 

地形的な側面や石列と段状になる部分などに結ぴつく

要素を認める事ができる。

゜゚139 (140I ↓ 119 
103 0 101 

124 0 

ぢI
0 123 

128 oo 

゜
125 

゜゚129 127 

゜
102 

c13っ2 G 130 

゜
5m 恥。131

133 

第12図 遺物取り上げ番号図 (1/200)
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第2節 第3• 4次調査区の遺構と層序

第3• 4次調査は第 2調査区の南端から南方向である上流に向かって、河岸段丘上の道路敷地内を南北に細長

＜帯状に調査区を設定して調査を行なった。その結果検出された遺構は、標高約 110mを測る河岸段丘堆積物か

ら成る礫層面に広がることが確認されたが、第2次調査区の南側では地表面が高さを増して、遺構面上の堆積層

が厚くなるために、一見したところ遺構面が落ち込む様に見られた。また、第 3• 4次調査区で検出された遺構

の大半は、中世の室町時代の所産と考えられるもので、縄文時代に属する遺構は数ケ所のピットと調査区南端に

検出された縄文土器だけで、土拡等の大型の遺構の検出されなかった。これは、後世の攪乱等によるものでは無

くて、本遺跡に於ける縄文時代の遺構及ぴ遺物包含層が第2次調査区を中心とした北側に偏在することによる。

中世に属する土拡やピット等の遺構は、第 3• 4次調査区のほぼ全域に広がり、その分布状況から大きく 3グ

ループに分けて把えることができる。

第1群の遺構群は、第 3次調査区の全域から第4次調査区の北端部まで、石室と土拡やピット等が検出された。

地表面から遺構面までは、約 25~40cmと比較的浅くて、後世の攪乱が各所に認められ、遺構も他の地区に比べ

て小型で、浅いもので占められていた。その中でも二基の石室が注目される。第 1号石室は第2号石室に比べて

整然とした石組が行なわれて、形態も良好であった。土拡などからは茶臼や鉄製品が出土し、ピットなどからは

青磁や瀬戸・美濃などが出土した。また、カマド状遺構なども検出された。

第II群の遺構群は第4次調査区のほぼ北半分で、第 1群との間には遺構の空白地帯が、東西方向に幅約 3mで

認められた。この空白地帯は北に広がる第 1群の遺構群との分離帯的様相を呈して、屋敷境や道などが想定でき

ると推察している。遺構では土拡や配石遺構等の大型の遺構を検出した。配石遺構は空白地帯に近い北側で3基

が検出されたが、いずれも偏平な円礫を敷き詰めたもので、円礫の間から五輪塔の地輪や台座が出土した。近く

には土拡墓と推定される第 5• 7号土拡が検出されて、その関係が注目される。土拡は調査区中央に弓なりに連

なって 19基も検出された。また、土拡間にはピットが多数検出されたが、その多くは掘立掘建物の柱穴の可能性

が高い遺構ではあるが、確実な掘立柱建物は検出されなかった。これは、建物跡が存在しなかったことでは無く

て、本遺跡が立地している環境から起因する点が大いと考えられる。それは、本遺跡の遺構面である河岸段丘堆

積物から成る礫層は、多量の円礫と砂により堅く締り、小さな穴を掘るにもツルハシなどを利用して、多くの礫

を掘り出さねばならない状況で、建立柱建物を 1棟建るにも多大な時間と労力を必要であったと推定される。し

かし、礫層は堅く締る反面排水が良好で、主要な柱を埋設するだけで十分に棟上げできる状況から起因すると考

えられる。

また、西側には遺構集中地区（第 16図 図版 15)が検出された。この集中地区は土拡を主体としながら、土拡

間からは第 341・342号ピットのように大型のピットが多数検出された。各土拡からは出土遺物は比較的多く陶磁

器や鉄製品が目立った。中でも第 2号土拡の底から出土した一括の土師質土器、第 12号土拡の鉄製の紡錘車、第

15号土拡の包丁や刀子等が注目される。

第III群の遺構群は第 4次調査区の南半分である。遺構は土拡を中心として検出されたが、その密度は第II群に

比べ弱い。遺構面は他の地点と同一の礫層であるが、南（上流）へ向かうにつれ地表面が高まり、包含層が厚み

を増してくる。第 22号土拡周辺では土表から約50cmであったが、第 33号土拡の所では約80cmと厚くなり、

南端の縄文土器出土地点では約 160cmとなっていた。土拡は不整形なものを含めて 22基検出された。これに対

してピット等の小型の遺構の検出は少なかった。検出した土拡は不整形なものが多くて、その形態も多様化して

いる。出土遺物では、陶磁器の他に鉄製の蓋やクッワなどの特殊な遺物も検出された。それらは本遺構群の中で

も特に東側の第 22~29号土拡の地区に集中する傾向が認められた。それら土拡の中でも、掏磁器類では第 16号

土拡出土の一括陶磁器類、第40号土坑の瀬戸・美濃の花瓶と香炉があり、鉄製品では第 24号土拡のクッワと第

28号土拡の鉄製の蓋が注目される遺物であるが、他に第 18号土拡出土の牛の歯がある。

第4次調査区南端部で検出された縄文土器（第 17図 図版 15)は、遺跡の南辺を画する桂谷川が形成している
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第13図 第3次調査区遺構全体図 (1/200) 
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小扇状地形の扇端部に位置している。縄文土器が

出土した層位は地表から約 110cm下の茶褐色砂

質土層（16cm)で、土砂と共に上流部から移動堆

積した可能性がある。

第2次調査区から第4次調査区南端までの土層

の堆積状況は、調査区東側にて行なった。その結

果第 3次調査区の基本層序は、 1耕作土（暗灰褐

色砂質土層、 10~20cm)、II暗茶褐色粘質土層（包

含層、 10~20cm)の2層だけでそれ以下は礫層で

あった。第4次調査区に近づくにつれ各層は厚味

を増して、第4次調査区北端では、 1耕作土（暗

灰褐色砂質土層、 10~15cm)、II茶褐色砂質土層

(15~40cm)、III灰褐色粘質土層（包含層、 30~40

cm)、IV暗灰褐色粘質土層（遺構面、 10~15cm) 

で、以下は礫層であった。これが調査区中程では、

I耕作土（暗灰褐色砂質土層、 20~30cm)、II茶

褐色粘質土層（30~40cm)、III灰茶色粘質土層

(30~40cm)、IV灰黄色砂質土層（包含層、 20~30

cm)である。この層序は南端では各層が厚くなり

1耕作土（暗灰褐色砂質土層、 20cm)、II茶褐色

粘土層（50cm)、III灰褐色粘土層（中世以降の包

含層、 34cm)、IV暗褐色砂質土層（縄文時代の包

含層、 16cm)、V暗灰褐色砂質土層（10cm)、VI

暗茶褐色砂質土層（縄文時代の包含層、 22cm)で

あった。このように遺構面上の堆積層は、南（上

流）に向い厚くなるが、中世の遺構面の広がりか

らすると、調査区を東西方向に走る河岸段丘上の

微高地を中心として展開していると理解される。

そして、縄文時代の包含層は、この尾根状の微高

地から下った地点に広がると言えよう。

なお、第 3• 4次調査区の方位は全て真北を指

すものであることを付け加えておく。
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m
 

第 15図第4次調査区遺構全体図 2 (1 /300) 
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第4章遺 構

第 1節縄文時代の遺構

(I) 住居址

第2次調査の北端、北側の谷水田をのぞむ河岸段丘端部に位置する。 E • D110 • 111グリッドにまたがるもの

で、竪穴の壁は検出できなかったが、円形にめぐるピット群の在り方から判断した。範囲は 7X5mの平面楕円

形プランを見る。ピットの平面プランは極めて不整形で、それぞれのピットが隣接したり切り合ったりしている。

径が100~200cmの間で、幾つもの段を形成して、検出面から約40~50cmの深さにまで掘り下げられている。ピッ

トの覆土は黒褐色土が茶褐色砂礫層にくい込み、プロック状況となっており、地山層中の礫ではばまれ掘り切れ

なかったものと判断される。そのため、ピットの掘り込みは直線状ではなく、極めて凹凸がはなはだしい。ピッ

卜覆土には垂飾品の完形品を含めて、おのおのから、土器・石器が出土している。

ピットの深さを考慮して結ぶと、長径約400cm、短径約370cmの平面楕円形プランを呈し、北東位置での出入

口が想定される。

床面は礫層にあたり、凹凸がはなはだしく、炉址その他の遺構の検出はなかった。なお、西側のピット列には

さまれたかたちで、長径110cm、短径70cmの大石が見られるが、当時から現位置に在ったものと考えられる。

◎8 
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16 19 

第18図住居址平面図(1/60)
（数値は掘り方面からの下降値、 cm)
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第19図住居址乎面図 (1/60)

（数値は掘り方面からの下降値、 cm)

第2次調査区の中央部分、 D108グリッドで検出した 2個納置している埋甕や、 D107グリッドで検出した石囲

炉址や壺形土器の出土状況を考慮してみたが、重複関係を持つように見られ、十分な把握ができなかった。地山

面は北端部に比較して礫の露出は少くなる傾向にあり、検出したピットの覆土も茶褐色砂礫層のプロックが少く、

黒褐色土の堆積が顕著であり、径2mを越える土拡等ではレンズ状堆積を示すものも見られた。

(2) 炉址

第2調査区の中央部、D106グリッドで検出された。耕作土下の褐色土を除いた段階で石囲いが現われたもので、

黒褐色土の上位に構築されたものである。中軸線は北28度西に置く。長径20~30cmの楕円形の河原石6個を円形

にめぐらし、内部に深鉢1個体を横位置にすえる。土器の下にも河原石が見られるが、敷かれたものか、地山に

ついたものかはつかみ切れない。河原石の外郭で長径62cm、短径70cmをはかる。炉内の覆土は黒褐色砂質土で
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炭化物は含まれていない。炉石の変色も顕著ではない。

石囲炉址から北西方向約70cm離れた位置に壺型土器が横たわっていた。上位にあたる口縁から胴部、底部の約

半分を欠いていたが、復元する事ができた。

(3) 埋甕

埋甕は第2次調査区の中央部分で、 4例の検出を見た。

D107グリッドでは、口縁、胴部上半を欠損しているもの 1例がある。検出上端での径が40cmで、深さは12cm

までを測る。底部を全く欠いていて、径15cmを測り、大型深鉢を使用している。覆土は黒褐色土で、特別の遺物

は認められなかった。

同じD107グリッドで、南西方向約2.3mの距離に並置された埋甕2個を検出した。埋甕には大型品の深鉢が使

用され、並置された中軸線は、北24度西に置いている。埋甕には大型品と小型品の深鉢が使用され、大型品の掘

り方は60cm近くになり、深鉢との間にすきまができているが、小型深鉢の掘り方は土器とほとんど変わりのない

大きさにおさめられていて、 2個の埋甕の前後関係は把捏できなかった。大型品の深さは、土器の口縁部からで

37cm、小型品は同じく 23cmを測る。底部はともに打ち欠いている。覆土は黒褐色砂質土の単一層でなっており、

掘り方肩部に磨石が1個出土した他に、遺物の検出はなかった。

石囲炉址から南西約 7mのE105グリッドで 1例の埋甕が見られた。小型の深鉢を使い、口縁およぴ底部を欠い

ていた。検出面は黒褐色土を取り除いた地山面で、ピット検出の段階で見つかったものである。晩期前半の中屋

式土器である。

第2節中世の遺構

(1) 墳墓

第2次調査区の中央部、河岸段丘面が西方向に標高を下げる傾斜変換線上に位置している。 E106・ 107、Fl06・

107グリッドにまたがる。調査当初、生い繁る雑草を取り除いた段階では、北東部に植えられている梅の木の地点

が最も高くなる、礫で被われた石の塚があらわれた。西側の表土上には大きな地輪がころがり、塚を被う礫に混

じって縄文時代の石器、土器、中世の珠洲焼、土師質土器、近・現代の掏磁器片が顔をのぞかせていて、周辺地

から耕作によって現われた礫の捨て場になっているものと考えられた。平面プランは等高線の走る南北方向が細

長い楕円形をなしている。南北約730cm、東西約680cm、西側からの高さ約110cm、東からの高さ約60cmを測っ

た。礫の状況を見ると、東北隅に大きな石で区画したようになり、中央から西にかけて大きな石を置いて小礫で

埋めつくされているところから、東側の畑地から捨てられた礫が多いように理解された。発掘は小礫を少しづつ

取り除いてゆく事とし、礫の平面図を作製した後、断面図を測りながら下層位へ下げていった。が、礫と礫の間

は土ではなく、空間となっている事から、実測途中での保全を図るのが極めて困難な状態に立ち至った。中央部

分の断面図C列で約40cm下位から、径40cmを越える石が顔をのぞかせ、面をなすように見うけられた。また、

塚の北西部分で礫の堆積が他に比較して薄かった事もあって、直線的に並べ置かれた石を確認したところから、

墳墓の形状を予想しうるまでになったので、以下の礫は全て取り除いて区画をなす石の追求にとりかかった。上

位約40cmの小礫の下は、片手では持ち上げられない程の石が多くなり、五輪塔の空風輪、水輪等があらわれ、珠

洲焼底部に遺骨をおさめたものがあらわれた。遺骨の位置は、中軸線から西に寄っており、珠洲焼の底部近くだ

けの遺存である所から、複数の納骨と後世の破壊が考えられる。五輪塔地輪も残欠片となっているのも、破壊を

示す傍証と考えられる。

墳墓は石によって平面長方形プランを呈し、長軸64.0cm、短軸290cm、現状での高さ65cmを測る。主軸は北21

度東に置く。区画をなす石は、手取川の河原で通有に見られる石で、不整円形を持つ石が多く、長径50~70cm、

厚さ20cm程の扁平なものが、選別されて使われている。南辺には中央部分の乱雑な石の置き方と異なり、 3列の
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列石を認める事ができる。根石に近い位置での検出ではあるが、階段施設の石組みと推定される。その石組のな

かに、五輪塔水輪が1個組み込まれているところから、施設は後世に組み上げた可能性も考慮しなければならな

い。 3列のうち、南側2列の石の大きさや長軸線の生かし方が若干異なるように観察される点も注目しておきた

い。

出土した五輪塔5例以上あるが現位置を保持しているものはなく、南側部分に集中している。五輪塔には組み

合うものはなく、それぞれ別の塔の残欠であり、少くとも 5基を越える五輪塔が建てられていたものと想定して

おきたい。

(2)道址

第2次調査区の西側、河岸段丘傾斜面上の等高線に沿う位置で検出した。覆土は約50~70cmの厚さで褐色砂質

土が堆積していて、東側の畑地の延長部分となっていた。調査区の平坦地は、 FlOl~106、GlOl~104の平面三

角形の地区で1段落ち込み、道址を越えてさらに大きく落ち込んでゆく。その三角形の平坦地縁に石を組んだ土

留めが、延長約29mの間で行われている。石組みは高さが約50~100cmの間で、扁平な河原石の側縁を外に出し

て積み上げていて、一部には 4段の高さにまで見られる。中世墳墓に最も近づく、 Fl05• 106グリッドでは石組

みの方角が変化し傾斜角度がゆるやかになるのは、石で組んだ階段がつくられていたものと考えたい。道の中央

にある飛ぴ石の施設が、中世墳墓の位置で途切れる点も、墓と道の関係の深さを物語ると言えよう。石組の下は

道路側溝が、幅約30~40cm、深さ約20cmにまで掘り込まれていて、暗褐色粘質土が認められた。

道は主軸を北28度東に置き、幅2~2.3mの間で北上し、途中、中世墳墓のある位置から、1.0~1.2mと幅を大

きく変える。道路肩の西側は礫を置いて土留めとしているものの、一部を除いて小礫が目立ち大部分は流失した

ものと考えられる。道中央には、長径約40~50cmの扁平な丸石を、約20~30cmの間隔で敷き並べている。延長

約29mを測り、検出しえた道が54mであるから過半を越えている。

道の敷設工事は、段丘傾斜面の東側を切りとり、土留めと側溝をつくり、道の西側へ残土を捨てたものと考え

られる。道は飛ぴ石を置く部分に 5~10cmの小礫を多く含んだ暗黄褐色砂質土を敷いている。

出土遺物は少く、飛ぴ石を検出した面(Fl03グリッド）で古銭2枚と珠洲焼、土師質土器の小片を得ている他、

Fl09グリッドにかかる道東側傾斜面で紀年銘を持つ五輪塔地輪が出土している。

(3) 石室（第30図図版ー12)

第3次調査区の中央部近くで二基検出された。北の形が整のった石室を第1号として、南の不整形な石室を第

2号とし、二基共に第二次調査の後半に検出し内部の調査を実施しているが、出土遺物は珠洲焼の小片が数点出

土したが、時期の確定までには至らなかった。第二次調査を担当した西野による覆土の観察では、二基共に中世

よりも新らしい時代に廃棄された可能性が認められた。また、本項でカマド状遺構の説明を扱いたい。

第1号石室

側壁の四面とも偏平な円礫を組んだもので、北方のコーナーは石組は欠けているが、その他の石組の遺在状況

は良好である。内部は長軸方向 270cm、短軸方向230cm、深さ約 70cmで、四壁面中では東側と南側の石組は整

然としている。東側は壁高 75cmで、長さ 18~50cmの礫を利用して組まれるが、主体は 40~50cmの偏平な礫

を6列に 3段組上げている。やや胴張りを呈している。南側は壁高60cmで、 32~45cmの礫を利用して組まれ

ているが、東側に比べると礫は小さく、雑然とした感がある。西側と北側の壁は、壁高70cmで組まれている礫

も15~55cmとほぼ同一大のである。北方のコーナーの手前では石組は無くて、構築当時から出入口等として、

石組が存在しなかったことも考えられた。

第2号石室

第1号石室の南に6m離れて検出されたが、その長軸方向は少し北へずれている。内部は長軸325cm、短軸240

cmで、石組は西側には検出されなかった。また、東側の壁高も約40cmと浅いものであった。内部の石組は南北

の二つの小室に仕切されてるが、北側の小室は長軸 170cm、短軸65cm、深さ 50cmで、西側に段状の石組があ
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る。南側の小室は長軸 110cm、短軸60cm、深さ 15cm程であった。西側の石組は無い部分は、この石室のかつ

ての掘方と考えられ、機能途中に規模の縮少が行なわれ、、現在の形態に変化したと推定された。

カマド状遺構（第 30図 図版ー12)

第3次調査区の第 1号石室の東に北方に口を開けて半円形を呈する石製品が検出された。石製品は長径75cm

の凝灰岩製で、東側の端部には五輪塔の台座と思われるものが置かれていた。半円形の石製品は現高 18cmで、

厚さ 8cmで上部は欠損しているが、内外面は縦方向にノミで調整されて、下端は面取りされている。石製品は遺

構面である礫層上に置かれ、付嘱的な遺構は認められないが、半円形の中央部がわずかに凹んでいた。検出当初

は大型の石鉢の口縁部が、伏せて置かれた物と考えたが、脇の台座や口縁の傾きから石製のカマドとして考えてお

きたい。

(4) 配石遺構（第 31図 図版ー16)

次4次調査区の北側で3基の配石遺構が検出された。東から順に第 1号、第 2号、第 3号とした。各配石遺構

は偏平な礫を主体とするが、その礫間からは五輪塔の地輪や台座等の石造遺物も検出された。なお、各配石遺構

下の未調査のために不明である。

第1号配石遺構は長軸220cm、短軸 150cmの半円形を呈して、礫は 10~40cmの偏平なもの 15個であるが、

20cm程の小礫で間をうめている。礫の上面は、やや凹凸となっている。また、五輪塔の地輪が1点礫に混じって

出土した。第2• 3号配石遺構は第 1号配石から離れて第4次調査区の北西端から 2基が接して検出された。南

には遺構集中地区が有り、数多くの土拡やピットが検出された。

第2号配石遺構は長軸 240cm、短軸 160cmで、礫は 10~50cmのものが利用されているが、 30~50cmの礫

13個を配して間を小礫でうめている。礫の上面は、ほぼ水平位置にならされている。出土遺物は石造遺物を含め

て認められなかった。

第3号配石遺構は、長軸420cm、短軸265cmで略長方形を呈する範囲に 40~95cmの偏平な礫を 34個配置し

て、その間を小礫でうめている。配石中央に五輪塔の台座が1点置かれていた。礫の上面は、ほぼ水平位置にな

らされている。出土遺物は、台座以外に少量の珠洲焼と土師質土器があった。

(5) 土拡（第 32~33図図版ー17~21)

第3• 4次調査区を通じて 44基の土拡が検出されたが、これらは出土遺物から全て鎌倉時代から室町時代の所

産と考えられる遺構であった。検出範囲は第 3次調査区北側から第4次調査区全域に及んでいる。特に第4次調

査区では土拡の群集が認められ、北側では弓なりに連なって検出された。一方、南側では群中の密度は弱いが

広い範囲から検出されている。これら土拡はその形態・規模はかなり多様であったが、土拡の平面形や規模、覆

土の状態や配置状況等と、出土遺物から各土拡の性格が、墓や貯蔵穴や井戸などと推定される。ここでは、前記

の諸点から土坑を大きく 6タイプに分類整理してみた。なお、図示した土拡実測図の中には、土層断面図に石が

表示されているが、平面図方には表示されていない土坑がある。これは、覆土中の石は大小に関係なく土と同一

視して調査・したが、土層断面の石は覆土の堆積状況から土層図作成時に図から削除できなかったことによる。ま

た、本項では第4次調査区の土拡に関して説明したい。

A類 上面プランが隅丸方形あるいは円形を呈して、深さは 45~90cmと比較的深い土拡で、拡内の覆土

がレンズ状の堆積状態のもの。覆土中又は上面に礫を伴なう場合が多い。

B類 上面プランが長方形あるいは楕円形を呈して、深さ 20~50cmの土拡で、拡内には礫の混入が無く

て、底面はほぼ平坦であるもの。覆土中又は底面から遺物の出土を伴なう。

C類 上面プランが円形を呈する場合が多くて、深さ 50~100cmと深い土拡で、拡内には小礫の混入が多

いもの。覆土中から炭化物や灰などを伴ない、人為的に埋め戻された形跡がみられる。

D類 上面プランが方形あるいは略方形を呈して、規模の面でもA~C類よりも大型で、深さが30~60cm 

のものが多く、底面が乎坦である。

E類 上面プランが不整形で、一定の形態を呈することが無くて、深さが20~30cmと浅いもの。底面も
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l=11,Ò100m 

L=1旦,890m

l •=11'O .530m 

第7号土琺

e 

(JJ釘）

0 0 
⑨ 

゜
2m 

⑤) 
3号配石

第31図土坑・配石遺構実測図（ 1/40) 

- 31 -



凹凸が目立ち、ピットを伴なう場合が多い。

F類 上面プランがやや不整形な長円形を呈する士拡が二基接合して、深さが20~60cmとバラッキが多

いもの。

A類に分類整理できた土拡は、第5• 11 • 15 • 18 • 33号土拡の 5基であった。以下、順に説明を加える。

第5号土拡（第 31図 図版ー17)は、第4次調査区（以下調査区と略する）の北端に位置し、第 1号土拡とは

東に lm隔てている。平面プランは不正形な略方形に近くて、土拡上面には現位置を保つと考えられる五輪塔の

地輪（28X30 cm、高さ 22cm)が検出された。規模は上面で長軸 135cm、 短軸 120cmで、深さは中央部で60

cmを測る。地輪下の礫は、10~20cmのものである。覆土は底面の両側に明茶褐色粘土層が堆積した上に、暗茶褐色

砂質土層、明茶褐色砂質土層がレンズ状の堆積をしている。土師質土器と銅銭が底面近くから出土している。

第11号土拡（第 32図）は調査区北側の第二遺構郡中の遺構集中地区より検出された。平面プランは楕円形を

呈している。規模は上面で長軸220cm、短軸 130cmで、深さは 88cmである。覆土中の中程に礫を含んだ暗灰

褐色砂礫土層が堆積して、その上下には暗灰褐色砂質土層の堆積が認められた。

第15号土拡（第31図）は第 11号土拡と同様に遺構集中地区の東側より検出された。平面プランは隅丸方形を

呈して、規模は第 11号土拡と類似した土拡で、長軸210cm、短軸 130cm、深さ 52cmを測る。底面には暗褐色

砂礫層が堆積して、その上に鉄製品などが出土した暗褐色砂質土層が、レンズ状の堆積を呈している。出土遺物

は金属製品だけで、釘、包丁、短刀、刀子の他にリング状銅製品が出土した。

第18号土拡は（第32図）調査区南側の第III遺構群の一角にて、第2号溝と接合して検出された。平面プラン

は円形を呈して、規模はA類中では最も大型のもので、長軸245cm、短軸 230cm、深さ 78cmを測る。覆土中か

らは 12~28cmの礫が出土したが、土拡東側の上面に堆積した茶褐色砂礫土層中から礫とー諸に牛の歯が出土し

た。歯は磨滅が認められることから、かなり年老いた牛ではないかと推定される。 (1)

第33号土拡（第33図）第 18号土拡の東の調査区脇から検出された。平面プランは隅丸方形を呈して、規模は

長軸 174cm、短軸 156cm、深さ 36cmを測る。平面プラン・規模は第 11号土拡と違うが、覆土の堆積状況は、

第11号土坑と同一様相を呈している。覆土はレンズ状の堆積を呈して、中程に 16~34cmの礫を多く含んだ茶褐

色粘質土層が認められた。

B類に整理された土拡は、最も多くて第3• 4 • 6 • 7 • 27 • 28 • 29 • 30 • 40号土拡の 9基であった。中でも

拡内からの出土遺物の点で、第 7• 28 • 40号土拡の 3基が注目される。

第3号土拡（第32図）は調査区北側の第II遺構区の北で、第4• 6号土拡と並んで検出された。平面プランは、

隅丸長方形を呈して、 B類中では標準的形態である。規模は長軸220cm、短軸 130cm、深さ 30cmを測る。覆土

は第 4• 6号土拡と同様に暗茶褐色砂質土層の単一土層である。

第4次調査区検出遺構土層一覧表

Na 土 層 名 Na 土 層 名 No. 土 層 名 Nn 土 層 名

1 暗茶褐色砂質土層 10 暗灰褐色砂質土層 19 濁暗茶褐色砂質土層 28 暗黄褐色砂質土層

2 暗茶褐色粘質土層 11 暗灰褐色粘質土層 20 濁暗茶褐色粘質土層 29 暗茶灰色砂質土層

3 暗茶褐色砂礫土層 12 暗灰褐色砂礫土層 21 明灰褐色砂質土層 30 明褐色砂質土層

4 暗茶褐色礫層 13 暗褐色砂質土層 22 明灰褐色粘質土層 31 濁赤褐色砂質土層

5 茶褐色砂質土層 14 暗褐色粘質土層 23 黒褐色砂質土層 32 濁暗灰褐色砂質土層

6 茶褐色粘質土層 15 暗褐色砂礫土層 24 黒褐色粘質土層 33 黄茶褐色粘質土層

7 茶褐色砂礫土層 16 暗褐色礫層 25 灰茶褐色砂質土層 34 黄褐色粘質土層

8 明茶褐色砂質土層 17 濁茶褐色砂質土層 26 灰茶褐色粘質土層 35 黄褐色砂礫土層

， 明茶褐色粘質土層 18 濁茶褐色粘質土層 27 灰褐色砂質土層 36 褐色粘質土層
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第6号土坑（第 32図）は第4号土拡の西側より検出された。平面プランは不整形な楕円形を呈して、規模は長

軸250cm、短軸 195cm、深さ 40cmを測る。覆土は暗茶褐色砂質土層の単一土層が堆積するが、出土遺物は無い。

第7号土拡（第31図 図版ー17)は調査区の北側にて、第2• 3号配石遺構と 3m隔てて検出された。平面プ
ランは長方形を呈して、 B類中で最も形が整のった土拡である。規模は長軸 176cm、短軸98cm、深さ約50cm

を測る。四方の壁は直立し、底面も平坦である。覆土は灰褐色砂質土層が、 45cmの厚さで堆積して、その上に明

灰褐色粘質土層が浅く堆積する。南側の壁面近くに径34cmで、深さ 32cmのビットが明灰褐色砂質土層のプ

ロックとして見られる。底面近くからは、約 20個体の土師質土器が、一括出土した。土師質土器の多半を占める

小皿は、底面中央に正位置で置かれていたが、坪形の土器は底面の北端に、口を合せ置かれていた。また、土師

質土器以外には、出土遺物は無いが、検出遺構の年代決定資料として重要なものである。

第27号土拡（第 33図）は第III遺構群東側に、第28・29号土拡と並んで検出された。平面プランは方形を呈し

て、底面は平坦であった。規模は長軸220cm、短軸 180cm、深さ 40cmを測る。出土遺物は無くて、覆土は底面

に暗茶褐色砂質土層が堆積して、その上に茶褐色砂質土層が覆っていた。

第28号土拡（第 33図 図版ー21)は第27号土拡と 40cm離れて検出された。平面プランは楕円形を呈するが、

長軸方向は北北東と同ーである。規模は長軸 184cm、短軸 130cm、深さ 25cmを測り、底面に径42cm、深さ 22

cmのピットが穿かれている。覆土は茶褐色砂質土層が堆積し、ピットには茶褐色砂礫土層と黄褐色砂礫土層で

埋っていた。底面の東隅より径17.6cmの鉄製の蓋が出土した。北方4mに位置する第 24号土拡中からは鉄製の

クッワが出土している。

第29号土拡（第33図）は第28号土坑と 24cm離れて検出された。平面プランは不整形な楕円形を呈して、規

模は長軸209cm、短軸 108cm、深さ 22cmを測る。覆土は第 27・28号土坑と同一の茶褐色砂質土層が堆積し、

坑内からの出土遺物は無かった。

第30号土拡（第33図）はE類に整理される第23号土拡の南から検出された。平面プランは不整形な楕円形を

呈して、規模は長軸226cm、短軸240cm、深さ 40cmを測る。覆土は暗茶褐色砂質土層と灰茶褐色土層が水平堆

積し、灰茶褐色砂質土層中からは銅銭が出土した。

第40号土拡（第31図 図版ー21)は調査区南側で、遺構密度が弱くなる地点から検出された。平面プランは

不整形な楕円形を呈し、規模は長軸 195cm、短軸 122cm、中央部で深さ 20cmを測る。覆土は暗褐色砂質土層で、

坑内より瀬戸・美濃の花瓶と香炉が各1点づつ出土した。両者とも口縁を一部欠損するが、ほぽ完形である。花

瓶は拡内中央近で横になり、香炉は北側の肩で伏せた状況で出土した。

C類に分類整理できた土拡は、第 17号土拡、第 341• 342 • 396 • 396号ピットであった。その中で、第 17号土
拡と第 396• 397号ピットは覆土中から多量の炭化物が出土している。

第17号土拡（第 32図）は調査区南側の中程に位置して、第 18号土拡とは 4.4m離れて検出された。平面プラ

ンは円形を呈して、規模は長軸216cm、短軸 170cm、深さは 100cmを測る。底面は南へ傾斜している。覆土は

暗茶褐色砂質土層が、 72cmの厚さで堆積し、炭化物と灰、礫や淘磁器が混入した状態で出土した。出土遺物とし

ては、青磁碗、白磁皿、染付の皿と碗、瀬戸・美濃の天目茶碗、瓦質の花瓶、土師質土器、刀子、火箸などがあ

る。覆土の堆積状況などから、炭化物や灰を含んだ覆土を一括して廃棄したと考えられる。

第396・397号ピット（第 32図）は、形態的には土拡に近く、第 17号土拡の北5mの位置で検出したので、本項

で整理報告した。平面プランは 8字を呈して、規模は長軸270cm、短軸 130cm、深さ 50cmを測る。底面は両ピッ

ト共に平坦で、覆土は水平堆積を呈する。第 396 号ピットは暗茶褐色砂質土層•i蜀暗褐色砂質土層が堆積するが、

底面と両土層の間には、灰を多量に含んだ黒褐色砂質土層が堆積した。第 397号ヒ°ットにはこの黒褐色砂質土層

は認められなかった。これは覆土の切合い関係からも、第 396号ピットの方が第 397号ピットより新しいことに

よる。
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D類に分類整理できた土拡は、第 1• 12 • 16号土拡の3基であった。

第1号土拡（第32図）は調査区の北端で検出された。平面プランは長方形を呈し、底面は平坦で、地山の礫層

による凹凸も少ない。規模は長軸225cm、深さ 32cmを測る。覆土は暗灰褐色粘質土層が主体で、壁際に明灰褐

色粘質土層・灰茶褐色粘質土層が堆積している。

第12号土拡（第32図 図版ー19)は遺構集中地区南端に位置し、周辺には第 11・14• 15号土拡が位置する。

平面プランは不整形な楕円形を呈するが、底面は平坦である。規模は長軸 240cm、短軸200cm、深さ 54cmを

測る。覆土は下から暗灰褐色砂質土層、暗茶褐色砂質土層、茶褐色粘質土層の順で堆積し、壁際には暗黄褐色砂質

土層が積る。

第16号土坑（第 32図）は第III遺構群の北西端に位置する。平面プランは略長方形を呈し、 底面は平坦で、

凹凸なものも少ない。規模はD類中最大型の土拡で、長軸285cm、短軸280cm、深さ 60cmを測るc 覆土は濁黄

褐色砂質土層と暗茶褐色砂質土層で、下位の濁黄褐色砂質土層からは、青磁碗、白磁皿、越前焼の小壺等の出土

遺物があった。

E類に分類整理できた土拡は、第 19• 20 • 23号土拡の 3基であった。分類整理上土拡としたが、覆土の堆積状

況が示すように、前記の 3基の土拡は、復数の土拡やピットが切り合う。平面プランも土拡により大きさが異な

る。深さは 10~25cmと平均して浅い。第 19号土拡について説明を加える。

第19号土坑（第32図 図版ー20) は調査区西側にて検出され、平面プランは不整形な方形に近い。規模は長

軸440cm、 短軸330cm、深さ 24cmを測る。底面には 6個のピットが穿かれている。覆土は濁茶褐色粘質土層

・濁暗茶褐色砂質土層が堆積している。ピットは径60~140cmで、濁暗茶褐色砂質土層で埋まっている。

F類に分類整理できた土拡は、第21• 34 • 37 • 38 • 41号土拡の5基であった。 5基共に平面プランが極めて不

整形で、 A~E類には含まれず、他の土拡やピットと接合・切り合っている。規模の点では似通う点が多い。ま

た、底面が平坦なものが多いが、地山の礫による凹凸が目立っている。また、出土遺物等も少ない土坑である。

第21• 37 • 38号土拡に関して説明を加えたい。

第21号土拡（第33図）は第 15号土拡の東2mに位置し、平面プランは楕円形を呈する。規模は長軸 168cm、

短軸 150cm、深さ 58cmを測る。覆土から本土拡が除中で、径108cmのピットとして利用されていたと知られ

る。

第34号土拡（第33図）は調査区南側に位置し、第33土拡と1.8m離れている。平面プランは不整形な楕円形

を呈し、規模は長軸275cm、短軸 160cm、深さ 36cmを測る。底面はほぼ平坦で、覆土は茶褐色砂質土層と暗茶

褐色土層が堆積している。

第37• 38号土拡（第33図）は二基の土拡が接合したものと考えられた。共に平面プランは楕円形を呈して、

規模は第37号土拡が長軸 215cmで、深さが25cmである。第38号土拡は長軸236cmで、深さ 38cmである。

覆土は共に一定しない。

土拡をA~F類に分類整理して報告してきたが、ここで各土拡の性格を分類に基づき簡単に触れておきたい。
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第 5章遺 物

第1節縄文時代の遺物

(1)土器

縄文時代の遺物の出土の分布は、第2次調査区のものが大部分で、第 1• 3次調査区では散布している小数片

を得たにとどまる。土器の出土を見ると、ピット、士拡等の遺構の密集する地区に多く、河岸段丘の北方、西方、

南方にむかっては漸減してゆく傾向にあり、集落址とほぼ重なり合うものと推定できる。打製石斧等の石器では

遺存の状態は、他の遺跡と比較してさほどの相異は見られないが、土器片は小破片となるものが多いと思われた。

炉址や埋甕に使用された土器を除くと全形を想定できるものは極めて少数例である。ピットや土坑に包含されて

いるものも、包含層から得られたものも、地山面とした礫層や包含層に多量に介在する大小の礫によって傷めら

れたものと想定され小片となるものが大部分で、接合する事のできたものも少数例を上げるにすぎない。ピット、

土拡等に包含されていたものの分類を行った後に、包含層の土器の分類を行うべきだが、図示に耐えるものが少

く、型式学的分類での報告となった。共伴関係や一括土器としての認識は、石囲炉址、埋甕を上げうるのみであ

る。

縄文時代の土器は整理箱で45ケースにのぽる。粗製土器の胴部片の量が大きく、文様の判断できるもの、粗製

土器の口縁部片をあわせて 900点以上の採拓を実施した。以下、群、類別の概略を記述してゆく。

第 1群土器

深鉢 1A類 (1~7)

波状口縁を持ち口縁端部が内屈するもので 1類とした。沈線を施文した後に縄文を施すのが通例で、突起を持

つものも同様の施文順序が観察される。 1は波頂部にワラビ手状の曲線文を施文した後に左右の平行沈線を引く

もので、内面平滑になでられ、内外面とも炭化物が付着している。 2は波頂部に棒状具による刺突をおき 3条の

平行孤線文でかこむもので、右方に曲線文が見られるが判然とはしない。波頂部口唇に 3条の沈線が引かれてい

る。内面は砂粒の移動が見られ、強いナデか施されている。 3も波頂部の左側片で、口縁端部近くに刺突文が1

つ施されている。 4は尖り気味の波頂を持つもので、内外面平滑に調整されている。 6は口縁部文様帯が内屈す

るタイプで、 1 ~ 5までの器形と異なるものである。

深鉢 1B類 (8~14)

平口縁の深鉢で、沈線文と縄文を施文するものをまとめたが、小片のために疑問点の残るものも含まれる。 8

は口唇が肥厚して内傾するもので他の器形をとるとも考えられる。外周には煤が付着している。 9は口唇部内側

をそいでいるタイプで、 LRの斜縄文を入れた後に沈線を引いている。 10は口縁内側に粘土を継ぎ足すタイプで、

口唇に縄文が施文されている。内外面に炭化物が付着している。内面の調整は粗雑である。 11は大きく外傾する

口縁部を持つもので、第 1群土器では唯一の器形を持っている。幅広の平行沈線間を縦に区切り、 4個の刺突文

を加えて、区画文を起点とする平行沈線をつけ加える。沈線の引き方は間隔が不揃いで乱暴である。 12はいった

ん外湾して内屈する口縁をもつもので、口縁部内面は平滑に調整されている。外周には煤が付着している。 13は

口唇が肥厚して内面に明確な稜をつける内屈する口縁部で、円およぴ四角の区画文を描く。 14は口縁端部片で、

文様施文が縄文から沈線施文となり、文様自体も後出的な施文ではある。

深鉢 1C類 (15~21)

1 A・ 1 B類の胴部片と想定されるもので一括した。曲線的な沈線と縄文が組み合うものである。 15• 16は沈
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線で渦巻文様を引いてから縄文を施文するもので、 15では渦巻文の間に磨り消しを加え、内面に丁寧な磨きを

行っている。 17~19は沈線で小さな区画をつくり出すもの。 20は剌突文が入られているもので、破片のため上下

左右が判然としない。 21は胴部下半の破片と見られるもので、蛇行する沈線を引いた後に平行沈線文を加えてい

る。

壌1類 (22)

ロ径約 13cm、器高約 3.5cmの小型品で口唇が平坦にならされ、底部は丸く入念に磨かれている。 Sの字状文

を中心として沈線を引き、 LRの縄文を施文している。縄文と沈線の施文順序は磨耗のため判然としない。色調

は明るい黄燈色を呈し、胎土、焼成とも良好である。

深鉢2B類（23~28)

沈線文のみで施文されるものを一括している。 23は口唇部が肥原するもので、沈線は比較的深くに引かれてい

る。外周には煤が付着している。 25~27は大きく外展してきた口辺部が端部で内屈して「く」の字を呈するもの

で、屈曲部をはさんで上下に沈線が引かれるのが特徴的である。 27の口辺には複雑な沈線文が置かれているが、

全形はつかめない。内外面とも比較的丁寧なナデが加えられ、焼成は堅緻である。 28は内屈する口縁に 1条の沈

線を入れ、口頸部に曲線文を入れるものであるが、文様単位が判然としない。暗褐色を呈し、胎土、焼成は良い。

深鉢2C類 (29~36)

沈線文が引かれる胴部片をまとめた。 29~30は蛇行する沈線文を切るようにして平行沈線文が施文される。 29

は蛇行文施文のあと、磨きが加えられ沈線がつぶれたようになっている。 32には赤彩痕が見られる。 33・24は同

一個体片で、彫りの深い沈線文が引かれている。内面の調整は粗雑である。 36は屈曲する部位にあたる破片で刺

突文を起点とする沈線が引かれており、若干後出的とも考えられる。内面の色調は黒褐色を呈し、丁寧なナデが

施されている。

深鉢3類（37• 38) 

口縁端部外周に粘土を足して段状にして口縁帯をつくるタイプである。 37には刺突文と縄文が加飾されてい

る。

深鉢4A類（39• 40) 

棒状にとび出す波頂部を持つもので、 39は波頂部から下りる隆帯に接続させて、口縁部と平行する隆帯を貼付

し、口縁端部、隆帯側縁、波頂部上端に細かな刺突を加えるもので、口縁部内面下端にも 1条の沈線が引かれて

いる。刺突を行う工具が2種類使われたと見られる。 40は隆帯のわきに縦位に剌突文が置かれ、平行沈線が引か

れている。器表面が荒れているために細部の調整はつかめない。

深鉢4B類（42• 43) 

比較的薄手のつくりを持つ口縁部で、沈線文が三角形の区画を持つと推定されるところから、波状口縁を呈す

る可能性がある。沈線文を施文したあとに列点を置いている。

深鉢4C類 (41• 44) 

棒状工具と竹管状工具による剌突文を持つもの。 41は下半に弧線文が見られ、後出的な要素が見える。色調は

明るい茶褐色を呈し、胎土に細かい石英砂粒が見える。内面の調整は平滑である。 44には径4mmの竹管剌突文

が見られる。

深鉢5A類（45~47)

全体形が判然としないものをまとめた。群別についても疑問がのこるものである。 45は内屈する口縁帯に沈線

文と縄文が入れられ、口唇部分に列点が置かれるもの。 46は口縁下端に突帯がつけられているもの。 47は口縁帯

下端に縦位の列点が加えられているもの。

鉢 1C (48) 

内面が入念に研磨されているもので、沈線文が胴部に見られるが、文様モチーフが判然としないもので、やは

り、本群に仮に含めた。
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第2群土器

深鉢 1B類 (50~53)

櫛状工具を想定される平行する細い沈線が等間隔に引かれるものを第2群土器としてまとめた。条痕文土器と

の名称もつけられているが、北陸の晩期に通有の粗製土器の条痕調整とまぎれそうなので以下条線文土器として

記述してゆく。条線文土器のなかで沈線文で区画をとらないもので 1類とした。 50はわずかに肥厚して平坦面を

つくる口厚部に斜めの列点を加えるもので、口縁端部を無文とし残している。器表には若干の煤が付着している。

52 • 54の口唇部には縄文が施文され、粗雑に条線文が引かれている。線の間隔は不揃いで、ひっかいたようにも

見られる。 47は平行線の重なりも少く、丁寧に引かれている。

深鉢 1C類 (62~66)

1類土器の胴部片で、 63• 66では蛇行する沈線が、条線文のあとに施文されている。いずれも内面の調整は丁

寧で、暗褐色の色調を呈し、胎土・焼成とも良好である。

深鉢2A類 (49)

沈線で区画をなし、条線文を沿わせるもので2類とした。波状口縁をなすと見られるものは 1点のみの出土で

ある。 43では条線の単位が0.6cm幅で4本単位というエ具が想定される。口唇部は平坦になでられた縄文が施文

されている。口縁端部が角張るようになっている。内面は平滑に磨かれ、焼成は堅緻である。

深鉢2B類（54)

沈線で区画された部分に条線文をつけるもので、曲線的な区画、直線的な区画を持つ2種に細別できそうであ

る。 54は口唇部に縄文力哺ほ文されている。器表面に煤付着。

深鉢2C類 (55~61)

55~57、60、61は直線的な区画に沿って条線文を施文するもので、比較的幅のひろい沈線で区画されている。

破片であるため、上下の部位が判然としない。 61には縦縄文が施文されているのが注目される。 58はヘラ先によ

る沈線が区画している。 59は口頸部片と見られ、外展する口縁部を想定させる。外面は平滑に磨かれ、胎土、焼

成とも良好である。

注口土器 (67~70)

破片であるために、上下の部位は不明確ではあるが、内面への調整を見ると粗雑で凹凸が激しいものを注口土

器片として判断している。 68は口縁部片である。 69は剌突文と幅広の沈線が加えられている。

第3群土器

深鉢 1A類（71~89)

剌突文、沈線、縄文を施文するもので、突起を持つ波状口縁深鉢をまとめた。三角形に尖り気味の波頂部と口

縁帯に突出して把手状を呈するもの、その他に細分ができる。 71~79までは前者で外傾気味に立ち上がる口縁部

の端部が大きく肥厚して内側にせり出すものである。平口縁の 1B類に分類したもののなかに、本類に含まれる

ものがあると考えている。 71~74の波頂部は大きなもの 1個を中心に左右の脇に小突起が貼付され、 3個で1組

となる構成をとるが、左右の小突起は同ーではなく若干の違いを持つ。それが特に 72では大きく変化し、正面左

側が大きく、中央突起をはさんで同じ高さにそろえられている。なお、 71~73の中央突起はひねり込みが加えら

れている。 71は地文として斜縄文が入れられている。内外面に炭化物が付着している。 72の地文にもかろうじて

斜縄文が施文されているのが認められる。波頂部を除いた口唇部に刻み目文が施文されている。内面では波頂部

下の刺突文下端から段がつけられ、口縁部内側をきわ立たせている。外周に施文されている沈線を区切るように
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して、弧線が粗雑に引かれている。 73の地文にも斜縄文が認められる。内面に炭化物が付着。 74の内面は横方向

の条痕が見られ、強いナデが加えられたものと見られる、 75には煤が器表全体に付着している。 76の地文には斜

縄文が見られ、段違いの区画文力哺ほ文されている。内面には刺突文と口縁に沿う幅広の凹線が見られ、口唇部に

刻目が加えられている。 77の地文には撚糸文が施文され、内面には断面三角形の幅広の凹線が2条引かれている。

器表に煤付着。 78・79には波頂部下の口縁帯に、縦位の刺突文が入れられている。 78での刺突は斜め下方から上

に向かって施されたと観察される。

80は台形状の突起で、端部および両側面にくぽみが、正面に「ハ」の字状の沈線が入れられている。全体の調

整は既述したものに比較して丁寧と言える。 82は口唇部、口縁帯下端が前面に突き出て三角形状の突起となり、

間をプリッジ状に接合させている。口縁帯下端の突起に刻み目文が加えられている。 81は突起部分が大きく伸び

上がり巻き込むようにプリッジをつくり、端部をさらに伸ばしている。把手状の背後から穿孔が加えられている。

83は波頂部下に刺突と注口土器の注ぎ口状の穿孔が入れられ、深鉢器形からはずすべきかもしれない。 84・85は

把手状となり、欠損してはいるが、 81と同じような伸ぴ上がる端部がつくようだ。ともに、把手正面には刺突か

加えられている。 86は赤彩痕がのこる小型品である。 88• 89は小突起の波状で、刺突文を核として沈線を引く。

89では突起上も含めて、刺突文、沈線文を施文した後に縄文をころがしている。口唇上には沈線と縄文が施文さ

れている。

深鉢 1B類 (90~100)

平口縁を推定させる平行沈線文、縄文を施文する深鉢で、内湾気味の口縁帯に端部が内面に飛び出す器形を持

つものをまとめた。小片のため、 A類器形のものが含まれている可能性が高い。 90~95までは、地文に縄文を施

文するもので、外周面にそれぞれ煤が付着している。 97~99の5点には平行沈線文のみで施文されているもの。

100の口唇部端が突き出て、断面三角形状をなしているのは、他の類と同じ口唇調整であるが、特にきわだった為

である。やはり、器表面には煤が付着している。

深鉢2B類（101~103)

外傾して立ち上がる口辺に内屈する口縁部を持つもの。 101・102は同一個体である。器壁が減じて段を持ちロ

縁帯は無文となり、弧状をえがいて立ち上がる隆帯がおかれ、口辺部分の縦方向の文様部とつながる。平行沈線

文は弧状をえがく短線で切られている。上が1条、下が2条の単位となるようだ。内面には厚く炭化物が付着し

ている。 103の無文の口縁部には、隆帯ではなく、縦の沈線が置かれている。

深鉢3B類 (104~108• 113) 

鉢器形と見られるが、胴部片との関わりから深鉢としてあつかった。むかい合う弧線を持つものでまとめた。

104は口径約 18cm、現器高 7cmをはかるもので、 105と同一個体である。口唇に斜めの刻み目をおき、尖り気味

の口縁内面に断面三角形の 1条の沈線が置かれている。鉢器形の内面に凹線を入れるものとの関連が考えられる。

外周は縄文帯と磨り消し無文帯とに若干の幅を持たせて分け、棒状工具による刺突と沈線を施文している。縄文

帯と無文帯にかけての単位が読みとれる。沈線は起点の刺突から引き、終点では弱い刺突を加えて止める。色調

は外周暗褐色を呈し、煤が付着している。内面は茶褐色を呈し、横方向のナデ調整痕が見られる。 113は波状口縁

を呈する可能性が見られるもので、口縁端部は剌突で加飾されている。おそらくむかい合う弧線文となるのであ

ろう。 108は口唇が平坦にされたもので、縄文の磨り消しは沈線ごとではなく、幅の広い単位で行っているようだ。

口縁近くの外周に煤が付着している。

深鉢3C類（109• 110) 

109は沈線を切る「の」の字状の蛇行文が見られる。 110は剌突を起点とする弧線文が見られ、周囲に弧線文と

縄文が施文されているものであるが、内面の器壁に凹凸が見られ、注口土器の胴部片の可能性がある。

深鉢4B類 (107)

1点のみであるが、弧線文の円弧の部分で向き合うもので4B類とした。ナデ調整された平行沈線文の間に弧

線文がむき合い、間に刺突力屯且えられる。沈線間に押引文が幅 4mmのエ具で加えられている。内外面ともに炭
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化物が付着している。

深鉢5B類（115• 116) 

平行沈線内で円弧がむき合うタイプを 5類とした。後出的なものであろう。 115• 116は同一個体片で、丁寧に

研磨され赤彩されていた土器である。胎土、焼成が他の土器と大きく異なる所から移入品と推定される。

深鉢5C類（111、112、114)

平行沈線間を円弧で結ぶタイプである。 112には刺突文が加えられている。

鉢 1B類 (117)

1点だけであるが、向き合う弧線文をつけるもので1類とした。弧線文は幅広で粗雑につけられている。内面

には 2個の刺突が加えられている。色調は茶褐色を呈し、胎土には砂粒が多く良くない。

鉢2B類（118~122)

外周に沈線文を引き、内面に 2条の段をつける鉢で2類とした。 118の外周には、やはり、煤が付着。 121はロ

縁端部が段を持って内屈し、稜線をはさんで沈線文が引かれている。沈線文を結ぶ弧線文が認められる。内面の

沈線はやや弱いようである。 122の口縁にLRの単節縄文が施文され、沈線以下は磨り消されている。内面には段

状のものをはさんで沈線がめぐらされる。

鉢3B類 (123)

外周が縄文のもので3類とした。 1点のみの出土である。内面には 2条の沈線と沈線からおろされる弧線文が

下向きにして施文され、やや特異な文様構成を見せている。

浅鉢 1B類 (124)

外周が無文となっているものを浅鉢とした。内面に平行沈線文がめぐらされ、縄文が施文されているもので1

B類とした。

浅鉢2B類（125• 126) 

隆帯を持つもので2類とした。 125で隆帯状になるのは、口唇近くのも含めて 2条で、上位が角張る沈線が4条

以上引かれているようだ。 126には補修孔がうがたれているもので、最下にある隆帯上には斜め方向の刻み目文が

弱く入れられている。口唇部分に突起につながるかと思われるもり上がりが見られ、波状となる可能性がある。

浅鉢3B類 (127)

口唇部分が大きく内屈するもので、内面の隆帯は尖り気味となり、口唇と隆帯の間には右方向からの剌突文が

連続して引かれている。

浅鉢4B類 (128• 129) 

ロ縁部分を欠いているが、浅鉢と判断されたもので2例の出土があった。 2例とも 3条l単位の沈線文をめぐ

らしてゆくようだ。

浅鉢5A類 (130)

台形状の波頂を持つもので、器体から段を有して立つ波頂部の両側に剌突が加わり、口唇上に烈点が施文され

る。正面には刺突文を押し引く沈線文2条がおかれる。内面には、沈線と大きな剌突があるが、全形が判然とし

ない。暗褐色を呈し、胎土には砂粒が多い。

注口土器（131~135)

注口土器は 4点の出土であった。全体をうかがう資料はないが、加曽利B1様式に通有のものと考えられる。

131は口縁部分で把手のつく部分にあたる。口唇部には 2条の細い隆線がめぐり、内側の隆線に刻み目文が入れら

れる。口縁部は断面三角形の隆帯がつくられ、頸部に沈線文が引かれる。 S字文を持つと見られる 132、円形文を

持つ 133、134と共に、胎土、焼成とも良好である。移入土器であろうか。
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第4群土器

深鉢 1A類（136• 137) 

内屈する口縁を持つもので、口縁端に結節縄文が認められる。 136、137は同一個体片で、器表面全体に煤が付

着し、内面にも炭化物が見られる。

深鉢2B類（139)

内屈する口縁部を持つもので、平行沈線で区画された縄文帯がつけられ、頸部につながる屈曲部にも沈線が1

条めぐらされている。内外面ともナデ調整は丁寧である。

鉢 1A類（138)

小型土器とも見られるもので、口縁に沿う 3条の沈線に刺突が見られ、溝底刺突文をつけるもので、細かい斜

縄文が付されている。内面は平滑にみがかれている。

注口土器 1B類 (140)

外反して口縁が内屈するもので、縦位に隆帯をつけ列点をつける。口縁部下端には刻目文、口縁部を縁どる沈

線は、溝底刺突文が付されているが、縦方向には刺突は行なわれてはいない。拓本では溝底刺突があらわれてこ

ない。口縁部内面の調整はやや粗い。

注口土器2B類 (141• 143) 

141は注口土器の口縁部であるが、端部を欠損しており突帯がめぐらされていたものと想定される。曲線的な区

画をつける溝底刺突文が引かれ、区画内にLRの斜縄文が施文されている。暗茶褐色を呈し、焼成がやや軟調で

ある。

注口土器3C類 (142)

結節縄文を施文するタイプで、沈線には溝底剌突文は見られない。頸部近くの破片と見られ、内面の調整は押

圧した跡がのこり粗雑である。

第5群土器

加曽利B2式期に併行するものとして、第 5群土器とした。

注口土器 1C類 (144~146)

沈線間に連続する刺突を持つもので 1類とした。 145は頸部片と見られる。

注口土器2C類(147)

縄文を施文するもので、本遺跡では他の器形を含めて羽状縄文系土器が極めて少く、時期差、地域差を考える

視点を提供している。

深鉢 1B類(148)

粗製の深鉢土器であろう。口縁縄文帯に幅広の凹線を引くもの。暗黄褐色を呈し、胎土、焼成は並である。

鉢 1B類(149)

弧線文を主文様とする小型土器である。

深鉢2B類 (150)

1例のみの出土である。口縁内面に 2段の結節縄文か施文されている。時期的には把握できず仮に位置づけて

おく。

第6群土器

深鉢 1B類(151)
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ロ径約 38cm、現器高21cmの大型品で、内屈する口縁帯に 3条の沈線と縦の隆帯、口唇には縄文が施文されて

いる。胴部にはLRの斜縄文が施文されている。色調は褐色を呈し、器表面に煤が付着している。

深鉢2B類（152~156) 

152は内屈する口縁部に縄文と沈線文をめぐらすもの。暗茶褐色を呈し、胎土、焼成ともやや良くない。内外面

のナデ調整はやや粗雑である。

深鉢2A類（157)

口縁端部で内屈し、口縁部分を肥厚させるタイプ。

深鉢3B類 (158-162)

内屈気味に立ち上がる口縁帯に、隆帯を貼付するものをまとめているが、同一系統の土器とは考えがたい。 158

には縦の隆帯に刻目を入れ、口縁帯に沈線による区画をつくり出すもの。 159での隆帯は円弧状を呈していて、ロ

縁に沿う隆帯と口緑下端の隆帯に沿って粗雑な沈線文が引かれている。 160は小型土器で波状口縁を呈すると思

われる。口唇上と隆帯上に連続刻目文が施文されている。 162では隆帯の両脇に連続した刺突文が施文されてい

る。無文部位は丁寧に磨かれている。器表面に煤が付着している。

深鉢4A類 (163)

内屈する口縁部分が素文となるタイプで、類としておく。

深鉢5B類 (164)

平行沈線文と縄文が施文されるもの。直立する口縁部にLRの斜縄文を入れ、断面三角形になる平行沈線がめ

ぐらされる。器表にわずかに煤の付着が認められる。

深鉢5C類（165• 166) 

165では平行沈線文の間に、磨りけし無文帯がつけられている。

深鉢6C類 (167~170) 

弧線文をつけるものをまとめているが、器形を想定しうるまでには至ってはいない。167では弧線文と斜方向の

沈線文が引かれているもの。 168は2重になる弧線文が引かれ、平滑なまでに器面調整が行なわれているもので、

時期的に下る可能性がある。 169は粗雑な形で弧線文が連続して施文されるもので、器表面に煤が付着している。

170では小さな弧線文が付されている。沈線の上には細い沈線が加えられている。

浅鉢1B類（171-174)

口縁端部を斜めに調整して口縁帯とする浅鉢で、 171、172の口縁部に赤色顔料が塗彩された痕跡を認める事が

できる。171は沈線と縄文が施文されている。174は前2者に比較して口縁帯を除いて調整が粗くなっている。171、

172の器表に炭化物が付着している。

鉢 1類（175-182)

小片であったり、文様構成がつかめないもの、独自の文様を施文する等充分に把握ができなかったもので鉢1

類とした。小型土器片が多い。 175は波状口縁となる無文の鉢で、口縁端に粘土紐を貼付して列点文を加飾してい

る。体部には煤が厚く付着している。 176は外反口縁をつけるもので、口唇上に連続刻目文を引き突起を付す。突

起には刺突文1個が押されている。内外面丁寧なナデが行なわれ、暗褐色を呈する。 177は灰白色を呈する特異な

色調を示している。口縁端部を肥厚させ「V」の字状に粘土紐を貼付した後に、縄文を施文している。外反器形

をなすようだ。 178は波状口縁をなす小型土器と見られる。 179は口唇部を両側に肥厚させるもので、体部は無文

となる。 180は隆帯上に刻目文がつけられている。 181は平行沈線間に細かな縦線が入れられているもので、内外

面ともに平滑に磨かれている。 182は口唇に沈線文が、口縁部に列点文力屯nえられている。

鉢2B類 (183)

湾曲して内屈する口縁を持つもので、縦位に粘土紐を貼付する。内外面とも炭化物が付着している。

鉢3B類 (184)

「く」の字状に屈折する体部を持つもので、口縁端部は小さく外展させる。口辺部に縦位の団子状突起を貼付
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する。器壁は厚ぼったく造られ、内外面の調整はやや粗雑である。

深鉢7C類 (185~201)

器形、文様の把握が充分に行えなかったものをまとめている。深鉢としたが、器形的に問題を残すものも含ま

れている。 185、186は屈曲する胴部を持つもので、屈曲位置に縄文、列点文等力哺i文されている。 187は沈線に

よる円形文が、 189には竹管状工具による平行沈線文が施文されている。 190は小型土器で平行沈線間に斜方向の

沈線を引いて。三角形の無文区を交互に作り出している。 191は竹管状工具による刺突文をつけるもの。 193は屈

曲する体部が想定できるもの。 197は色調明褐色を呈し、器面の調整が粗雑なもので、粗く文様が施文され、中期

に所属する土器であるかもしれない。 200は頸部下にあたる破片で直線的な沈線文を引いた後に、ナデ調整が加え

られている。後期所産には疑問がのこる。

注口土器 1類 (202• 203) 

口縁端部が若干肥厚して突帯状をなす口縁で、第 4群土器注口土器に含めるべきかもしれない。202は貼付した

隆帯頂部に縄文力哺虹文され、体部は横方向に入念に研磨されている。内面の調整も比較的丁寧である。 203には貼

付した隆帯上に小さな刻目文が入れられ、突帯下には連続剌突文と沈線を加飾している。

注口土器2類 (204• 205) 

大きく内傾する口縁部で、磨消縄文帯をつけ、蛇行文を付しているが、方形区画を持つと見られる沈線があり、

204と同一個体と見られ、注口部の位置がかなり口縁部に近いと言える。

注口土器3類 (206)

206は口径約 8.5cm、現器高 10.5cmをはかり、内屈する口縁部と算盤玉状の体部がつく特異な器形を示す。

口縁部と体部に刺突文を起点とする弧線が引かれ、縄文が施文されている。色調明褐色を呈し、胎土、焼成とも

良好であり、移入土器と想定される。器表面の一部に炭化物の付着が認められる。

注口土器4類 (207~213)

弧線が引かれて区画をなし、区画内に縄文を施文するもの。 209には赤彩が施されている。 210には沈線間に櫛

状工具による剌突文が施文されているもので、口縁部分が外展する器形を持つようだ。

注口土器5類 (214~217)

注口部分は器体に対して幾分上向きかげんで取りつけられているようだ。注口部には加飾は施されず、ナデ調

整によって丁寧に磨かれている。 214、215には一部に煤の付着が認められる。

第7群土器

井口 II式土器に比定されるものをまとめて第 7群土器とした。数量、器種とも少数例である。

深鉢 1A類（218~220)

幅広の凹線文力渭i文されるもので、 218は波頂端部が横に広がるタイプで、側面部分が肥厚している。 220は波

頂部につながる口縁部で2条の凹線が引かれている。ともに濁黄褐色を呈し、胎土に砂粒は少い。 219は剌突を中

央につける波頂部分で、幅の狭い沈線文がつけられている。淡黒褐色を呈し、全体が丁寧に磨かれている。

深鉢 1B類（221)

口唇が平坦で、わずかに外反する深鉢で、横方向の凹線文を切るようにして、縦位に剌突文を置き、幅広の凹

線が伸ばされている。口縁端部内面には凹線が引かれ段状を形成している。

深鉢2B類（222)

ロ縁部分で外反するもので、口唇に突起をつける波状口縁深鉢になる可能性がある。右下を欠損しているが、

粘土紐で隆帯を「U」の字状に貼付するものと理解できる。文様部分から引かれる沈線は幅の狭いもので、比較

的深くに施文されている。器表に炭化物が付着している。

深鉢2C類 (223• 224) 
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押圧痕を間にして沈線が引かれる胴部片である。

深鉢3B類（225)

湾曲して外反する口縁部片で、おそらく波状口縁を呈するものであろう。口径23.5cmをはかる。凹線は断面

三角形状を呈し、全体に入念な研磨を行なっている。色調は淡黒褐色を呈し、胎土、焼成は良好で、器表面には

煤が付着している。

鉢 1B類 (226)

1点の出土である。口縁端部に連続刻目文が施文されている。

鉢 2B類 (227~234)

凹線文がめぐらされている鉢で、いずれも器表は丁寧に磨かれている。 230では全面に赤彩が施されている。

228、229には口唇部に 1条の沈線がはいる。 232では押圧痕が入れられ、斜め位置にあるのか注意される。いず

れの口唇部も角のある平坦面をなしている。 234では口縁部の上端、下端に凹線が入れられている。 227、228、233

の器表面には煤が付着している。

鉢3B類 (235)

沈線と剌突文で口縁帯に施文するもの。内外面研磨がゆき届いている。

深鉢4A類（236)

素文とされるもので、波頂部は山形状をなしている。

鉢4B類（237)

ロ径16cm、現器高 6.5cmをはかる。全体に粗いナデが加えられている。

第8群土器

深鉢 1A類 (238~241)

口縁帯の平行沈線文を三角形状の押し引き刺突文で区切る手法やそれに穎する文様を施文する深鉢器形のもの

をまとめた。 238は波頂端部を欠くもので、中央に縦の沈線を入れて変化をつけている。口縁帯の沈線がそれに向

けて斜めに施文されているのが注意される。239は波頂部に内屈させるひねりが加えられ、内面の段が大きくなっ

ている。 240は台形状の波頂部を持ち、刺突文を起点とする太目の沈線と細い沈線が平行しているもので、三叉状

の大きな削りが入れられている。 241の「X」字状のものは、器面に対して直に近い角度で入れられている。

深鉢 1C類（242~245)

胴部片で前者2点に三叉状の切り込み、後者2点は沈線の両サイドから削り取りが入れられ、向い合う小三叉

状文とする。 245には沈線内に剌突文が加飾されている。

深鉢2A類 (246~252)

平行沈線文が縦位短線 1~4条1単位で区切られるもので、平行線文を切る手法とは異なる施文方法をとる。

すなわち、平行沈線文を引いた後に縦位短線を入れ、それを起点にしてさらに平行沈線文を引いてゆく手法であ

り、波頂部を単位とする文様の割りつけが決められている事を裏づけるものと言えよう。246では内側へのひねり

込みがなされ、波頂部に粗い三叉状文が単独に施文されている。 247は赤彩痕が見られ、内面が入念に研磨されて

いるところから、波状口縁鉢器形も考えられる。波頂部はゆるやかに山形状をなし、波頂部に横位の沈線が1条

置かれている。 248~251は波頂部片で250、252にはひねり込みが観察される。

深鉢2B類 (253)

平縁としたが、小片の為に確実とは言えない。内外面とも入念に研磨か施こされている。

深鉢2C類（254~256)

縦位短線で文様を区切るという施文であり、区画文的な色あいの強いものと判断され、連結三叉状文の祖型と

しての位置づけには首肯される。
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鉢 2A類 (257)

口縁帯の狭いもので、やはり、内面へのひねりが観察できる。内面には炭化物が付着している。

深鉢3A類 (258~277)

波頂部の沈線文が端部の縦位短線と結ぴ合って生まれたのが、「山」の字状三叉文で、口縁、胴部文様帯の平行

沈線文を区切る縦位短線と結合したものが連結三叉状文で、後者の場合は沈線文と結ぴついた形で展開してゆく

ものと推定される。それは文様帯系列の規制として働き、波頂部施文は比較的ゆるやかな規範のなかにあったも

のとも考えられる。器形的には 4山の波状口縁深鉢が引き続き盛行し、関西系の土器圏の土着化として理解され、

後期終末に位置づけられる。 258は波頂部全体につながる沈線文を施文する。直につながる沈線の接合部は、斜め

位置に沈線をつなぐようにし、 2類土器に分類したものとは明らかに異なる施文意図が推定できる。波頂部全体

がわずかに内傾している。 259~261までは波頂部に「山」の字状三叉状文が施文されるもの。 260の波頂部下の

文様帯が上下に幅をひろげる沈線を引いているが、 261では菱形に削り取りがなされている。 269は大きく内側に

ひねりが加えられているもので、連結三叉状文が1条ひかれているだけである。 264では沈線文カカロえられ、 265

では中央に剌突文が置かれ、波頂部両脇に大きな三叉状文を向き合わせている。 269、265、267には器表面に煤の

付着が見られる。 271の内面は口縁帯を際立たせる段がつけられ、鉢型土器の可能性がある。 272、276は口縁部

文様帯のもので、他は波頂部ないしそれにつながる破片である。 277は口縁内側端部が肥厚するもので、深鉢以外

の器形も考えられる。

深鉢3C類 (278~300)

波状口縁の深鉢器形をとるが、連結三叉状文となるか、縦位短線文を施文するか不明のものでまとめた。 280に

は赤彩痕が残る。 282は小波頂部片、 283は波頂部につながる破片と見られる。 284~293は口縁部片で、2条から

6条までの沈線文が引かれ、 4条を境とする細分類が可能とも考えられる。 290には赤彩痕を認める。 297~300は

深鉢の破片で、 296、300に連結三叉状文が施文されている。

深鉢4A類 (301• 302) 

小型品の 2例で4類とした。平行沈線文は 2条単位で、口縁端の内屈傾向が弱く、外反気味の口辺がそのまま

伸ぴてゆく。 302には口縁部内側にも 2条の沈線がめぐらされている。なお、平行沈線文の文様帯が口縁、頸部、

胴部の三ケ所に施文する手法が、どのように生起し、器形にいかなる変化を与えているかは、後期後半の編年作

業を進めるうえで重要な視点と考えられる（家根祥多氏教示）。

鉢 3B類 (303• 304) 

口縁端部が内屈して、口縁文様帯をつくる器形を持ち連結三叉状文を施文するもの 2例が出土している。303は

口縁部に 3本の粘土紐を貼付し、縄文を施文する。 304は縦位の隆帯間に沈線力憎i文され、連結三叉状文は幅広の

太い沈線でつくりだす。器表には煤が付着している。ともに口縁部分には赤彩力憎iされている。本群のなかでは

縄文施文のものが少く、位置づけには注意したい。

鉢4B類 (305~323)

三叉状の削り込みやそれに類する施文を持つものをまとめた。口縁部分が内屈気味に立ち上がり、丸底気味の

底部にとりつくのが一般的な在り方と見られる。 305、306は笹の葉状の区画文をつくり、葉脈状に沈線を加える

もので、切れ目を三叉状にけずり込む手法を持つ。後者には棒状具による剌突が加えられている。 308、309はロ

縁下に三叉状の削り取りがなされ、それに沿う形で沈線が加えられているものである。太目の沈線で三叉状文を

つけ、周囲に平行沈線、列点文を付するものが、 311~319までと言えよう。赤彩されているものは、 306、309、

310、315、321~323と多数が上げられる。 321は体部に稜線がつけられ、通有の鉢とは異なる器形を持つようだ。

浅鉢 1B類 (324~337)

口唇部分を肥厚させ、沈線文、隆帯、縄文で飾る浅鉢。 324では口唇と口縁内側に連結三叉状文が施文されてい

るもの。 326、328、329、333では隆帯、沈線を起点として、連結三叉状文を施文しているもの、体部、内面への

ナデ調整は丁寧になされている。口唇部に赤彩痕が認められるものは多く、 325、328、331、333、336が上げられ
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る。

第 9群土器

深鉢 1A類（338• 339) 

338は縄文地文の波頂部に連結三叉状文を施文するもの。「山」の字状三叉状文ではない点に注目しておきたい。

器表に煤が付着している。 339とともに沈線の引き方が深く鋭くなっている。

深鉢2A類（340~343)

玉抱き三叉状文を施文するもので分離した。縄文地文のものと、素文地のものに細別される。 340は波頂部片で

円形刺突文を中にして三叉状文が施文され、縄文地への磨りけしがなされている。341では内面に幅広く凹線が入

れられているのが注意される。ともに、三叉状文となる沈線が鋭く引かれ、曲線的な在り方を指向しているのが、

第8群土器の沈線文との大きな違いと言えよう。 342は山形波状口縁ではなく、内側へひねり込まれた口縁に、ボ

タン状突起がつけられているもので、口縁内面に凹線が引かれている。

深鉢2C類（334• 345) 

刺突文を間にして三叉状文が向かい合うもので、素文地文とされている。

鉢 2B類 (346~349)

玉抱き三叉状文力哺ほ文されているものをまとめたが、器形、文様でさらに細別が可能と考えられる。 347は円形

沈線文の中心と三叉状文の部分に削りとりが行われているもので、内外面とも入念に石磨が施されている。343内

外面ともに刺突文を置いた三叉状文が入れられている。348は口唇部がわずかに肥厚し平担面をつけるもので、第

8群土器の鉢類口縁部と異なるものの、文様構成は相通じるものが認められる。円形沈線文の両脇と、文様帯の

上下に向かい合う三叉状文が削りとられている。349は円形突起部に刺突を加えるもので、注口土器になる可能性

が考えられる。 346は口縁部内面に施文するもので、口唇部に 1条の沈線が入れられている。

深鉢3A類（350• 351) 

351は台形状の山形口縁深鉢で、波頂部に入組三叉状文、内面に三叉状文が施文されている。器表面が荒れてい

るため判然とはしないが、沈線文のあとに斜縄文が施文されているようだ。波頂部内面の三叉状の削り取りを中

心にして、波頂部縁に幅広の沈線と、口縁帯下に沿う沈線が認められる。波頂部口唇は欠損してはいるが、無文

にとどめられているようだ。器表面に煤付着。

第 10群土器

深鉢 1A類 (352~363)

外傾する波状口縁を持ち、端部がわずかに内屈するもので、波頂部に沈線文をつけるもので 1類とした。波頂

部内面に沈線や剌突文、幅広の凹線をつけるものが多い。 352、353は山形波状口縁の上半部をそぎ落して、台形

状に近い波頂部とするもので、口唇部を肥厚させ平坦面を造作する。波頂部に沿って沈線文を入れ、内面にも 1

条の沈線を引く。 352には単独の三叉状文が、 353では列点文が波頂部中央に置かれる。色調は本群土器深鉢で一

般的な暗茶褐色を呈し、ほとんどの深鉢には煤の付着が顕著と言える。354は波頂端部が内側にひねり込まれてい

るもので、波状口縁に沿う縄文施文帯がつけられている。内面には波頂に沿う幅広の凹線がつけられている。色

調は灰褐色を呈し、風化が著しく進んでいるようだ。 355は内湾気味の口縁を持つ深鉢の顕部である。 356も顕部

片である。 357はゆるやかに山形波頂をつくり出し、波頂端部に押圧を加えてひねりを与えている。頸部には沈線

の境が判然としないまでに磨き込んで、縄文帯をめぐらす。内面には口縁に沿う弱い凹線、頸部近くには幅広の

凹線が引かれる。全体に横ナデ調整を丁寧に行っている。 361は波頂部径約 25cmをはかるもので、山形波状をそ

ぎ落した波頂部をつける。口唇部は若干肥厚して平坦につくられ沈線を引く。波頂内面に縄文を施文する。波頂
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部には縦方向の沈線から派生する沈線で三叉状文をつくり、縄文帯をはさんだ頸部以下の文様部は波頂部文様と

は縦方向でずれを生じているが、左端の縄文帯が口縁部と縦に接続するよう観察される。内面には幅広の凹線と

押圧文力哺知文されている。 362は同一個体の胴部片で、エ字文風の施文をいかに考えるかは大きな問題点である。

363は平口縁をなす可能性も認められるもので、列点文と凹線文で施文される。口唇部分に内側へひねりが入れら

れ、器表面が盛り上がる程強い凹線が内側に入れられている。

深鉢2A類（364~371)

波状口縁の深鉢で、器表面への施文がないものの、内面に幅広の凹線を引くものをまとめた。 364は波頂部端が

丸くおさめられ、たけの低い口唇突起が押圧されているもので、台形状波頂部の右端と想定される。 365は同様の

ロ縁部で、内面に押圧文が加えられている。 336、367は浅鉢器形とも考えられる。 368は波頂部内面に三叉状凹

線力屯0えられるもの。

深鉢 1C類（372~389)

胴部破片で深鉢 lA類につくと思われるものをまとめたが、文様の全体形がつかめず疑問の残るものも多い。

372は頸部から口縁部にかけての破片で、内面に 1条の凹線が認められる。沈線文で限られた内部には三叉状文が

施文されているものと想定される。 373、374は胴部最大径が深鉢の下半近くに下がる本群深鉢の特色を示してい

るもので、 373では縄文地にかこまれた三叉状文と縦位置に置かれたエ字文の施文が認められる。 375~377は幅

広の沈線文で比較的自由な曲線文をつけるもので、 lA類との器表面施文の手法との違いが認められ、いくらか

疑問が持たれたが、器形的な側面の共通性をとって本顆に含めたものである。376では列点文や曲線文を引く工具

と幅広の凹線を引く工具が異なるように見うけられる。沈線の内面には細い筋状の線が認められる。378では区画

内に縦線を間にする三叉状文が施文されている。他の破片については判然とはしないが、仮に本顆に含めておく。

注口土器 (390~404)

無頸の形をとるのが、本群に含まれる注口土器の特徴的器形であるが、時期的に下るものについてはつかみ切

れていないのが現状である。 390は口唇部を肥厚させ三叉状文を施文し、体部に縦位置に 2類深鉢に施文されてい

るエ字文風の文様が入れられている。 391は口唇部分に突起が付され隆帯がめぐらされているもので、時期的に下

る可能性がある。 392も口唇部が連続する突起がつけられているもの。 393は体部片で、 391を除いて赤彩痕が認

められる。 394~402までの注口土器体部片は、内面の粗い調整痕や胴部の丸味を推定してまとめているか、御経

塚式としての特色を上げうるものは、 394、396、398、397、402であり、他の破片についてはさらに検討が必要と

見られる。 394、395、402には赤彩痕が認められる。

鉢 1B類 (405~412)

内屈する口縁を持つもの、外傾するものに細別できる。 405は赤彩痕をのこすもので、内外面とも入念な磨きか

入れられている。器表に三叉状文の沈刻が認められる。406、409~411では単独の三叉状文が施文されているもの。

407~409には赤彩痕が認められる。

蓋型土器 (413~416)

いずれも赤彩痕が見られるもので、 413は大型品のつまみ部分である。器表面にはアトランダムを引かれる三叉

文があるようだ。縄文は無節のものである。縄文帯を除いて研磨が施されている。 414は沈線による円を並列させ

両脇に三叉状文を施文するもの。415はT字形三叉状文と弧線文を組み合せたもので、規則性に欠除しているもの

と見られる。器面全体にゆがみが生じている。 416は沈線ではさまれた縄文帯で区画をつくり、区画内に三叉状文

を施文するもののようだ。内外面とも入念に研磨が施されている。

第 11群土器

深鉢 1B類（417)

列点文と沈線を細かく施文し、さらに器表と沈線文の境に磨きを施し、浮彫的な構成となるもので、大洞BC
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式期に対比できる土器群である。＇北陸の中屋式期に併行するものである。 417は口径約 18.6cm、現器高 7cmを

はかるもので、頸部に小突起をつけるもので口縁文様帯と頸部文様帯とに分け、沈線文で胴部縄文部と分けてい

る。口縁内面端部には沈線文1条が引かれている。頸部文様帯には所謂入組羊歯状文が細長く施文され、口頸部

突起と単位をともにするようだ。内面全体は入念に磨きがかけられている。色調は茶褐色から黒褐色を呈し、胎

土は精選され、焼成も良好である。

小型土器 1B類 (418~420)

羊歯状文を施文すると推定できるものでまとめたが、小型品で占められている。418はミニチュア土器と見られ

るが、口縁内面に 1条の沈線を入れ、施文手法も深鉢と変わりない。 419、420には赤彩が認められる。

深鉢2C類 (424)

列点文と沈線を引くもので2類としたが、さらに別の文様が加えられているかもしれない。黒褐色を呈し、頸

部には無節の縄文が施文されている。

小型土器2B類 (425~432)

ロ縁が外傾する「く」の字状口縁を呈するものと考えられる。425ではB字状突起が口唇部に付されている。432、

429には赤彩痕が認められる。いずれの土器も内面は入念に研磨か施されている。

深鉢2B類 (433• 434) 

ロ径約 23cmをはかる「く」の字状に外傾する口縁部片である。口唇には等間隔にB字状突起をつける。列点

や沈線文には細い条線が認められる。色調は明るい褐色を呈し、焼成は良好。

第 12群土器

深鉢 1B類（435~444)

外傾する口縁部に細かいよりの縄文を施文するタイプで、口唇にB字状突起や切り込みを入れるものをまとめ

た。頸部以下には研磨調整を施した無文帯が置かれ、入組三叉状文が施文されるのが通例で、大洞BC式期に併

行する中屋式土器深鉢の指標となるものである。 435は口唇部分がわずかに肥厚し、平面三角形状の切り込みを施

すもので、 439、441でも同様の手法がとられている。それらのなかで、 439は切り込みが2個 l対の突起をなし、

B字状突起に近い形をなしているのが注意される。436は肥厚する口唇部分にB字状突起が貼付されている。437、

440では列点文となっている。438の口唇部は突起の上から棒状工具で引きずり三叉状をなしているのが注目され

る。 442でも同様に突起の両脇に三叉状の剌突が残る。 442の胴部片、 443、444で使用されている原体が判然とせ

ず注意しておきたい。

深鉢 2B類 (445~452)

「く」の字状口縁の深鉢で、口唇に突起をつけないものをまとめた。 446は口径約 19.5cmをはかるもので、ロ

縁端部が肥厚し内面に段をつくり出す。 449、453でも同様の手法が見られる。 453は口径 16cm、454は口径約 13

cmの中型品で、頸部に研磨無文帯がおかれ、胴部文様帯を浮き上がるようにしていて、やはり、入組三叉状文に

ともなう特徴的な手法である。 453の口縁部には赤彩の痕跡が認められる。 450には結節縄文が認められ、大洞B

C式期の特色ある縄文として注意しておきたい。447は口径約 15.5cmをはかり、口縁部と肩部の境に通常引かれ

る沈線が、肩部側に寄りついている。肩部には横方向のナデが入れられれている。茶褐色を呈し、本顆のいずれ

の土器も精選された胎土を使用しているのに、砂粒が多く良くないと言える。

深鉢3B類 (455)

外傾する口縁部に入組三叉状文を施文するもの。

深鉢 1C類（456~471)

外傾する口縁を持つ深鉢の胴部片をまとめた。分類の基準として入組三叉状文を持つものや頸部に無文帯をつ

くり出すものである。しかし、胴部破片であるところから鉢型土器に含むべきものが若干数推定される。 456、457
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は大型品で、 457は胴部最大径約 31cmを測る。 E105グリッドで検出された埋甕で、ピットのなか
には口縁部、

底部を欠損したかたちで埋められていた。 458は胴部文様帯に幅広の凹線で入組三叉状文を施文す
るものである

が、掘り込みが弱く文様が判りにくい。内外面ともに炭化物が付着している。 460は顕部近くの破
片である。三叉

状文の掘り込みが弱く、また、施文具の幅の広いものが使われる傾向にあり、拓影でようや
くそれと判別できる

ものが多いと言える。

蓋型土器 (473~490)

入組三叉状文およぴ細いよりの縄文を施文し、暗褐色に研磨を施したもので蓋型器形が想定で
きるものをまと

めた。 489を除いた全てに赤彩痕が認められる。施文されている入組三叉状文は深鉢器形に施文され
ているそれと

同様に、浅目の沈線で施文されているために判然としているものはないと言える。473は口径約 17
.6cmをはかる

もので、三叉状文や沈線を施文しているエ具に細い条線が認められ注意しておきたい。内外面
とも入念に研磨さ

れ黒褐色を呈する。 474は三叉状文に削りとりを行っているもの。 475は口径 11.2cm、器高 3.7
cmをはかるも

ので、三叉状文は例の如くに読みとりにくい。つまみ部は平面楕円形で中央部分をえぐり取り
去るものである。

穿孔は焼成後になされたものである。 488、490はつまみ部破片であるが、突帯部分に沈線が入れら
れ、下野式期

の眼鏡状隆帯のようにも受け取れる。489では隆帯には上位置から三角形の削り取りが行われている
。内面は 486、

476、489を除いて入念に行われている。 487は碗器形とした方が適切かもしれない。

特殊土器 (491• 492) 

突起をつけ、器面に窓をつける土器である。時期的にも本群とは別個であるかもしれない。 492は台
形状の胴部

片で両側面が窓となるもので、同一個体片であろう。赤彩力哺逹れている。

鉢型土器 (493~516)

ミニチュア土器、浅鉢土器を含めて鉢型土器としてまとめた。 493は大きく外反する口縁部を持ち、
口唇部が内

側にわずかに肥厚するもので、 495、499でも認められる特徴である。 494は口唇部分に三角形状の
えぐりを施す

もの。 497は頸部に列点文を入れるもの。 504からは胴部片で入組三叉状文が目立ち、赤彩されている
ものが多い。

513は結節縄文力哺h文されているもの。514はサンゴ状装飾が貼付されているもの。515、516は丸底となる小鉢で、

516の胴部最大径は約 13cmをはかる。

深鉢4B類（517)

小型品である。頸部に無文帯と列点文をつけるもので、中屋式のなかで後出的な位置づけが可
能と見ている。

浅鉢 (518~521)

無文のもので全体が丁寧に研磨されたもので 1類を設けた。 520は黒褐色に研磨されたもので、内屈
する口縁端

をつけるもの。 521は皿状を呈するものの底部片と見ている。 518は口径約 24.5cmをはかるもので
、内外面とも

入念に研磨されている。器表面には煤が付着している。

第 13群土器

深鉢 1B類（522)

外傾気味に立ち上がる口縁部に、鍵の手文を施文するもので、縄文で加飾する。口唇にB字状突起
が付され、

内面に 1条の凹線がめぐらされる。頸部以下およぴ内面は丁寧にヘラ研磨が施されている。口径約
21.4cmで、

器表に煤が付着している。

深鉢2B類 (523~528)

外反傾向の口縁部で、平行沈線文と縄文帯を施文するものをまとめた。口縁端を欠いているも
のばかりである

が、平口縁をなすものと予想している。 528は口縁部に弧線による文様があるが判然とはしない。内
外面とも入念

なナデが入れられ、茶褐色を呈し、胎土、焼成とも良好で、 530と同様の仕上がりを示している。

深鉢3B類 (529)
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大型土器である。口唇部に間隔をもって突起を付し、内側から三角形状の突起を付す。内面には彫の深い沈線

が1条めぐらされている。器表は斜め方向のナデ調整が粗く施され、赤彩されている。内面の調整は入念である。

壺1B類（530)

頸部には縦方向の磨きが加えられ、全体の調整は入念である。茶褐色を呈し、胎土、焼成とも良好。

壺2A類 (531)

小さな波頂2個がつながる台形状を呈する波状口縁を呈する。酒見式期のものである。

壺2B類 (532~535)

外傾してのぴる口辺部に沈線で区画した縄文施文口縁がつけられるもの。 533~535には煤が付着している。壺

2A・B類は後期の酒見式期につくものと判断され、本群から削除しておきたい。

深鉢 1C類（536~548)

深鉢の胴部片で鍵の手状文およぴ工字状文を施文するもので 1C類とした。鍵の手状文と見られるものに 539、

543、545、546、547が上げられる。 545は施文が細かい点から他の器形をとるものとも考えられる。

注口土器 (549~551)

549、550は赤彩された頸部片である。鉢器形となる可能性も考えられる。 551はT字状三叉状文を入り組ませ

て施文するもので、内面のナデ調整が文様帯と異なる方向を示しているところから判断した。

深鉢2C類（552~554)

胴部最大径にあたる破片で、平行沈線で区切られた横位縄文帯である。 554には赤彩痕が残る。

蓋 (555~559)

鍵の手文を施文するもので、全てに赤彩痕が認められる。列点文との共存が多くなる。

浅鉢 (560~563)

口唇部が肥厚し、幅の比較的広い沈線が1条だけ引かれているもの。 560、563の器表には炭化物の付着が認め

られる。

鉢 1B類 (564• 565) 

口唇が外側へ肥厚し、沈線と列点が施文されている。内外面に赤彩の痕跡が認められる。 565は口唇に突起が付

されているもので、器表の平行沈線文の間には、縄文施文ではなく、細いエ具で引っかいた様になっているのが

注意される。器表には赤彩がなされ、内面には樹脂状を呈する黒褐色のものが付着している。

鉢 2B類 (566)

口唇部でわずかに肥厚し、沈線を引いた後にボタン状の突起を貼付してゆく。器表面の沈線は同じ圧で引かれ

たものではなく、口縁側により大きな力が入れられている。内外面とも研磨調整が丁寧に行われている。赤彩が

施され、炭化物の付着が見られる。

鉢 3C類 (567)

赤彩された鉢で、頸部以下の施文文様がつかめず本群に含めた。胴径約 21cmをはかる。

鉢 4C類 (568• 569) 

雲形文に近い浮彫手法をとるものが2例存する。 568は底部近くの胴部片で彫込みの浅いものである。器表に煤

が付着している。 569は赤彩された破片であるが、曲線的な浮彫手法をよく示している。胎土には微砂粒が均質に

混和していて、移入品と想定できる。

小型土器（570• 571) 

外反する口縁をつけ、頸部以下に鍵の手状文を施文するもの。 571は口唇に剌突が加わるもの。

鉢 5B類（572• 573) 

内外面ともに沈線文を引きめぐらすもの。 572は赤彩されている。
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第 14群土器

列点文と沈線文が施文されるものであるが、口縁の状態がつかめず、指標とすべき特色を見い出せないところ

から 1群としてまとめた。晩期の中屋式新段階から列点文が多用され、下野式期の粗製深鉢にまで継続している

事を考慮すれば、晩期後半段階に位置づけて大過ないものと思われる。なお、さらに推定を加えるならば、文
様

帯に縄文が併用されている類は、中屋式期の範睛に含める事も可能と考えられる。

深鉢 1C類（574~579)

574の施文順序を見ると縄文、沈線、列点文の手順が読みとれる。沈線の溝底には細い条線が走る。 575、576は

連続して刺突したもので、他の 3点は短い沈線を引いているもの。

深鉢2C類（580~597)

580は口頸部片、無文帯で文様部を浮かぴ上がらせる手法をとり、中屋式と推定できる。 581は赤彩痕の見られ

るもの。 582、583は頸部に近い破片で、 583~585は同一個体である。刺突文は細い工具を使い、深く突かれてい

る。文様帯をつなぐように弧線文が引かれている。色調は黒褐色から茶褐色を呈し、器表面は平滑にナデられて

いる。 594は赤彩されたもので、沈線の溝底に細い条線が認められる。 596、597は頸部片で、とぎれる沈線文が

引かれるもの。注口土器とも考えられる。

蓋（598、599)

沈線文と列点文で施文されるもの 2例がある。

深鉢3C類 (600、601)

600は細めの平行沈線文が引かれているもので、平板な破片となっているところから器形的にも判断がむずか

しい。

第 15群土器

鉢 1C類 (602)

足が湾曲する大きなT字形沈線力哺i文されている。左端から引きはじめ右で止めたあと、左へもどして湾曲部

分を引き下す。体部は平滑に磨かれ、赤彩され、上半部分は何によったかは不明であるが黒味を帯ぴた銀色にひ

かって見える。 608、637にも同様の器表面が認められ、本群土器のひとつの特徴として上げる事ができる。

鉢2B類 (603~609)

外傾して立ち上がる体部に内屈しない直立気味の口縁がつき、口縁端部が外方へわずかに伸びて突帯を形成す

る。口縁部分は素文でおさめられ、体部との境に置かれた小突起を結ぶ沈線が引かれ、眼鏡状突帯と呼ばれるも

のを造る。体部は沈線文で飾られるものが多く、縄文力哺知とされるのはわずかである。 603は口唇に突起がつき、

体部に縄文が施文されている。器表に煤が見られる。 605~607は同一個体片であるが接合できなかったもの。 608

は口径約 21cm、現器高 7cmをはかる。列点文間に意図不明の沈線が細く引かれている。 609は突起部分を置か

ないで体部との境界に沈線を引いている。

鉢 3C類 (611)

611は沈線を引くことによって浮かぴ上がった隆線の丸いコーナーに突起を付しているもの。内外面とも器表

が荒れている。濁黄褐色を呈し、胎土は精良である。器表に煤付着。

鉢 4C類 (610)

沈線で区画文をつけるもの。器表に煤付着。

深鉢 1C類（612)

粗製土器で胎土には砂粒が多く、器表は著しく荒れている。列点にはさまれた文様帯に蛇行文を大きく施文し

ている。
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鉢5B類 (613)

口縁端に寄って突起が付され、それを起点とする沈線文が引かれている。溝底には細い条線が認められる。赤

彩か施され、明るい茶褐色を呈し、焼成は良い。

鉢 6A類 (614~617)

山形の小波頂をつけ、器表には口縁端に突起を貼付する。口唇部は全体に角張る幅広の沈線が引かれている。

器表には煤が付着し、色調は茶褐色を呈し、胎土には砂粒が多い。 615は外反する口縁部に山形波頂を連ねるもの

で、口縁に沿う隆帯と水平に貼付された隆帯で三角形の区画が波頂部分につくり出される。波頂部間には沈線が

引かれる。器表には煤が付着し黒色を呈し、内面は暗褐色を呈している。胎土、焼成とも 614とは大きな違いが

認められる。 616は突起をつけて沈線を引いてつなぐ。突帯は断面が角張る粗い調整をうかがわせる。 617は赤彩

痕が残る。

鉢 7C類 (618)

鉢2B類と同じ形で眼鏡状突起をつけ、平行沈線文を施文するもの。 2B類の退化形と見られる。

鉢8B類 (619)

口縁端に沿って突帯を貼付するもの。

鉢 9B類 (620)

口縁端に沿う突帯に連続して押圧を加えるもの。器表に炭化物が付着している。

鉢 10C類 (621• 622) 

無文地上に突帯を貼付し、刻みを入れてゆくもので、 622は外反口縁を持つものと判断される。

鉢 11B類 (623~625)

外反するものから内屈するタイプまでまとめてしまったが、無文地に点列文を施文するもの。

鉢 12B類 (626~634)

外反する口縁部に 2条から 5条の平行沈線文をめぐらすものをまとめた。口唇の断面で見ると口唇が外側へ伸

ぴる傾向を持ち平坦面を造り出すものと、そうでないものに大別されるようだ。 631の溝底には条線が認められ

る。 632は口唇上に突起を貼付し、沈線を加えているもので、内面に 1条の沈線が引かれている。口縁端に焼成前

の穿孔力哺にされている。 627~629は同一個体片で、 626、632と共に赤彩が施されている。

鉢 12A類 (635~637)

山形の小波状口縁を呈するもので、 635は口縁端に鉢2類に施文されている眼鏡状隆帯に近い施文を行ってい

る。 636は波頂口唇に沈線が加えられているもの。

鉢 13B類 (638)

内外面ともに平行沈線文が引かれているもの。

鉢 14B類（642)

外傾しながら直立する口縁をつける単純な器形を持ち、口縁部分に沈線文と列点文で簡略な施文をする粗製土

器である。溝底には細い条線が640を除いてはっきりと確認できる。

壺1B類（643• 644) 

2例の出土があった。長胴型の胴部に判然としない肩部がつき、頸部でゆるくくぴれて口縁に立ち上がる。ロ

縁端は肥厚し、口唇を平坦におさめる。頸部から上は無文、肩部から縦位の条痕調整をおこなう。内面には横方

向のナデ調整が入れられる。 643は口径 15.5cm、644は17.5cm、胴部最大径30.6cm、現器高 39.5cmをはか

る。

第 16群土器

縄文を施文する粗製深鉢土器で第 16群とした。時期的にも大きな幅を持つと想定されるが、本遺跡出土土器と
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しては少数と言える。

深鉢 1A類 (645)

直立気味に立ち上がり口唇に縄文を施文し、波頂部分口唇に刻み目を入れるもので、縦位置に縄文が入れられ

ている。

深鉢 1B類a (646) 

縦位置の縄文が施文されるもので、口唇部をまる＜調整するもの。

深鉢 1B類b (647 • 648) 

縦位置に縄文力憎i文され、口縁端に横ナデ、口唇に押圧文が加えられているもの。

深鉢 1B類 C (650) 

鉢器形となるのかもしれない。口唇に縄文力憎i文されるもので、内面の研磨は平滑に仕上げられている。

深鉢2B類a(651~653) 

斜行縄文を施文するもので、口唇部分が乎坦に調整されているもの。 LRのもので占められる。

深鉢2B類b (654~659) 

斜行縄文を施文するもので、口縁端部の内側に尖り気味に口唇部分が調整されるもの。

深鉢2B類 C (66')~666) 

口唇部分に縄文が肝＿されるものし

深鉢2B類 (667)

口唇部に縄文力哺iされ、口縁内面から押圧を加えるもの。

深鉢4B類 (668)

外反する口緑部を持つもの。

鉢 1B類 (669)

鉢2B類 (670• 671) 

単節の縄文を施文するもので、口唇部にも縄文を入れるもの。

深鉢5C類 (672~674)

672は頸部がくぴれる深鉢で、結節縄文をつける所から中屋式期の所産と見られる。674には撚糸文が見られる。

深鉢6B類 (675)

ロ径15.8cmをはかるもので、ゆる＜外反する口縁部内面に段をつくり、頸部に平行沈線文と列点文を施文す

る。口唇部内面に列点文を加よ？

第 17群土器

条痕調整を口縁、胴部に施すもので第 17群土器とした。口縁が外反するものや直立する深鉢を条痕調整の方向

と口唇部分への加飾をもとにして細分した。

深鉢 18類 (676~702)

横方向の条痕調整を行うもので、外反する口縁を持ち、口唇部分に列点文をつけるもので1類とした。外反が

強くて、内面で判然と稜ができる例 (678、679)は少数例で、わずかにくぴれ部分が判別できるようになる例が

多い。 676は口唇に切り込み、 679は押圧が入れられている。 680は内面に横ナデ調整が、 681では頸部以下に条

痕調整がなされている。 701と702は底部を欠いているが復元できた例である。 D107グリッドの 2個併立して埋

められていたものである。 701は口径24.5cm、現器高26cm、702は口径43cm、現器高35cmをはかる。 702で

は口唇にB字状突起をつけ、間を押圧文でつなぐようだ。頸部に 2個の補修孔があけられている。

深鉢28類（703~722)

直立ないし外傾気味に立ち上がる口縁をつけるもので、口唇部へ列点を加えるものが多い。 703~707は口唇部
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分の流れに平行する形で列点を加えるもの。 709~712は刻みに近いかたちで列点をならべるもの、 713~719はロ

唇に対して斜め方向から列点を加えるもの、 720~722は口唇に対して斜め上から押圧を加えるものに細別され

る。

深鉢3B類（723~725)

口縁部分が内屈気味に立ち上がるもの。

深鉢4B類（726~738)

外傾ないし直立する口縁の端部を平坦にならしてととのえるタイプである。 735には赤彩痕が認められ、他の器

形をとるのかもしれない。733は口径27.4cmをはかるもので、口縁端部が薄くととのえられナデ調整が入れられ

ている。胴部では条痕調整は斜め方向となっている。 738は鉢である。

深鉢5B類（740~748)

条痕調整が縦位置となっているものをまとめた。 740~742は同一個体片である。厚く煤が付着している。

深鉢6B類（749~754)

条痕調整が斜位にのこるもので6類とした。口縁部が外反するものに 751が上げられる。752は口径30cmをは

かるもので、口縁部の立ち上がりが内傾して直立している。

深鉢78類 (755~757)

外反する口縁に縦位の条痕が見られ、口唇に列点文をおくものをまとめた。

深鉢8B類（758、759)

外傾する口縁部を持ち、口縁内面に列点文と沈線文を入れるもの。

深鉢9B類 (760)

外傾する口縁部を持ち、口唇にB字状突起を貼付するもの。 1例の出土だけである。

深鉢 10B類（761~769)

外傾する口縁部を持ち、頸部に押引列点文、沈線文を引くものをまとめた。口唇部に列点文や口縁端部内面に

「ハ」の字状列点文、沈線文を置くなどのバラエティが見られる。

壺（770)

直立する口縁部をつけ、肩部に 4条の列点文を平行させて施文するもので、やはり煤が付着している。

深鉢 11B類 (771、772)

縦位の条痕調整を施し、平行沈線は口縁部およぴ頸部に弱い調子で引くもの。 722は口径25cm、現器高 15cm

をはかる。

深鉢 10C類（773~808)

頸部およぴ胴部に列点文、平行沈線文を施文する胴部片をまとめた。 774、780は沈線内に列点文を同時に施文

するもの。 778は列点文下の胴部に研磨する無文帯があるところから、中屋式期に所属するものであろう。 782か

ら808までは胴部の破片である。 782は列点文をはさんだ上下の条痕調整の方向が違っているのが注意される。

802、805、808は小型土器片と見られる。沈線、列点の溝底に、草本茎の条線が認められるものでは、 801、803が

上げられ、縦位の条痕調整が見られるのは注意しておきたい。

第 18群土器

無文でナデ調整が施されているもので1群とした。深鉢、鉢器形と見られ、口縁形状によって類別を行った。

拓本と断面図だけである為、器形の状態が充分にとらえきれていない。

深鉢 1B類 (809~814)

「く」の字に外折する口縁を持つもので、数量的には少数である。 809、811は口唇部に刺突文が、 810、813で

は口唇部分に押圧か施されるもの。 811の外周は平滑に磨かれている。
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深鉢2B類（815~829)

口縁端部が外展するが、 1類のように内面に稜は形成されず、ゆるやかに屈曲するタイプ。

深鉢3B類 (830~854)

ロ縁部が直立ないしはゆるく外傾気味に立ち上がるタイプ。 830では口唇部分に押圧が、 832~833には口唇部

分に内側から三角形の切り込みが入れられている。 837、838は口径32.4~35.8cmをはかるもので、口唇部分が

平坦にナデ調整されている。 845は補修孔が見られる。 847は口径30.4cmをはかるもので、口唇は丸くおさめら

れ、内外面とも横ナデ調整力屯Dえられている。 850は口径21cmをはかるもので、口縁部分が横ナデ、胴部に縦の

調整が粗く入れられている。内面への調整も荒い。

鉢 1類（855~865)

ロ径が小振りで、立ち上がりが外傾気味のものを想定して鉢器形とした。 859は口径22.8cmをはかるもので、

内外面とも入念なナデ調整が加えられている。 865は皿器形となるかもしれないもので、口唇が平坦にナデられ、

薄い器壁を持っている。内外面とも細い条痕が認められ、器表には煤が付着している。

鉢 2類 (866~869)

口縁部内面に凹線をつけるものでまとめた。866は口径約38cmをはかるもので、内外面ともに軽くナデ調整が

入れられている。 867には凹線のなかに補修孔があけられている。

鉢3類 (870)

口唇部分を外側に大きく肥限させ、縄文を施文するもの。

鉢4類（871~879• 881) 

口縁部分が内屈するタイプで、中型と小型品がある。 879は小型品で口唇端が内側にせり出すもの。 881は口唇

に突起をつけるもので、内外面とも入念に磨かれている。

鉢5類 (882)

口唇にB字状突起をつけ、連続刺突文を付すもの。

鉢 6類 (880• 883 • 884) 

ロ縁端部の内面に段があり、玉縁状を呈するもの。 880は内外面とも入念に研磨されている。

鉢 7類 (885)

小型土品で、口唇部が内外面にせり出すタイプ。

鉢8類 (886~890)

外反する口縁部をつける小型土器をまとめた。 886は2個の小波状を見るもので、口径15cmをはかる。内外

面ともに丁寧に磨かれ、外周には煤が付着している。 890は口径19.5cmをはかり、器高21.8cmをはかる。

深鉢4A類 (891)

移入品である。小波状口縁の形で図示したが、 1対の突起をつけるものとも判断できる。内傾気味に立ち上が

る口縁部は丁寧に研磨され、内面頸部には稜が形成される。外周の頸部以下には横方向の条痕調整が加えられて

いる。外表には煤が付着している。おそらく、関西系の土器と思われ、滋賀里II式土器に比定できるようだ。

底部

底部は発掘区全体で562個体を計測した。第 1~18群土器のなかで底部まで確定しえた個体をも含めた数値で

ある。胴部施文の縄文、条痕文、無文、精製、不明の 5タイプに大別している。精製土器は研磨調整が入念であ

るもので分けている。不明のものは胴部が欠損しているものである。底径で見ると 15cmを越えるもの、 4cm以

下のものが少数で、 6~10cmの間に集中する傾向を示している。底径がつかめない 216個を除いた数量では

60％を占めることになる。

胴部文様で見ると無文土器の占める割合が格段と大きくなり、胴部不明のものを除くと 70％となる。これは器
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面全体に調整を施さない個体も含まれているものではあるが、全体としては胴部下半部が無文化している状況を

示していると見られよう。縄文土器、条痕土器がそれぞれ約 10％と値が小さいのは無文土器に含まれた可能性が

上げられるものの注目しておきたい。

細別は底径および形態によって分類を行った。

1類 (892)

底径 15cmをはかる大型品である。胴部には縦縄文か施文されていて、第 1群土器にともなうものと想定でき

る。色調は明茶褐色を呈し、胎土、焼成とも良い。網代は 2本超え、 2本潜り、 1本送りで、底部全体をカバー

するひろがりには至っていない。これは、土器づくりのためだけに絹まれたものと想定される。

2類 (893~908)

底径が11cm~6cm程度で、大型・中型品の深鉢につくものをまとめた。厚手の底部を持ち斜めに胴部に立ち

上がる通有のものである。 893は内外面とも丁寧な研磨調整が入れられている。 894、895は縦縄文、撚糸が胴部

に施文されているもので、 894は2本超え、 2本潜り、 1本送り、 895は単位幅が大きく異なる 1本超え、 1本潜

り、 1本送りのタイプと見られる。内面は入念にナデ調整が入れられている。896はスダレ状圧痕をつけるもので、

結ぴ目の縄の条が細い線となって見られる。スダレ状圧痕は 897、899にも見られる。 899~901の胴部は条痕調整

が施されていて、内面の調整は 901が丁寧である。 904もやはりスダレ状圧痕を見るもので、内外面ともに調整は

丁寧である。 905の網代原体は幅 5mmをはかり、平行条線を見る事ができる。 4本超え、 4本潜り、 2本送りと

なるが、 2本を 1単位と見ると 2-2-1の編み方と見られる。

3類 (909)

胴部に縄文がころがされ、底部が大きくくびれるタイプで3類とした。

4類 (910~917)

底径が7cm以下で、底部から立ち上がり角度が2類に比較して小さくなるタイプ。 910は丸底気味で底部にナ

デが加えられているもの。 912も底部には粘土が足されて網代痕をぬりつぶしているものと想定される。 913の網

代は 2本超え、 2本潜り、 1本送りと見られる。 916の器表面には縦の条線文が見える。 917のはスダレ状圧痕で

ある。

5類 (918)

底部立ち上がりでくびれ大きく外展して立ち上がるタイプ。スダレ状圧痕がのこる。

6類 (920)

いわゆる凹み底をなすもので、 935と同じ時期の所産であろう。器表に条痕調整がかすかに認められる。

7類 (919• 922~925) 

底径が5~4cmの小型品である。

8類 (921)

尖り気味の底部で、小さく平底をつくり出すタイプ。

9類（926)

凹み底とするもので、条痕調整が底部周囲にめぐらすもの。内面には厚く炭化物が付着している。

10類 (927)

丸底となるもので内外面とも入念に研磨力哺知リれている。

11類（928• 929) 

底部と胴部との境がはっきりしないくらいに、ナデ調整が施されているもの。

12類 (930)

底部にあたる部分を貼付しているもの。体部に縄文力哺ほ文され、赤彩痕が見られるもので、浅鉢器形になる

ものであろう。

13類 (931~933• 936) 
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体部が大きく開く浅鉢器形で、内外面

とも研磨か施されている。

14類（934• 935) 

凹み底をつくる浅鉢型土器の底部であ

る。研磨が入念である。
0
こ
942

弥生式土器

□0
 

， ロ
柴山出村式期の所産と見られるものが、

5点出土している。同一個体片と考えら

れる。 937は口縁部片で縁帯状の口縁に

刺突と沈線文が引かれ、彫りが深いと言

える。内面には段を形成する。 938~941

は胴部片で、 939をのぞいて同一個体片

と想定できる。黄褐色から暗褐色を呈し、

胎土に砂粒は少なく焼成も良好である。内面へのナデ調整も丁寧である。

I 944 

一---- 0,460 ， o,鈷□,45 

47 
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゜
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第55図 土製品実恨l図(942~948)(1/3) 

(2) 土偶・土製品

甑状底部 (942)

丸底状の形状を持ち、径4~6mmの穿孔が、小片ではあるが10個を確認できる。茶褐色を呈し胎土、焼成と

も良好である。

土偶（943• 944) 

2点の土偶が出土している。 943は右脚部に想定されるもの。 944は中空土偶の背面部分と想定しているもので

ある。色調は褐色から黄褐色を呈し、全面に赤彩痕が認められる。頸部には 3条の列点文、肩部からなだらかに

下がる条の沈線文を中央部分の突起でとめる。沈線間には剌突文が加えられている。背面の沈線文様は判然とし

ないが、入組三叉文のように見える。内面の色調は黒褐色を呈し、凹凸がはなはだしくのこる。

球形土製品 (945)

土錘状を呈する半欠損品である。最大径約 6cmをはかり、中央に径0.9cmの穿孔が入る。外周はT寧な磨き

カ施される。

円盤状土製品 (946~948)

3点の出土があった。いずれも無文土器の胴部片を利用しているものである。

(3) 石器（第 59~69図、図版 34~39)

本調査で出土した石器は、磨製石斧、板状磨石、石錘、磨石、石皿、スクレイバー、岩版、垂飾、石刀、石鋸

型石器、鰹節型石器、不明石器などである。

(1) 磨製石斧（第 59図1~8、図版 34 1~8) 

3点出土している。すべて定角式のものであり、多くは頭部幅が刃部幅より小さく、側縁のやや張った形態の

-79 -



第2表 縄文土器出土地点表

遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号
出土地点 遺物番号 出土地点

1 E 106 42 E 106 83 D 106 124 95 P 165 D 111 206 E 106 

2 D 104 43 D 105 84 F 107 125 E 106 166 E 106 207 E 106 

3 37 P 44 D 106 85 97 P 126 D 106 167 114 P 208 D 103 

4 53 P 45 86 P 86 E 106 127 E 107 168 E 105 209 D 104 

5 68 P 46 14 P 87 37 P 128 D 105 169 66 P 210 E 106 

6 D 110 47 D 105 88 97 P 129 E 106 170 不明 211 ＂ 
7 35 P 48 93 P 89 95 P 130 93 P 171 70 P 212 D 105 

8 E 108 49 E 105 90 E 106 131 E 107 172 86 P 213 不明

， 14 P 50 39 P 91 F 107 132 73 P 173 24 P 214 D 105 

10 24 P 51 D 108 92 D 106 133 F 107 174 89 P 215 97 P 

11 E 104 52 D 108 93 D 107 134 38 P 175 D 106 216 D 105 

12 58 P 53 39 P 94 135 P 135 70 P 176 E 107 217 D 105 

13 D 106 54 D 106 95 F 107 136 82 P 177 16 P 218 67 P 

14 18 P 55 E 106 96 D 111 137 E 107 178 19 P 219 E 106 

15 F 104 56 68 P 97 73 P 138 D 108 179 68 P 220 E 106 

16 72 p 57 E 105 98 E 106 139 D 104 180 39 P 221 E 108 

17 D 105 58 42 P 99 67 P 140 E 105 181 D 106 222 37 P 

18 D 106 59 E 107 100 E 107 141 136 P 182 D 107 223 E 104 

19 D 107 60 E 107 101 F 105 142 D 105 183 D 105 224 19 P 

20 73 P 61 F 107 102 F 105 143 19 P 184 39 P 225 D 111 

21 D 105 62 68 P 103 D 105 144 E 106 185 D 103 226 D 105 

22 69 P 63 E 103 104 E 107 145 ＂ 186 E 108 227 19 P 

23 70 P 64 D 108 105 E 106 146 70 P 187 E 106 228 15 P 

24 E 103 65 37 P 106 D 105 147 26 P 188 E 107 229 34 P 

25 D 106 66 107 P 107 ＂ 148 E 103 189 113 P 230 133 P 

26 P 96 67 94 P 108 94 P 149 139 190 25 P 231 19 P 

27 D 105 68 59 P 109 E 105 150 D 105 191 D 105 232 97 P 

28 E 106 69 D 106 no 72 p 151 93 P 192 II 233 15 P 

29 D 107 70 D 105 111 69 P 152 D 105 193 E 105 234 E 105 

30 F 104 71 135 P 112 140 P 153 II 194 42 P 235 121 P 

31 D 108 72 D 104 113 92 P 154 D 108 195 E 106 236 19 P 

32 F 107 73 E 105 114 D 105 155 D 105 196 F 110 237 D 105 

33 E 106 74 D 105 115 II 156 D 105 197 D 105 238 25 P 

34 II 75 II 116 // 157 105 P 198 6P 239 38 P 

35 73 P 76 E 106 117 I/ 158 D 106 199 E 105 240 E 106 

36 89 P 77 F 106 118 E 106 159 D 107 200 69 P 241 E 109 

37 D 108 78 D 107 119 E 107 160 35 P 201 D 105 242 D 108 

38 D 110 79 D 106 120 37 P 161 E 108 202 D 103 243 107 P 

39 73 P 80 94 P 121 72 p 162 D 107 203 55 P 244 56 P 

40 E 107 81 D 106 122 E 106 163 42 P 204 113 P 245 95 P 

41 D 105 82 D 105 123 37 P 164 II 205 D 106 246 E 104 

247 D 104 288 D 104 329 107 P 370 13 P 411 D 106 452 E 103 

248 D lll 289 4 p 330 6 p 371 122 P 412 58 P 453 D 105 

249 E 104 290 II 331 D 110 372 D 105 413 E 104 454 II 

250 ＂ 291 E 105 332 D 105 373 38 P 414 18 P 455 E 104 

251 6P 292 E 104 333 20 P 374 D 105 415 E 104 456 D 103 

252 D 105 293 D 107 334 68 P 375 E 105 416 15 P 457 E 105 

253 P 26 294 D 108 335 107 P 376 89 P 417 4 p 458 139 P 

254 E 104 295 D 105 336 37 P 377 D 103 418 不明 459 D 105 

255 D 104 296 E 105 337 D 105 378 D 105 419 D 105 460 F 107 

256 135 P 297 D 109 338 70 P 379 E 106 420 II 461 E 105 

257 E 105 298 E 105 339 D 109 380 D 102 421 D lll 462 D llO 

258 E 108 299 II 340 42 P 381 D 105 422 D 110 463 D 104 

259 D 106 300 E 109 341 E 105 382 96 P 423 E 104 464 D 102 

260 36 P 301 D 105 342 42 P 383 D 104 424 F 105 465 E 105 

261 D 104 302 D 106 343 F 107 384 D 105 425 E 105 466 D 104 

262 105 P 303 34 P 344 5P 385 D 104 426 107 P 467 D 106 

263 14 P 304 E 105 345 D 111 386 不明 427 D 111 468 F 104 

264 E llO 305 37 P 346 17 P 387 4 p 428 D llO 469 E 105 

265 4P 306 ＂ 347 16 P 388 73 P 429 G 105 470 E 106 
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遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点

266 135 P 307 135 P 348 E 109 389 E 109 430 D llO 471 13 P 
267 D 106 308 38 P 349 38 P 390 20 P 431 D llO 472 E 103 
268 47 P 309 73 P 350 17 P 391 34 P 432 95 P 473 67 P 
269 D 107 310 14 P 351 D 105 392 94 P 433 D 108 474 99 P 
270 37 P 311 38 P 352 F 104 393 E 106 434 D 105 475 E 105 
271 38 P 312 E 108 353 107 P 394 ＂ 435 23 P 476 E 107 
272 17 P 313 17 P 354 E 111 395 D 105 436 137 P 477 D 105 
273 37 P 314 D 106 355 E 105 396 E 105 437 70 P 478 D 104 
274 D 107 315 E 104 356 E 104 397 107 P 438 E 105 479 E 106 
275 D 105 316 E 105 357 D 109 398 D 105 439 F 104 480 D 111 
276 ＂ 317 D 105 358 D 106 399 69 P 440 E 105 481 E 104 
277 D 109 318 E 103 359 D 105 400 E 106 441 D llO 482 D 107 
278 E 106 319 39 P 360 47 P 401 D 106 442 E 105 483 E 105 
279 E 104 320 23 P 361 E 104 402 D 105 443 D 106 484 D 104 
280 E 105 321 E 108 362 E 105 403 II 444 E 105 485 D 107 
281 D 109 322 92 P 363 37 P 404 D 104 445 6P 486 E 103 
282 D 104 323 107 P 364 D 105 405 D 103 446 E 104 487 18 P 
283 E 108 324 37 P 365 122 P 406 E 108 447 22 P 488 G 105 
284 D 105 325 107 P 366 32 P 407 67 P 448 F 106 489 16 P 
285 D 109 326 D 111 367 E 105 408 不明 449 137 P 490 G 105 
286 D 105 327 E 105 368 E 104 409 D 111 450 D 105 491 E 106 
287 D 107 328 D 105 369 D 105 410 D 102 451 E 106 492 II 

493 D 105 534 17 P 575 6 p 616 D 106 657 E 104 698 D 106 
494 D 102 535 D 105 576 E 107 617 D 109 658 D 107 699 D 103 
495 15 P 536 E 105 577 E 105 618 D 102 659 ＂ 700 E 105 
496 14 P 537 F 104 578 D 111 619 D 109 660 E 106 701 D 107 
497 E 105 538 E 105 579 D 104 620 D 106 661 D 105 702 II 

498 II 539 105 P 580 ＂ 621 D 106 662 D 106 703 D 105 
499 15 P 540 D lll 581 E 106 622 D 103 663 26 P 704 E 106 
500 E 103 541 D 108 582 D 105 623 E 105 664 E 107 705 E 106 
501 D 104 542 105 P 583 D 104 624 F 105 665 E 108 706 D 106 
502 D 104 543 E 104 584 F 104 625 E 108 666 D 111 707 不明
503 E 106 544 D 103 585 E 105 626 D 106 667 36 P 708 E 104 
504 99 P 545 D 107 586 D 105 627 D 106 668 67 P 709 33 P 

505 18 P 546 15 P 587 D 107 628 ＂ 669 20 P 710 D 106 
506 4 p 547 E 104 588 E 105 629 102 P 670 72 p 711 D 106 
507 E 105 548 89 P 589 96 P 630 D 107 671 74 P 712 92 P 

508 16 P 549 D 107 590 5 p 631 E 106 672 D 103 713 E 107 
509 19 P 550 D 105 591 不明 632 E 104 673 E 108 714 E 107 
510 E 107 551 4 p 592 F 105 633 D 107 674 E 106 715 不明
511 D 104 552 D 104 593 F 105 634 D 106 675 53 P 716 D 106 
512 F 105 553 II 594 lOOP 635 D 106 676 95 P 717 E 106 
513 D 106 554 E 104 595 E 104 636 D 107 677 D 105 718 D 106 

514 86 P 555 D 107 596 E lll 637 II 678 D 106 719 91 P 
515 E 106 556 22 P 597 E 106 638 E 106 679 99 P 720 E 105 
516 91 P 557 94 P 598 E 105 639 D 102 680 E 107 721 D 106 
517 94 P 558 D 105 599 E 105 640 D 107 681 E 106 722 E 106 
518 E 104 559 22 P 600 E 108 641 D 108 682 E 107 723 D 107 
519 E 106 560 E 104 601 E 106 642 E 103 683 D 106 724 D 106 
520 86 P 561 95 P 602 71 p 643 D 106 684 4 p 725 107 P 
521 D 106 562 E 105 603 E 106 644 II 685 D 106 726 D 107 
522 E 104 563 E 104 604 34 P 645 D 108 686 II 727 D 107 

523 II 564 65 P 605 E 106 646 14 P 687 73 P 728 D 105 
524 D 105 565 D 107 606 E 106 647 82 P 688 E 106 729 D 110 

525 D 105 566 E 105 607 E 106 648 D 103 689 D 107 730 D 106 

526 D 105 567 39 P 608 23 P 649 E 104 690 E 104 731 D 105 

527 15 P 568 22 P 609 127 P 650 F 108 691 97 P 732 E 106 

528 D 105 569 F 104 610 D 105 651 D 104 692 D 106 733 D 107 
529 D 106 570 D 106 611 D 108 652 E 107 693 D 107 734 243 P 
530 D 105 571 II 612 D 105 653 E 105 694 105 P 735 D 107 
531 E 105 572 D 105 613 130 P 654 II 695 D 105 736 E 105 
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遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点 遺物番号 出土地点

532 ＂ 573 68 P 614 D 106 655 D 103 696 II 737 34 P 

533 D 104 574 58 P 615 D 102 656 E 106 697 E 105 738 D 106 

739 不明 780 D 106 821 D 104 862 E 105 903 69 P 944 76 P 

740 D 107 781 II 822 E 94 863 E 105 904 33 P 945 D 104 

741 ＂ 782 E 107 823 E 104 864 E 105 905 D 103 946 5 p 

742 II 783 ＂ 824 D 110 865 D 106 906 D 105 947 58 P 

743 II 784 D 107 825 D 104 866 D 107 907 II 948 107 P 

744 E 106 785 D 105 826 D 105 867 D 105 908 E 108 949 

745 ＂ 
786 E 106 827 E 105 868 E 106 909 F 109 950 

746 D 107 787 D 105 828 E 105 869 95 P 910 E 106 951 

747 D 105 788 E 106 829 E 106 870 E 105 911 F 104 952 

748 100 P 789 ＂ 830 17 P 871 E 111 912 91 P 953 

749 E 106 790 D 104 831 D 105 872 E 104 913 15 P 954 

750 D 105 791 D 107 832 E 105 873 D 103 914 E 105 955 

751 D 106 792 D 108 833 E 106 874 D 105 915 D 105 956 

752 106 P 793 D 107 834 E 104 875 92 P 916 53 P 957 

753 D 106 794 ＂ 835 D 105 876 D 105 917 F 104 958 

754 D 107 795 D 110 836 D 104 877 E 105 918 D 105 959 

755 99 P 796 95 P 837 E 105 878 D 106 919 II 960 

756 D 106 797 D 107 838 D 106 879 D 108 920 II 961 

757 E 106 798 F 106 839 E 105 880 97 P 921 E 104 962 

758 D 105 799 D 102 840 E 110 881 94 P 922 E 105 963 

759 D 106 800 D 106 841 E 105 882 E 103 923 D 104 964 

760 73 P 801 D 107 842 E 106 883 E 105 924 94 P 965 

761 E 106 802 E 106 843 E 105 884 E 107 925 D 108 966 

762 D 106 803 139 P 844 D 107 885 92 P 926 D 105 967 

763 II 804 E 104 845 E 104 886 72 p 927 D 106 968 

764 F 107 805 D 106 846 E 105 887 D 103 928 II 969 

765 D 106 806 E 105 847 38 P 888 D 105 929 E 103 970 

766 D 106 807 E 106 848 E 105 889 96 P 930 E 106 971 

767 70 P 808 68 P 849 D 106 890 D 107 931 II 972 

768 26 P 809 4 p 850 D 105 891 E 106 932 E 107 973 

769 E 106 810 14 p 851 不明 892 II 933 D 105 974 

770 D 109 811 不明 852 D 105 893 14 P 934 38 P 975 

771 D 108 812 E 106 853 28 P 894 104 P 935 D 111 976 

772 D 105 813 D llO 854 E 106 895 E 106 936 95 P 977 

773 E 107 814 D 105 855 D 106 896 D 106 937 D 104 978 

774 D 107 815 D 104 856 E 105 897 D 105 938 37 P 979 

775 E 106 816 D 106 857 E 105 898 D 106 939 E 106 980 

776 D 106 817 E 105 858 16 P 899 D 107 940 37 P 981 

777 II 818 不明 859 D 105 900 E 106 941 II 982 

778 E 107 819 II 860 4 p 901 D 107 942 D 102 983 

779 D 106 820 100 P 861 121 P 902 113 P 943 D 105 984 
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ものである。 1-4の大型のものと、 5-8の小型のものに分けられ、刃部は、 1• 3 • 4が弧状となっており、

5 • 7は直線状となっている。

(2) 板状磨石（第59図9~15、第62図65、図版34 9 ~15、図版35、65)

8点出土している。白雲母結晶片岩あるいは黒色頁岩を、節理で5mm前後の厚さに剥がし適当な長さに折っ

たものを素材として、これらの側縁を両側から磨き刀部を作り出している。 11• 65が両側縁に刃部をもつほかは、

側縁の一辺を刃部としている。 また、 これらの製品のほかに、素材となった白雲母結晶片岩の剥片が出土して

いる。

(3) 石錘（第59図16-22、図版34 16-22) 

7点出土している。すべて、長楕円形の自然礫の両端を打ち欠く石錘である。大形のものと小形のものに分け

られる。北陸の後期～晩期の遺跡で打ち欠き石錘が出土する例は少なく、珍しい例であるが、これらは本遺跡に

隣接する縄文中期の白山上野遺跡からの流入とも考えられるため、その所属時期には疑問が残る。

(4) 磨石（第59図23-26、第60図27-42、第61図43-48、図版34 27-43、図版35 46-48) 

26点出土している。ここでは、すべてのものに擦痕が見られるため、くぽみ、あるいは敲打痕を持つものも、す

べて磨石として扱った。乎面形では円形のものと楕円形のものがある。29、44には顕著なくぽみがあり、23-26、

28、29、31-38、40、43、46-48には、表裏とも、あるいは表裏どちらかにくぽみが見られる。また、 23、27、

34、39、45には、側面に顕著な敲打痕が見られる。

(5) 石皿（第 61図49• 53 図版35 49 • 53) 

2点出士している。いずれも破損している。 49は片面に通常の石皿と同様のくぼみを持ち、もう片面には 3面

の研磨面がみられる。面と面の境は階段状になっており、階段の下段となる部分には、有溝砥石のような溝があ

るので、この石皿は通常の石皿の機能のほかに、砥石あるいは有溝砥石としての機能も合わせ持っていたと考え

られる。 53は片面に通常の石皿と同様のくぼみがあり、この面にはタール状のものが付着している。またもう片

面は平坦であるが磨かれている。

(6) 石鏃（第62図54-60、図版35 54-60) 

7点出土している。 54、55は凹基、 56-58は平基の無茎鏃である。 58は裏面およぴ基部には調整力哺知されてお

らず、未製品とも考えられる。 59、60は柳葉形のものである。 59は断面は菱形を呈し、重量がやや重い。 60は断

面レンズ状で、 59に比べて幅が狭く重量も小さい。同じ柳葉形でありながら両者は対照的である。

(7) スクレイパー（第62図61-64、図版35 61 -64) 

3点出土している。 61は縦長剥片の両側縁に裏面から調整を施し刃部としている。 63は縦長剥片の先端部に両

面から調整を加え刃部を作り出している。 64は、表面が自然面である横長剥片を素材として、先端に裏面から調

整を加え刃部としている。

(8) 岩版（第62図66、図版35 66) 

1点のみの出土である。下半分を欠損しているので全体はうかがい得ないが、隅丸の長方形あるいは台形とな

るものと思われる。また全面を磨きあげている。片面には貫通しない穴と数条の線刻が施されているが、もう片

面にはなにも施されていない。

(9) 垂飾（第62図67、図版35 67) 

1点のみの出土である。黒色頁岩を素材としこれを磨き、平面長方形、断面台形に仕上げている。表裏ともに

「X」をモチーフとした文様が陰刻されている。また、 2個の穴があけられているが、これらは両面穿孔による

ものである。

(10) 石刀（第61図51、第62図68~71• 74、図版35 51 • 68-71 • 74) 

6点出土している。いずれも欠損品である。 51• 68 • 79 • 74は柄の部分であるが、 68は弧状やX字状の線刻が

ほどこされており、八日市新保式期のものであろう。 51は長楕円形、 69は隅丸の三角形、 68・74は楕円形の断面

となっている。 70• 71は刃部である。両方とも胴の張ったくさぴ形の断面となっている。
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(11) 鰹節型石器（第 62図73• 76、図版35 73 • 76) 

2点出土している。 2点とも全面を磨きあげているが、 76は整形のための敲打痕を残している。 73は欠損し

ており全体をうかがい得ないが、両辺とも弧状に張る形となるようである。 76は、一辺が弧状にゆる＜内曲し、

三日月に近い形となっている。断面は両方とも胴の張ったくさぴ形となっている。

(12) 石鋸型石器（第62図72、図版35、72)

1点のみの出土である。両端が欠損しており全体はうかがい得ない。図の上を頭部とし下を刃部とするなら、

頭部は断面四角形に、刃部はくさび形に仕上げられており、頭部と刃部の境には段を設けている。

(13) 不明石器（第61図52、第 62図75、図版35、52• 75) 

52は欠損品であり全体の形がどの様なものか不明である。側面がよく磨かれている。75も両端が欠損している。

断面はレンズ状に作り上げられており、長軸方向に若干の反りを持っている。全面がきれいに磨かれており、火

を受けたのか全面が赤化し、表面に剥離した部分がある。

(14) 打製石斧（第63図～第69図、図版36～図版39)

369点出土しているが、これらの内 128点を図示した。形態で大きく 3つに分類される。

〔l〕A形態（第63図、第64図、第 65図124~136、図版 36、図版37 111~136) 

従来短冊形と言われてきたものである。頭部幅と刃部幅がはぼ同じで、両側縁に扶りが入らず、長さに対する

幅の比率が小さい値も取るもので、これらはさらに 2分することができる。

（7) A-1形態（第63図、第 64図103~106、図版36)

長さに比して、厚さの薄いものである。長さ約 10cm～約 20cmのものも存在するが、16cm以下のものか多い。

横断面は薄いレンズ状となり、後述するA-2形態の同じ長さのものに比べて重さが軽くなる。刃部は直線的な

もの、弧状のものとバリエーションがあるが、概して薄く作られている。

（イ） A-2形態（第64図107~123、第65図124~136、図版 37 107~136) 

長さに対して厚さの厚いものである。長さ約 11cm～約 18cmのものが存在する。横断面は厚いレンズ状、な

いしは楕円形に近い形態をとり、 A-1形態の同じ長さのものに比べて重くなる。刃部は弧状を呈するものか多

く、概して厚く作られている。

〔2〕B形態（第65図137~139、第66図、第67図、図版37 137~147、図版38 150~169) 

A形態に比べて長さに対する幅の比が大きく、両側縁が内曲するもので、これらも 2分される。

（ガ B-1形態（第 65図137~139、第66図140~149、図版37 137~147) 

後述する B-2形態に比べて、内曲の度合が小さく小型のものである。長さ約 11cm～約 15cmのものが存在

する。横断面はA-2形態と同様、厚いレンズ状ないしは楕円形に近い形態を呈し、 B-2形態のものに比べて

長さに対する重量の比が大きい。刃部は、弧状を示すものが多く原く作られたものがはとんどである。また、刃

部先端がつぶれて丸くなったものが多く存在する。

（イ） B-2形態（第 66図150~159、第67図、図版38 150~169) 

B-1形態に比べて、内面の度合が大きいものである。長さ約 12cm～約22cmのものが存在するが、 B-1

形態より大型のものが多い。また、 B-1形態より長幅比が若干小さく、長さに対する重量比が若干小さい。横

断面は厚いレンズ状を呈するが、 A-2、B-1形態はどではない。刃部は直線状、弧状いろいろであり、厚さ

はB-1形態ほど厚くない。中には、 169、171のようにやや薄いものもある。また、 189は内曲した部分が磨か

れている。

〔3〕C形態（第 68図、第69図190~200、図版38 172~180、図版39 181~200) 

頭部幅が刃部幅に比べて小さく、平面形が三角形あるいは扇形に近い形となるものである。 3つに分顆される。

（7) C-1形態（第68図172~180、図版38 172~180) 

頭部が尖がり、平面形がほぼ扇形のものである。長さ約 10cm～約 19cmのものがある。横断面はレンズ状を

呈する。刃部は直線状、弧状のものが存在するが、みな薄く作られている。長さに比べて軽いものが多い。
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（イ） C-2形態（第68図181~189、図版39 181~189) 

C-1形態の両側縁に袂りの入ったものであるが、頭部は丸みを持ったものが多い。ちょうどしゃもじのよう

な平面形となる。長さ約 13cm～約24cmのものがある。長さに対する重さの比はC-1形態とあまり変わらな

い。横断面も C-1形態と同様にレンズ状を程し、刃部は弧状のものが多い。 189は、特異なもので長さ 23.8cm 

重さ 1,230gを計る大形のもので、本遺跡出土の打製石斧の中ではとぴぬけた重さのものである。

（ゥ） C-3形態（第69図190~200、図版39 190~200) 

頭部幅がC-1、C-2形態のものに比べて広いものである。長さ約 14cm～約 17cmのものが存在する。横

断面は薄いレンズ状を呈し、刃部は直線状、弧状のものがあるがすべて薄く作られている。形的にはA-1形態、

あるいはB-2形態に含めてもよいものがあるが、 A-1形態ほど幅が狭くなく、またB-2形態ほど厚さがな

い。

〔4〕D形態（第69図201~205、図版39 201~205) 

平面形態が楕円形を示すものであり、断面の薄いレンズ状を呈す。全長は約 16cmのものが4点出土している。

全周に調整が行なわれているが、これがこのままで製品となるのか、あるいは、もっと調整を加えて製品を作り

あげるのか不明である。このままで製品となるのであれば、打製石斧であるとは考えられず、スクレイパー的用

途で用いられるのであろう。これ以上調整を加えるのであれば、これらは石質などから打製石斧の素材剥片であ

ると考えられる。今後の類例を待ちたい。

若干の考察

(1) 板状磨石について

本遺跡出土の板状磨石は、白雲母結晶片岩と黒色頁岩をその石材としている。これらの石材は節理によって板

状に割れる性質を持っており、この性質を利用して 5mm前後の板状の剥片を作り出している。また、これを折

ることによって素材を適当な大きさにしているようである。この素材の側縁を、両面から磨いて刃部を作り出す

のであるが、この作業には第61図49のような石皿を用いたものと考えられる。
（註 I)

さて、この板状磨石の出現は、北陸では後期に入ってからのようである。ちょうど、石刀、石剣などの呪術的

遺物の出現と重なり、これらの線刻などに使用されたのではないかと思われる。本遺跡では 8点とその出土数は

多くないが、後晩期の遺跡であれば多かれ少なかれ出土しているようである。とくに、野々市町御経塚遺跡では

77点の出土があり、多量に生産、使用されたと考えられる。また、この遺跡では石刀、石剣などの呪術的遺物の

出土量も多く、板状磨石と呪術的遺物の関係をよく表わしていると言えよう。

この呪術的遺物の増加、多様化は後期から始まるのであるがこれは祭祀の変化をうかがわせるのである。ど

ういう変化が起ったのであろうか。山本暉久氏は、石棒祭祀の変化をとらえ、中期後半期の屋内石棒祭祀から中

期末後期初頭をピークとする屋外石棒祭祀への移行を、個別竪穴成員祭祀から集落共同体成員祭祀への移行と意
（註2)

味づけておられる。しかし、後期の呪術的遺物の増加、多様化は、個別竪穴成員祭祀→集落共同体成員祭祀の変

化のみでとらえきれるのかどうか疑問が残る。板状磨石と呪術的遺物の関係から見ると、その生産は集落共同体

成員個々人あるいは個別竪穴のレベルで行なわれていたのでないかと思われる。これがイコール同レベルでの祭

祀とはいえないが、呪術的遺物の多様化と合わせて考えると、少なくとも祭祀の多層化、多様化ということが言

えるのではないだろうか。その祭祀は集落共同体の意図で行なわれたのか、個別堅穴成員の意図で行なわれたの

か、それによってその意味は変わるであろうが、現在のところはそれが並存したと考える方が妥当ではないのだ

ろうか。今後の研究を待ちたい。

(2) 打製石斧について

打製石斧の分類は、従来と異なった名称を使用したが、基本的にはA形態一短冊形、 B形態一分銅形、 C形態
（註3)

一撥形となろう。しかし、「縄文文化の研究 7」の鈴木次郎氏の分類のような厳密な物ではない。特にB形態は、
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分銅形とはいえないものを多く含んでいる。また今回の分類では、実測図に書かれた平面形で分類したのではな

く、実際に打製石斧を並べてそれを見比べたイメージで分類しているので曖昧な点もあるが、従来とは異なった

面を見ることができたと思う。この点について述べてみたい。

打製石斧はその素材の形に大きく左右されるとよく言われるが、ある程度素材を使い分けて製作されたものと

思われる。というのは、 A-1形態、 C形態では肉厚の薄い素材を用いて製作されており、逆にA-2形態、 B

形態では肉厚の厚い素材を用いて製作されているのである。この差は刃部や胴部の断面形や重量差となっている。

これは打製石斧の使用方法を考える時の大きなポイントでもあり、打製石斧が形態別用途を持つと考えるとそれ

ぞれの機能に適合する素材を選んで製作したと考えてもよいのではないだろうか。

第58図は、本遺跡出土の打製石斧のうち完形のものについてその長さと重量の分布を形態別に示したものであ

る。この図によると、 A-2形態、 B形態のものは、 A-1形態、 C形態のものに比べて長さに対する重量の比

が大きくなっており、特にB-1形態は小形で重いといった特徴を持っている。またA-1形態は小形で軽いと

いう傾向がうかがわれる。

刃部について見ると、 A形態は他形態に比べて長さに対する刃部幅の比は小さく、 B形態、 C形態はその比が

大きい。また側面図を見ると、 A-1形態、 C形態は角度の小さい刃部とそれに続く薄い胴部のものが多く、 A

-2形態、 B形態では角度の大きい刃部と厚めの胴部のものが多い。

これらを総合するとそれぞれが別用途に用いられたと想定できないだろうか。少なくとも従来のように、打製

石斧が掘り棒や鋤的な使用方法だけで用いられたのでなく、 A-2形態やB形態のように重くて厚手の刃部を持

つものは、柄につけて使用したと考えるなら、頭部に重心があり振り回して使用した（具体的には鍬や斧など）
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と考えてもよいのではないだろうか。また、 これを肯定して考えるならば同じ打製石斧と呼ばれているものの中

で異なった機能があり、 その素材となる剥片が異なっていたと考えてもよいのではないだろうか。 これは長軸方

向の反りの問題や使用痕などともからめて考えなければならない問題であり今後の課題とした
い。

後晩期になると打製石斧は大きくなると言われているが、実際はどうなのであろうか。第 56
図は本遺跡出士の

打製石斧の内、完形のものについてその長さと個数の分布を示したものである。これによれば
、 15cmを頂点とし

た山形に分布しており 12cm~16cmのものが多いと言える。北陸の中期のものが8cm~15cmに集中
するとい

（註 4)

う山本直人氏の分析結果と比べるとやや大きくなっていると言えよう。

また後晩期になると、北陸では打製石斧の量が増加すると言われている。第 57図は、本遺跡
の石器組成のダイ
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アグラムである。これを見ると打製石斧は 90％近くを占めており、中期のものと比較した場合その差は歴然とし
（註5) （註 6)

ている。こういった傾向は汎西日本的なものと言われているが、能登地方の遺跡ではこういう傾向は見られない
（註 7)

らしい。また、打製石斧の増加する地域の中でも石鏃の比率も高い遺跡と、本遺跡の様にそうでない遺跡とがあ

る。この問題は、遺跡個々の立地の問題や、打製石斧の大形化の問題を含めて考える必要があり、今後の研究を

待ちたい。

以上、板状磨石と打製石斧について、本遺跡の資料整理の中で気づいた事について述べてみた。浅学のため、

いろいろまちがいを侵しているものと思われる。皆様の御教授、御叱咤をお願いしたい。なお本稿を記すにあた

り、西野秀和、山本直人、栃木英道、横山貴広、安宅務、石田和彦、新城えり子、本 由美子の各氏から助言

・御教示をいただいた。心より感謝申し上げる。

註 l 辻森由美子 1983 「擦切石器」『野々市町御経塚遺跡』野々市町教育委員会を参考にした。西野秀和氏より御教

示をいただいた。

2 山田暉久 1983 「石棒」『縄文文化の研究 9』雄山閣、のみによっている。氏の本論である「石棒祭祀の変遷」

古代文化第 31巻 11号・12号、 1977、や、「縄文時代中期後半期における屋外祭祀の展開ー関東・中部地方の配石

遺構の分析を通じて一」信濃第 33巻4号 1981、は手もとになく読んでいないので、氏の考えを誤解しているか

もしれない。もしそうであれば、氏におわぴ申し上げる次第である。

3 鈴木次郎 1983 「打製石斧」『縄文文化の研究 7』雄山閣、による。氏は、 3形態の分類の基準の数値を示し

ておられるが、本分顆ではこのような数値に基づく分類は行なっていない。

4 山本直人 1985 「石川県における打製石斧について」『石川考古学研究会会誌』 28号による。

5 麻柄一志 1984 「縄文時代の石器組成と植生ーいわゆるナラ林文化論へのアプローチとして」『大境』第 8号 畠

山考古学会、南久和 1984 「縄文時代後晩期の木器・骨角器及ぴ北陸の石器組成の諸問題について」『金沢市新

保本町チカモリ遺跡一石器編』金沢市教育委員会、による。

6 同上

7 西野秀和氏より御教示いただいた。また、山本直人氏よりも同様な御教示をいただいた。
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II 1985 「石川県における打製石斧について」『石川考古学研究会会誌』 28号 石川考古学研究会

山本暉久 1983 「石棒」『縄文文化の研究 9』 雄山閣

湯尻修平 1977 『加賀市横北遺跡発掘調査報告書』 石川県教育委員会

米沢義光・辻本 馨・市掘元ー 1980 『曽福遺跡』 穴水町教育委員会

米田耕之助 1983 「土版」『縄文文化の研究 9』 雄山閣

渡辺 誠・片岡 肇・鈴木忠司 1979 『京都府舞鶴市桑飼下遺跡発掘調査報告書』 平安博物館
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第4表石器計測表（単位、 cm、g)

番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

1 磨製石斧 D 109 11.8 6.2 2.6 320 完 形 濃飛流紋岩質凝灰岩 1 TH84 

2 ＂ D 111 7.0 5.2 3.1 187 凝 灰 岩 2 TH109 

3 I/ D 107 5.7 3.3 1.9 31 完 形 蛇紋岩質石灰岩 5 

4 ＂ E 107 6.6 4.4 2.4 120 II II 4 TH146 

5 ＂ E 106 6.5 4.0 2.2 102 緑色片岩（緑泥石片岩） 3 

6 II D 107 3.3 1.9 0.7 8 完 形 結唱質石灰岩 6 

7 II E 107 4.0 3..3 1.2 24 凝 灰 岩 7 P67 

8 ＂ D 107 2.5 2.8 1.0 24 緑 色 片 岩 8 P95 

9 垂 飾 D llO 5.7 1.3 〇.7 8 完 形 黒 色 頁 岩 67 Pl5 

10 磨 石 15.9 9.2 4.7 10.;{) II 中 粒 砂 石LU 43 TH150 

11 不 明 Fl09 11.4 5.8 3.7 273 凝 灰 質 砂 石LU 52 

12 磨 石 13.5 11.2 5.2 11．お 完 形 石 英 粗 面 岩 30 南端

13 鰹節型石器 E 108 17.4 7.4 3.8 630 凝 灰 質 砂 岩 76 TH102 

14 石鋸型石器 D 108 7.2 6.9 3.3 168 白 色 凝 灰 岩 72 

15 石 刀 G 101 13.3 5.0 1.8 200 砂 質 頁 岩 51 

16 ＂ 
D 104 8.0 2.7 1.8 62 黒 色 頁 岩 70 TH22 

17 ＂ E 106 6.9 1.9 1.4 24 II 74 

18 II F 107 7.6 1.9 1.2 22 砂 質 頁 石し 71 

19 ＂ D 106 6.9 2.9 2.4 75 II 68 

20 鰹節型石器 D 110 9.9 5.2 2.7 140 緑 色 凝 灰 岩 73 Pl4 

21 岩 版 D 104 5.0 4.5 0.9 28 凝 灰 質 泥 岩 66 TH99 

24 石 皿 17.9 24.8 6.0 5000 火山礫凝灰岩 53 

25 石 刀 E 104 11.8 3.4 3.2 205 赤 鉄 鉱 片 岩 69 

26 磨 石 表採 10.7 9.7 5.4 850 完 形 中 粒 砂 岩 26 中世墓北

27 ＂ 
II 11.8 10.3 5.9 1035 II 粗 粒 砂 石LU 42 II 

28 ＂ G 103 12.9 13.2 5.3 1400 II 中 粒 砂 岩 29 

29 II 表採 19.7 11.3 5.4 1720 ＂ 
II 47 中、北東

30 II II 11.1 8.5 6.1 847 II 凝 灰岩質砂岩 39 中、北西

31 II II 13.5 9.7 6.3 11．お II 粗 粒 砂 岩 44 ＂ 
32 ＂ 

II 13.3 8.5 4.7 880 II II 45 II 

33 II ＂ 10.1 8.3 5.3 585 I/ II 37 中、北

34 ＂ 
E 101 13.1 12.0 5.7 1168 II 輝石角閃石安山岩 31 TH9 

35 板状磨石 D no 4.0 4.3 0.6 12 欠 白雲母結唱片岩 13 Pl3 

36 ＂ E 108 6.2 4.5 0.4 16 II II 12 P57 

37 II D 107 3.5 4.5 0.6 12 I/ II 14 P96 

38 ＂ 
II 3.0 3.4 〇.6 7.5 ＂ 

I/ 19 II 

39 ＂ D 110 10.0 5'. 5 0.6 38 II 

＂ 11 P14 

40 ＂ D 111 2.6 3.3 0.5 6 II I/ 10 P5 

41 II E 105 3.3 3.4 0.3 4 欠 結 唱 片 岩 15 

42 石 錘 D 108 9.4 7.9 2.9 348 完 形 石英安山岩質火山礫凝灰岩 18 P45 

43 ＂ D 105 11.0 8.3 3.5 460 II 緑 色 凝 灰 岩 19 

44 ＂ 
表採 7.9 4.4 1. 7 95 II 細 粒 砂 岩 20 中、北西

45 II D 105 7.0 3.3 1.8 70 II 閃 緑 岩 22 TH97 

46 II 表採 11.1 8.4 2.6 405 II 石 英 安 山 岩 16 中、北西

47 II E 106 9.9 7.5 2.7 283 II 細 粒 砂 岩 17 

48 ＂ D 104 6.3 5.3 2.1 90 II 緑色凝灰岩質砂岩 21 TH96 
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番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

49 石 皿 D 107 105 9.4 3.5 437 欠 粗 粒 砂 岩 49 P95 

51 磨 石 表採 8.2 5.2 3.0 190 完 形 粗 粒 砂 岩 34 

52 ＂ E 102 8.4 6.7 3.3 267 欠 ＂ 46 P134 

53 II 表採 9.8 8.4 4.3 580 完 形 II 25 中、北東

54 ＂ ＂ 10.8 8.0 4.2 523 欠 中 粒 砂 岩 41 ＂ 
55 II D 108 10.4 8.9 4.2 565 完 形 II 38 P40 

56 II G 103 12.7 5.8 4.5 470 欠 細 粒 砂 岩 35 

57 ＂ D 104 12.9 6.0 3.4 345 II 中 粒 砂 岩 36 THlOl 

58 ＂ D107 12.1 5.6 2.6 215 ＂ 凝 灰 質 砂 岩 48 

59 II 表採 11.5 7.6 3.8 480 ＂ 中 粒 砂 岩 40 中、北西

60 ” E 106 9.8 8.1 4.1 487 完 形 ＂ 32 

61 ＂ 表採 8.6 7.7 4.3 405 II 

＂ 24 中、南西

62 ＂ ＂ 9.9 7.0 3.4 290 II 軽 石 凝 灰 岩 27 中、北東

63 II II 8.1 8.0 4.4 400 ＂ 粗 粒 砂 岩 23 ＂ 
64 ＂ E 104 9.9 9.3 5.3 700 II II 28 

65 ＂ D 108 9.6 7.4 4.0 450 II 中 粒 砂 岩 33 P42 

66 スクレーバー 表採 5.2 6.5 1.0 45 II 輝 石 安 山 岩 64 中、北東

67 板状磨石 G 94 5.9 5.8 0.7 32 II 黒 色 頁 岩 65 2号石室

68 スクレーバー D 105 3.4 3.1 0.9 1 1 II 輝 石 安 山 岩 61 P107 

69 石 鏃 E 111 3.0 1.8 0.4 1.6 II II 54 

70 ＂ D 109 3.6 1.8 0.4 2.6 ＂ 流 紋 岩 58 P27 

71 ＂ D 106 4.8 1.5 1.0 7.4 欠 黒 色 頁 岩 59 TH68 

72 II E 105 5.0 1.0 0.7 3.5 ＂ フ リ ン 卜 60 TH137 

73 ＂ D 105 2.6 1.5 0.3 1.2 ＂ 玉 髄 55 TH117 

74 スクレーパー F 105 2.8 1.8 0.3 2.8 完 形 黒 色 頁 岩 63 

76 石 鏃 E 105 1.8 1.4 0.5 1.0 ＂ フ 1) ン 卜 57 

77 ＂ D 107 1.5 2.0 0.4 0.9 欠 ＂ 56 TH45 

78 不 明 ＂ 14.2 6.9 3.0 390 ＂ 白 色 凝 灰 岩 75 TH34 

79 打製石斧 B-1 D 108 12.7 7.4 3.0 325 完 形 変 朽 安 山 岩 140 P42 

80 II B-1 表採 12.5 7.9 3.2 365 ＂ 粗 粒 砂 岩 141 中、北西

81 II A-1 E 103 16.5 6.5 2.1 280 完 形 石 英 安 山 岩 105 TH2 

82 ＂ C-3 F 104 14.2 6.0 2.2 160 II 角閃石安山岩質1疑灰岩 156 

83 ＂ B-2 D 106 15.8 8.8 3.2 430 ＂ 変 朽 安 山 岩 160 TH65 

84 II A-2 E 106 17.5 8.1 3.1 530 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 135 

85 II C-1 D 106 15.6 7.8 2.6 360 ＂ 輝石角閃石安山岩 178 TH50 

86 II II 表採 15.5 8.5 2.7 400 ＂ 
玲 岩 179 中、北東

87 ＂ A-1 II 19.5 7.9 2.8 500 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 106 中

88 ＂ A-2 E 105 15.2 7.2 3.3 400 II 変 朽 安 山 岩 126 TH130 

89 II II 表採 15.5 7.4 3.3 460 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 127 中、南西

90 I/ A-1 D 108 11.5 5.5 2.4 160 II 凝 灰 岩 90 TH78 

91 ＂ ” D 105 12.0 5.2 2.9 175 II 角閃石安山岩質凝灰岩 87 TH16 

92 I/ A-2 E 109 11.6 4.8 2.8 170 ＂ 
II llO P32 

93 II A-1 E 105 10.5 6.4 2.0 150 II 石•安・火山礫凝灰岩 84 TH122 

94 ＂ 
II 表採 9.3 4.6 2.1 125 ＂ 珪 化 凝 灰 岩 77 中、南東

95 II A-2 II 8.0 4.8 2.3 125 欠 中 粒 砂 岩 111 中

96 II B-1 D 107 11.4 6.8 3.4 270 完 形 石•安・凝灰岩 139 TH35 
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番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

97 打製石斧 B-1 表採 11. 7 6.2 3.0 295 完 形 角•安·凝灰岩 138 中、南東

98 ＂ A-1 E 106 12.3 5.8 2.2 215 II 角・輝石安山岩 95 

99 ＂ C-2 D 108 13.4 7.1 1.8 185 II 緑 色 凝 灰 岩 182 TH81 

100 ＂ ＂ D107 12.7 6.9 2.4 195 II 流紋岩質火山礫凝灰岩 181 P92 

101 ＂ A-1 F 105 12.6 6.6 1.9 195 ＂ 輝 石 安 山 右山 94 

102 II 

＂ D 106 13.8 6.3 2.2 200 II 輝石角閃石安山岩 98 TH18 

103 II C-1 D 104 10.2 5.6 1.6 115 II 輝 石 安 山 岩 172 TH12 

104 ＂ A-1 表採 13.8 6.5 2.1 245 II 閃 緑 岩 96 中南東

105 ＂ 
II 

＂ 12.8 6.5 2.5 225 欠 緑 色 凝 灰 岩 92 中、北東

106 II 

＂ D 107 12.0 5.7 2.1 175 完 形 粗 粒 砂 右LL』 89 TH43 

107 ＂ 
II E 107 14.4 5.5 1.8 130 欠 緑 色 凝 灰 岩 99 

108 II C-1 D 104 10.7 5.5 1.8 105 完 形 角閃石輝石安山岩 173 TH95 

109 ＂ A-l D 105 12.2 6.0 1. 7 115 欠 片 麻 岩 88 p llO 

110 II 

＂ E 106 10.2 5.6 1.5 llO 完 形 片麻岩（優白部） 86 

111 II II D 105 11.2 4.9 1.6 85 II 輝 石 安 山 右L 83 TH55 

112 ＂ 
II (?) D 112 9.2 4.4 1. 7 60 欠 II 81 

113 II II (?) E 94 9.3 4.0 2.0 75 II 

＂ 78 

114 ＂ 
II (?) D 106 13.4 6.0 1.4 100 II 安山岩質火山礫凝灰岩 91 TH143 

115 ＂ 
II (?) D 107 11.0 5.4 1.8 120 II 輝石角閃石安山岩 82 TH36 

116 ＂ 
II (?) II 14.0 6.6 1.8 150 ＂ 安 山 岩 93 TH74 

117 ＂ 
II (?) D 104 10.4 4.8 1.3 60 II 緑 色 凝 灰 岩 80 TH95 

ll8 II II 表採 10.1 4.5 1.9 100 完 形 流紋岩質 1疑灰岩 85 中、北東

119 ＂ 
II (?) E 106 9.7 5.0 1.5 60 欠 安 山 岩 79 

120 ＂ C-3 表採 15.4 8.4 2.2 320 完 形 片麻岩（優白部） 191 中、南東

121 II B-2 13.8 8.0 2.6 325 II 緑色凝灰質砂岩 145 2区

122 ＂ C-3 D 108 16.2 7.7 2.4 320 II 石•安・火山礫凝灰岩 190 TH46 

123 ＂ A-2 E 106 18.3 7.5 3.0 500 II 片麻岩（優黒部） 133 TH139 

124 ＂ C-l F llO 16.3 8.1 2.8 360 II 火 山礫 1疑灰岩 180 古路

125 II A-1 D 107 14.4 7.3 2.6 300 II 片麻岩（優黒部） 97 TH75 

126 ＂ C-l D 106 13.7 7.9 2.4 270 ＂ 輝 石 安 山 岩 175 TH73 

127 ＂ A-1 ＂ 15.0 7.5 2.6 295 ＂ 安山岩質角礫凝灰岩 103 TH67 

128 ＂ A-2 D 111 15.4 8.7 3.6 530 II 緑色凝灰質砂岩 125 TH107 

129 ＂ C-1 E 102 15.0 7.7 3.3 320 ＂ 安山岩質凝灰岩 176 THl 

130 II A-2 表採 15.0 7.5 3.5 490 II 輝 石 安 山 岩 124 中、南東

131 ＂ C-1 F llO 16.9 7.9 3.4 500 II 珪 化 凝 灰 岩 185 

132 II B-1 表採 15.2 8.7 3.0 445 ＂ 
II 149 中

133 ＂ ＂ ＂ 15.1 9.5 3.2 565 II 粗 粒 砂 石LU~ 148 中、北西

134 ＂ A-2 E 104 17.5 7.2 4.4 585 II 輝 石 安 山 岩 131 TH121 

135 II 

＂ D 106 12.8 6.1 3.0 350 ＂ 片 麻 岩 112 TH32 

136 ＂ C-1 E 107 12.1 6.2 3.3 245 II 細 粒 砂 岩 174 TH149 

137 ＂ A-2 D 102 11.9 5.4 3.3 240 I/ 粗 粒 砂 岩 108 TH5 

138 ＂ ＂ 表採 11.5 5.3 2.5 200 ＂ 輝 緑 岩 107 中、南西

139 II II II 13.8 6.3 3.1 350 ＂ 中 粒 砂 石しり~ 115 中

140 II 

＂ ＂ 14.5 64 2.7 330 II 玲 岩 118 中、南西

141 ＂ 
II E 107 12.2 5.1 2.5 200 ＂ 珪 化 凝 灰 岩 109 TH147 

142 ＂ ＂ G 103 13.1 6.4 3.0 3.0 II 火 山礫凝灰岩 114 
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番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 限 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

143 打製石斧 A-2 E 106 15.4 6.6 3.4 400 完 形 石 英 安 山 岩 120 P89 

144 II B-1 G 103 12.6 7.7 3.9 290 II 細 粗 砂 岩 142 

145 ＂ B-2 D 105 12.5 7.2 3.4 310 ＂ 
II 151 TH20 

146 ＂ A-2 G 105 13.4 6.9 2.5 290 ＂ 
II 113 

147 ＂ B-1 D 104 13.0 8.2 3.0 380 II 玲 岩 146 TH98 

148 ” A-2 G 103 15.7 7.0 3.0 445 ＂ 安 山 岩 129 

149 ＂ C-3 D 109 16.6 8.2 2.8 390 ＂ 粗 粒 砂 岩 197 P36 

150 II C-2 E 104 18.6 8.6 3.3 520 ＂ 玲 岩 186 Pl38 

151 ＂ A-2 表採 17.7 8.0 3.8 600 II 石英粗面岩質火山礫凝灰岩 132 中、北西

152 ＂ B-2 G 106 17.8 8.5 3.0 500 ＂ 珪化緑色凝灰岩 162 古路

153 ＂ C-1 表採 15.2 7.8 2.8 400 ＂ 火山礫凝灰岩 177 中、南西

154 II B-2 D 106 14.0 9.0 4.4 595 II 輝 石 安 山 岩 161 

155 ＂ ” D 107 21.0 10.8 3.8 860 ＂ 片 麻 岩 167 TH42 

156 ＂ C-3 D 111 16.2 9.2 3.0 525 ＂ 火山礫凝灰岩 196 P4 

157 ＂ A-2 E 105 16.2 7.3 3.7 460 ＂ 安 山 岩 123 TH127 

158 ＂ 
II 表採 16.2 8.2 3.5 520 ” 緑 色 凝 灰 岩 128 中、南東

159 ＂ ＂ E 106 15.8 7.7 3.2 440 ＂ ＂ 122 TH140 

160 ＂ ＂ D 106 15.6 7.3 4.1 540 II 粗 粒 砂 岩 121 

161 
＂ 

B-1 E 106 14.1 9.5 3.3 440 II 石•安・火山礫凝灰岩 147 

162 ＂ ＂ 表採 13.4 8.4 3.5 450 II 粗 粒 砂 岩 143 中、北西

163 II B--2 D 105 14.2 8.2 3.1 380 ＂ 緑 色 凝 灰 岩 155 TH57 

164 II A-2 F 108 17.0 7.2 3.8 625 ＂ 輝石角閃石安山岩 134 古路

165 ＂ B-2 F 104 15.5 8.1 3.2 565 欠 角閃石安山岩質凝灰岩 163 

166 ＂ 
II F 107 19.4 9.6 3.0 690 完 形 角閃石輝石安山岩 166 

167 ＂ ＂ F 106 15.3 7.4 2.8 360 ＂ 粗 粒 砂 岩 159 

168 ＂ II (?) 表採 12.7 8.2 2.4 240 欠 安山岩質火山礫1疑灰岩 150 中、北東

169 ＂ B-1 D 105 10.9 7.6 2.7 240 完 形 粗 粒 砂 岩 137 TH13 

170 ” B-2 D 106 14.4 8.8 3.2 360 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 157 TH72 

171 II 

＂ F 109 14.1 7.8 3.1 370 ＂ 変 朽 安 山 岩 153 古路

172 II C-2 E 106 15.5 7.0 2.4 310 ＂ 
玲 岩 184 

173 ＂ D (?) D 106 13.5 10.1 3.8 630 欠 石英安山岩質火山礫凝灰岩 205 PlOl 

174 II B-2 表採 13.5 13.2 4.0 630 I/ 石英安山岩質凝灰岩 171 

175 ＂ C-3 D 109 15.7 10.3 3.1 440 II 粗 粒 砂 岩 193 P35 

176 ＂ C-2 D 107 23.8 12.5 5.4 1230 完 形 石英安山岩質火山礫凝灰岩 189 TH77 

177 ＂ D D 109 15.7 9.0 2.6 320 II 粗 粒 砂 岩 203 TH83 

178 ＂ ＂ D 106 15.7 8.9 3.0 470 II 

＂ 202 TH69 

179 ＂ ＂ D 107 15.7 10.7 3.1 560 ＂ ＂ 204 P97 

180 II 

＂ D 111 14.8 9.0 2.1 370 II 

＂ 201 

181 ＂ C-3 E 105 12.0 10.8 3.6 550 欠 火山礫凝灰岩 200 TH123 

182 II B-2 18.2 10.8 3.8 740 完 形 II 165 2区

183 ” C-3 F 104 13.4 8.7 3.1 430 欠 石英安山岩質凝灰岩 199 

184 II 

” 14.1 10.4 2.8 560 完 形 安山岩質凝灰岩 198 18トレ

185 ＂ B-2 D 107 21.2 10.1 3.9 840 II 玲 岩 168 P97 

186 ＂ 
II E 107 14.3 9.5 2.9 270 II II 170 P67 

187 II C-2 19.7 9.5 2.4 460 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 187 18トレ

188 II B-2 22.9 10.2 3.5 805 II 緑 色 凝 灰 岩 169 2区

--105 --



番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

189 打製石斧 B-2 D 106 17.7 11.4 3.2 650 完 形 II 164 TH19 

190 II C-3 E 84 14.5 9.1 330 II 石英安山岩質凝灰岩 194 

191 ＂ 
B-2 D 108 14.9 8.4 4.3 450 ＂ 中 粒 砂 岩 158 TH49 

192 II C-2 表採 14.6 8.5 2.8 340 II 流紋岩質火山礫凝灰岩 183 中、北西

193 ＂ B-2 G 104 14.5 8.4 3.7 550 II 安山岩質火山礫凝灰岩 154 

194 ＂ C-3 D 1111 15.0 8.9 2.5 390 欠 石英安山岩質火山礫凝灰岩 195 TH109 

195 ＂ 
A-2 E 106 15.2 7.6 2.8 480 II II 130 

196 II 

＂ F 109 13.8 6.7 2.9 340 完 形 II 117 

197 II B-1 D 106 14.3 7.2 3.4 415 II 石英粧面岩質火山礫凝灰岩 144 TH64 

198 ＂ 
A-2 F 110 14.7 6.5 2.5 320 II 細 粒 砂 岩 116 古路

199 II 

＂ D 107 18.2 7.4 3.3 515 II 珪化緑色凝灰岩 136 TH90 

200 II A-1 ＂ 15.2 7.0 2.4 340 II 緑 色 凝 灰 岩 102 

201 ＂ A-l D 105 16.1 7.2 2.7 260 完 形 石 英 安 山 岩 104 TH59 

202 II 

＂ F 106 14.5 6.9 2.5 315 II 赤冬 朽 安 山 岩 101 

203 ＂ 
II E 106 14.5 7.7 2.5 280 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 100 

204 ＂ 
C-3 E 100 14.6 8.2 3.2 345 II 玲 岩 192 

205 ” B-2 表採 12.1 8.0 2.2 220 欠 変 朽 安 山 岩 152 中、北西

206 ＂ 
A-2 ＂ 15.0 7.7 3.5 490 完 形 119 中、南東

207 II A-1 E 106 15.4 8.0 2.4 450 II 石 英 安 山 岩

208 II B-l D 107 14.8 8.6 3.1 540 欠 流紋岩質火山礫凝灰岩 TH39 

209 ＂ 
A-1 G 105 10.2 6.7 2.6 250 ＂ 角閃石輝石安山岩 溝

210 II 不明 E 107 11.4 6.7 2.6 260 II 石英安山岩質火山裸凝灰岩

211 ＂ 
C-1 E 106 10.3 7.4 2.3 200 II 石 英 安 山 岩

212 ＂ 
A-2 表採 10.9 7.0 2.6 310 II 角閃石輝石安山岩 中、北西

213 II B-1 II 12.8 7.1 3.4 420 完 形 安 山 岩 II 

214 II 不明 E 104 9.0 7.8 3.0 340 欠 石 英 安 山 岩 TH128 

215 II A-2 表採 14.0 5.4 2.8 310 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 中、南東

216 ＂ 
II (?) D 106 11.3 7.0 3.6 390 II ＂ 

TH25 

217 II 不明 D 107 8.2 6.5 3.2 250 II II TH38 

218 ＂ 
A-2 F 107 10.1 6.2 2.9 310 I/ II TH155 

219 ＂ 
II (?) 表採 8.4 6.5 4.0 290 II 角 閃石安山岩

l 

220 II " (?) D 106 10. 7 5.7 3.4 280 II 玲
右しL』 TH31 

221 ＂ 
// (?) E 106 6.6 6.8 3.1 200 II 石英安山岩質凝灰岩 TH141 

222 II ！！ （？） 表採 7.8 6.2 3.5 260 II 変 朽 戸 山 岩 中、北西

223 ＂ " (?) F 109 9.3 5.9 2.4 210 II 火 山礫 1疑灰岩

224 II II (?) ＂ 9.8 6.7 3.4 320 II 玲
石トL』~ 

225 ＂ 
A-1 F 105 8.2 6.2 2.5 200 II 砂 岩

226 II II (?) F 107 8.5 5.8 2.3 160 II 閃 緑
石レL』

227 II II G 105 14.4 7.0 2.6 300 II 輝 石 安 山 岩

228 II 

＂ D 111 14.5 6.5 2.0 250 完 形 石英安山岩質火山礫凝灰岩 P4 

229 ＂ 
B-2 表採 10.7 8.5 3.9 420 欠 ＂ 

中、北西

230 ＂ 
II (?) 12.4 10.1 2.5 340 II II 2区

231 II II (?) 表採 10.5 11. 7 2.9 440 II 角閃石輝石安山岩

232 II " (?) F 107 11. 7 11.4 2.8 420 II 安 山 岩 TH153 

233 II 

＂ D 108 12.0 11.2 3.0 370 II 粗 粒 砂 岩 TH48 

234 II II D 103 17.5 9.1 3.1 580 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH94 
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235 打製石斧 B-1 E 105 13.5 7.3 4.4 530 完 形 変 朽 安 山 岩 TH133 

236 ＂ 不明 表採 7.4 6.2 1. 7 120 欠 粗 粒 砂 岩 中、北西

237 ＂ B-2? 
＂ 12.1 8.6 2.6 440 II II 

＂ 
238 ＂ 不明 ＂ 7.4 8.4 2.4 160 II 輝 石 安 山 岩 中、北東

239 ＂ ＂ ＂ 3.9 7.6 2.1 600 ＂ ＂ ＂ 
240 ＂ ＂ E 106 9.3 2.8 2.3 160 ＂ 粗 粒 砂 岩

241 II B-2 E 107 9.7 10.0 4.3 420 欠 珪 化 凝 灰 岩

242 ＂ II (?) D 110 8.9 7.5 2.8 180 ＂ 石英安山岩質凝灰岩 Pl4 

243 ＂ /I (?) D 108 8.9 6.6 3.0 180 II 凝 灰 質 砂 岩 TH47 

244 II 不明 E 106 6.2 7.2 1.8 100 ＂ 粗 粒 砂 岩

245 ” II 表採 5.1 8.8 2.1 140 ＂ 石英安山岩質凝灰岩 古路

246 ＂ ＂ ＂ 8.8 7.0 2.4 200 II 変 朽 安 山 岩 中、南西

247 ＂ ＂ 
Ii 10.8 9.2 1.9 230 II 粗 粒 砂 岩 中、北西

248 II II 

＂ 8.1 5.8 1.6 100 II 

＂ 中、北東

249 ＂ ＂ G 105 9.6 8.8 3.4 310 II 火 山礫凝灰岩

250 II 

＂ E 107 5.6 4.9 0.7 30 II 変 朽 安 山 岩 P65 

251 II B-2 G 106 7.9 9.9 2.4 260 ＂ 輝石角閃石安山岩 古路

252 ＂ ＂ F 106 12.3 7.7 2.7 280 完 形 火山礫凝灰岩 P84 

253 II II D 104 7.7 6.0 2.4 160 欠 II 

254 II A2 E 105 12.3 5.5 2.4 170 ＂ 輝 緑 岩 TH134 

255 ＂ B-2 表採 11. 7 7.3 1.2 120 ＂ 輝 石 安 山 岩 中、北西

256 ＂ 不明 D 107 5.8 4.8 2.7 80 ＂ 
II TH86 

257 ＂ ＂ D 111 10.7 5.8 1.8 150 ＂ ＂ TH108 

258 II B-2 D 106 8.2 6.4 2.3 120 II 火 山礫凝灰岩

259 ＂ A-l 表採 8.6 5.8 2.1 140 II 輝 石 安 山 岩 中、北西

260 II 不明 D 106 7.5 5.8 2.2 100 ＂ 石 英 安 山 岩

261 ＂ 
II 

＂ 6.4 7.6 2.2 140 II 中 粒 砂 岩

262 ＂ 
II D 111 8.5 4.6 1.6 80 ＂ 輝 石 安 山 岩 TH116 

263 ＂ ＂ F 104 6.0 5.7 1.5 70 ＂ 細 粒 砂 岩

264 ＂ ＂ D 106 10.4 6.1 1.9 150 ＂ 緑 色 凝 灰 岩 TH24 

265 II II D 107 8.1 7.4 2.3 200 ＂ 石 英 安 山 岩

266 ＂ 
II E 105 8.2 5.4 1. 9 120 ＂ 輝石角閃石安山岩

267 ＂ ＂ D 105 7.5 6.1 2.1 130 ＂ 火山礫凝灰岩 TH53 

268 ＂ ＂ D 106 4.3 6.9 1.2 50 ＂ 輝 石 安 山 岩 TH63 

269 ＂ ＂ 表採 9.4 5.8 2.4 160 ＂ 凝 灰 石LL』 中、北西

270 II 

＂ 
II 8.1 6.4 2.8 200 II 火 山礫凝灰岩 II 

271 ＂ A-1 ＂ 9.3 4.8 1.1 60 II 輝 石 安 山 岩 ＂ 
272 II 不明 ＂ 9.4 6.6 2.8 210 II 石英安山岩質冶灰岩 ＂ 
273 II B-2 II 8.1 6.5 2.5 160 II 細 粒 砂 岩 中、南東

274 II A-1 D 105 8.7 5.2 1.0 60 ,, ＂ 
275 II B-2 表採 7.7 5.9 2.5 150 II 片 麻 岩 中、北西

276 II 不明 II 5.5 5.0 2.2 80 ＂ 火山礫凝灰岩 中、北東

277 ＂ 
II II 5.6 6.4 2.2 90 II 角 閃石安山岩 中、北西

278 II 

” ＂ 6.8 4.8 1.5 60 II 細 粒 砂 岩 中

279 ＂ ＂ D 106 5.0 7.1 1.5 50 II 

＂ 
280 ＂ 

II G 107 9.2 5.6 1.2 90 ＂ 
II 古路
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281 打製石斧 A-2 G 104 10.7 6.0 2.2 210 完 形 玲 岩

282 II B-2 D 107 12.6 6.9 2.2 200 欠 火山礫 1疑灰岩

283 II II (?) E 108 11.3 8.6 3.0 400 II 石 英 粗 面 岩 P46 

284 ＂ 
A-2 表採 11.1 6.2 2.4 240 完 形 安 山 石L 中、北西

285 II 不明 ＂ 9.1 7.0 2.5 190 欠 細 粒 砂 岩 II 

286 II 

＂ ＂ 10.6 7.4 2.6 210 II 火 山礫凝灰岩 II 

287 ＂ 
B-2 F 104 11. 7 8.8 3.3 460 II 細 粒 砂 岩

288 ＂ 
A-1 D 105 13.9 7.2 2.9 320 完 形 火山礫 1疑灰岩 Pll2 

289 ＂ 
B-2 D 107 12.1 8.3 3.8 470 欠 粗 粒 砂 岩 TH41 

290 ＂ 
II (?) F 106 10.1 8.5 2.7 320 II 珪 化 凝 灰 岩

291 ＂ 
II (?) 表採 11. 7 8.5 3.4 350 II 玲 岩 中、北東

292 II II (?) E 106 10.3 8.7 3.2 360 II 中 粒 砂 岩 TH141 

293 II 不明 ＂ 10.3 8.6 3.6 380 II 火 山礫 1疑灰岩 P91 

294 II II E 105 11.6 8.3 3.3 360 II 緑 色 凝 灰 岩 TH124 

295 ＂ C-3 D 109 13.8 4.4 3.2 490 ＂ 安山岩質火山礫1疑灰岩 TH82 

296 ＂ 
A-l F 109 13.7 7.1 2.9 280 完 形 安 山 右トU

297 II C-3 D 106 12.4 9.2 3.6 470 欠 粗 粒 砂 岩 TH30 

298 ＂ ＂ F 104 7.7 8.8 2.3 220 II 石英安山岩質凝灰岩

299 II II D 105 9.0 8.9 3.2 350 II 火 山礫凝灰岩 TH56 

300 II 

＂ F 106 7.9 6.8 2.0 150 ＂ 角閃研安山岩質凝灰岩

301 ＂ 
II E 106 9.1 9.9 2.3 270 II 玲 右しり TH142 

302 ＂ ＂ F 104 8.1 6.8 1. 9 110 ＂ 輝 石 安 山 岩 古賂

303 ＂ ＂ D 106 10.9 8.1 2.7 310 II 変 朽 安 山 石し~ 

304 ＂ ＂ D 108 7.6 7.0 2.3 180 II II TH79 

305 II II E 105 12.2 7.3 2.5 290 II II TH79 

306 II 

＂ D 105 5.7 5.8 1.3 50 ＂ 流紋岩質凝灰岩
TH54 

307 ＂ 
II 8.2 7.7 3.2 240 II 玲 石し 2区

308 ＂ 
II D 106 11.3 9.8 3.5 400 II 凝 灰 質 砂 岩 TH27 

309 ＂ 
B-2 D 105 9.5 7.6 2.2 170 II 火 山礫凝灰岩 TH51 

310 ＂ 不明 F 106 8.3 8.1 3.7 310 ＂ 
II 

311 II 

＂ D 106 8.4 6.8 3.6 260 II 粗 粒 砂 岩 TH61 

312 ＂ A-1 D 109 11.2 6.2 2.1 140 II 珪化緑色凝灰岩 TH83 

313 ＂ 不明 D 105 8.0 8.5 2.4 210 II 火 山礫凝灰岩 TH52 

314 ＂ ＂ D 109 9.5 8.3 3.2 320 II 角 閃石安山岩 TH83 

315 ＂ ＂ 表採 11.6 7.4 3.3 240 II 輝 石 安 山 岩

316 ＂ ＂ D 106 10.3 9.1 2.8 310 II 安 山 岩 TH62 

317 ＂ 
II D 105 7.1 6.2 1.3 70 II 中 粒 砂 岩 TH14 

318 II B-2 D 109 10.7 7.5 2.7 350 II 粗 粒 砂 岩 TH114 

319 ＂ 不明 D 106 9.7 7.1 3.2 290 // 珪化安山岩質凝灰岩 TH26 

320 ＂ 
II D 109 9.2 7.9 3.3 320 II 変朽安山岩質凝灰岩 TH113 

321 II 不明 D 105 10.3 7.3 2.7 240 欠 石 英 粗 面 岩 TH15 

322 ＂ ＂ F 108 8.6 7.4 2.1 180 II 中 粒 砂 岩 TH103 

323 II 

＂ D 102 10.7 8.1 1.8 210 II 輝 石 安 山 岩 TH91 

324 ” A-1 D 105 10.5 6.3 1.5 150 
II 粗 粒 砂 石..... 』 TH58 

325 ＂ 不明 D 110 6.5 6.9 1.6 100 II // THlll 

326 II 

＂ D 105 11. 7 9.0 3.3 350 ＂ 
玲 岩 TH60 
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327 打製石斧 不明 D 106 7.6 6.9 2.5 170 欠 片 麻 右しり PlOO 

328 ＂ B-2 G 106 8.8 9.0 3.4 380 ＂ 粗 粒 砂 岩 古路

329 ＂ 不明 表採 9.2 9.7 1. 7 170 ＂ 変 朽 安 山 岩 中、南東

330 ＂ ＂ D 109 8.3 8.4 3.0 280 ＂ 珪化緑色凝灰岩 P34 

331 ＂ B-2 E 105 10.7 8.5 3.6 350 ＂ 粉 岩 TH131 

332 II A-1 F 106 8.8 5.5 3.1 230 II 砂 質 凝 灰 石しU 古路

333 ＂ B-1 E 106 12.2 7.4 3.0 280 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩

334 ＂ 不明 表採 9.5 6.9 3.2 290 ＂ 石英安山岩質 1疑灰岩 中、南東

335 II 

＂ ＂ 11.4 8.0 3.5 400 ＂ 凝 灰 質 砂 岩 中、北西

336 ＂ B-2 ＂ 10.5 8.2 3.4 280 ＂ 粗 粒 砂 石LU II 

337 ＂ 不明 ＂ 8.7 7.0 2.5 200 ＂ 変 朽 安 山 岩 中、南東

338 ＂ 
II E 103 10.3 8.8 2.4 280 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH3 

339 II II D 111 8.9 7.9 1.2 llO ＂ 粗 粒 砂 岩 THlO 

340 II II G 106 9.0 8.6 2.3 220 ＂ 珪化緑色凝灰岩 古銘

341 II A-1 D 111 10.3 7.3 2.1 210 ＂ 変 朽 安 山 岩 P4 

342 II 不明 E 104 8.1 7.2 3.1 210 ＂ 石 英 安 山 岩 TH120 

343 ＂ ＂ E 110 8.6 6.6 2.5 230 ＂ 玲 岩 TH106 

344 ＂ ＂ G 106 8.9 8.6 2.6 250 ＂ 砂 質 凝 灰 岩 古路

345 II 

＂ 表採 11.6 6.5 2.7 280 II 石 英 粗 面 岩 中

346 ＂ 
II II 9.2 8.5 2.3 240 ＂ 輝石角閃石安山岩 中、北西

347 ＂ ” D 102 6.5 7.1 2.1 110 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH92 

348 ＂ 
II 表採 11.3 6.9 2.4 240 ＂ 火山礫凝灰岩

349 II 

＂ E 107 7.3 7.7 1.9 150 ＂ 片 麻 岩 TH148 

350 ＂ A-l E 103 10.6 7.2 2.1 230 II 安山岩質凝灰岩 TH4 

351 ＂ 不明 E 107 6.3 6.3 2.2 100 II 玲 岩 P70 

352 ＂ ＂ F 107 7.1 6.8 2.0 140 II 凝 灰 質 砂 岩

353 ＂ 
II G 105 10.3 8.0 3.3 400 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 古路

354 ＂ 
II H 101 11.3 8.3 3.1 430 ＂ 変 朽 安 山 岩 II 

355 ＂ 
II 表採 8.3 9.4 2.9 230 II 火 山礫 1疑灰岩 中、北東

356 ＂ ＂ F 107 7.3 7.4 1.5 140 I/ 変 朽 安 山 岩 P77 

357 II B-2 表採 11.9 10.1 3.9 490 ＂ 火山礫凝灰岩 中、北西

358 ＂ 不明 ＂ 10.2 7.5 2.3 250 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 中、北東

359 II II E 106 7.4 6.8 1.5 110 II 粗 粒 砂 岩 中

360 II II 表採 8.8 7.0 2.9 210 II 玲 岩

361 II 不明 D 111 5.3 5.9 1.6 80 欠 石 英 安 山 岩 p 4 
362 ＂ B-2 E 107 11.0 8.2 2.5 320 II 粗 粒 砂 岩 TH151 

363 II (?) D 106 13.6 8.0 2.4 330 I/ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH17 

364 II （？） D 107 13.2 7.8 2.8 350 II 

＂ TH40 

365 ＂ C-3 F 106 9.6 8.9 2.6 260 ＂ 
，粗 粒 砂 岩

366 ＂ B-2 E 89 13.3 11. 7 4.3 710 ＂ 輝石角閃石安山岩
367 II C-3 表採 15.1 7.7 2.0 310 完 形 石英安山岩質火山礫凝灰岩 中、南西

368 II B-2 II 12.6 8.0 2.3 260 欠 細 粒 砂 岩 中、北西

369 ＂ A-1 ＂ 16.0 7.4 2.3 240 II 石 英 安 山 岩 中、南西

370 II II 

＂ 18.4 7.9 2.3 370 完 形 II 中、北西

371 ＂ 不明 E 91 12.4 8.7 2.1 320 欠 輝 石 安 山 岩

372 II B-2 II 16.3 8.3 4.2 570 完 形 安 山 岩
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番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

373 打製石斧 B-2(?) E 104 12.4 7.2 2.2 260 欠 玲 岩 TH119 

374 II C-2 G 103 14.2 7.8 1.6 180 II 輝 石 安 山 岩

375 ＂ 不明 E 94 13.4 8.6 2.4 260 II 玲 岩

376 II A-2 表採 14.8 7.1 3.0 390 II 火 山礫凝灰岩 中、北西

377 ＂ 
B-2 F 107 11.4 9.4 3.1 420 II 赤冬 朽 安 山 岩 TH154 

378 II A-2 D 106 14.7 8.6 3.0 490 I/ 火 山礫凝灰岩 P104 

379 ＂ 
C-1 E 107 19.0 8.6 3.3 630 完 形 火山礫凝灰岩 TH152 

380 II C-3 D 104 15.4 8.2 2.8 350 欠 .1分 岩 TH11 

381 ＂ 
B-2 表採 17.6 8.2 3.5 660 II 中 粒 砂 岩

382 ＂ ＂ G103 17.0 8.8 3.2 520 II 火 山礫凝灰岩

383 II 不明 E 106 10.2 6.9 2.5 270 II 細 粒 砂 岩

384 II A-1 D 106 9.4 6.9 2.7 210 II 火 山礫凝灰岩 TH66 

385 II 不明 表採 10.3 7.2 2.2 230 II 細 粒 砂 岩

386 ＂ ＂ D 106 13.4 7.5 2.5 290 II 緑 色 凝 灰 岩

387 ＂ 
A-2 D 107 9.2 6.0 3.1 230 II 安 山 岩 TH89 

388 II B-2 E 106 13.2 7.2 1.5 170 II 変 朽 安 山
石LL』

389 ＂ 不明 E 105 9.0 5.0 2.6 200 II 緑 色 凝 灰 岩

390 II II 

＂ 8.8 6.1 1.9 190 II 珪 化 凝 灰 岩 TH136 

391 II A-2 D 106 13.1 7.1 2.5 340 完 形 玲 岩 TH70 

392 ＂ ＂ E 105 12.9 7.0 3.4 400 欠 珪 化 凝 灰 岩 TH132 

393 ＂ 
B-l 15.2 7.9 4.4 630 I/ 角 閃石安山岩 南端

394 II A-2 E 106 14.9 6.5 3.7 380 II 輝 緑 岩

395 ＂ 
II (?) E 105 13.5 7.6 3.4 490 II 片 麻

石LL』~ TH125 

396 II I/ (?) D 106 9.0 6.6 3.2 290 II 細 粒 砂 岩 TH28 

397 ＂ " (?) E 106 10.1 6.4 3.3 300 ＂ 火山
礫凝灰岩 P89 

398 ＂ 
II (?) D 110 7.9 6.1 2.8 200 II 細 粒 砂

右トL』 P14 

399 II II (?) I 72 9.0 5.8 2.9 220 ＂ 角閃
石安山岩

400 II II (?) 表採 8.9 6.0 2.9 210 II 火 山礫凝灰岩 中、北西

401 ＂ 不明 D 106 6.1 6.5 2.8 170 欠 火山礫凝灰岩 TH29 

402 ＂ 
II E 106 7.3 6.6 3.2 190 II 細 粒 砂 岩

403 II A-2 D 107 9.8 5.9 3.0 250 II 細 粒 砂 岩 TH37 

404 II E 106 12.2 6.0 2.3 260 II 輝 緑 岩

405 II E 107 13.1 6.0 2.6 280 II 細 粒 砂 岩 P69 

406 II II (?) E 106 8.9 5.4 1.8 100 II 輝 石 安 山 岩

407 II 不明 D 104 10.8 6.1 2.6 210 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH129 

408 II A-2 D 106 10.5 6.6 2.3 250 II 粗 粒 砂 岩

409 II II 表採 13.5 6.5 2.6 280 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 中、南東

410 II B-1 D llO 9.2 5.4 1.9 130 II 珪化緑色凝灰岩 TH118 

411 II A-2 F 109 13.3 5.1 2.0 210 II 石英安山岩質凝灰岩 古路

412 ＂ B-l D 106 12.1 9.2 2.8 350 完 形 石英安山岩質火山礫凝灰岩 TH71 

413 II C-1 D 106 15.1 9.8 3.0 420 欠 II 

414 II 不明 E 106 9.7 8.5 2.2 260 II 流 紋 岩 P86 

415 II A-1 表採 11.8 6.9 2.3 220 II 緑 色 凝 灰 岩 中、南東

416 II 

＂ ＂ 15.3 8.1 1.4 230 ＂ 安 山 岩 中

417 ＂ 
II E 107 13.2 7.2 2.6 310 完 形 角閃石輝石安山岩 TH145 

418 II II F 106 13.1 7.3 2.6 300 欠 安山岩質角礫凝灰岩
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番号 石器名 分類 出土地点 長 幅 厚 重 遺存状態 石 質 挿図番号 備考

419 打製石斧 C-1 D 107 15.2 8.2 2.0 310 欠 輝 石 安 山 岩 TH33 

420 II 不明 D 111 12.3 8.1 2.7 450 II 変 朽 安 山 岩 P4 

421 II A-1 D 107 11.8 7.5 3.2 300 II I/ P95 

422 II A-2 E 107 12.5 6.6 3.2 360 II 凝 灰 質 砂 岩

423 II C-2 E 106 14.0 7.7 3.7 490 ＂ 石英安山岩質火山礫凝灰岩

424 II 不明 D 105 13.2 8.5 3.0 370 I/ 粗 粒 砂 岩 Pll2 

425 II B-2 F 90 14.1 9.2 2.9 460 II 石英安山岩質凝灰岩

426 II 不明 表採 9.1 5.9 2.7 190 II 石英安山岩質火山礫凝灰岩 中、南西

427 ＂ A-2 II 14.8 7.3 2.8 420 ＂ 変 朽 安 山 岩 中、北西

428 II II G 105 13.7 7.0 4.4 530 ＂ 凝 灰 質 砂 岩

429 ＂ 不明 E 109 10.6 7.0 3.3 310 I/ 変 朽 安 山 岩

430 ＂ A-1 表採 8.9 4.8 1. 7 llO ＂ 細 粒 砂 岩 中、北西

431 ＂ 
II (?) D 107 8.3 4.8 2.3 150 II 緑 色 凝 灰 岩

432 II 不明 II 6.5 5.2 1.6 70 ＂ 安 山 岩 TH87 

433 II II II 5.4 5.1 1.6 70 ＂ 凝 灰 岩 P94 

434 ＂ A-1 9.2 5.6 1.8 150 II 角閃石安山岩質1疑灰岩 TH157 

435 II II (?) E 105 10.8 5.1 2.5 190 II 緑 色 凝 灰 岩 TH135 

436 ＂ 不明 D 105 7.2 5.5 1.9 90 II 中 粒 砂 岩 TH138 

437 II 

＂ D 107 6.5 5.4 2.1 100 II 凝 灰 岩 TH88 

438 ” A-2 G 104 13.1 6.4 2.7 250 完 形 輝 石 安 山 岩

439 II II D 103 11.8 5.8 3.4 270 II 

＂ 
440 ＂ B-2 E 104 15.0 8.8 3.2 460 欠 石 英 粗 面 岩 TH156 

441 II 不明 10.0 8.5 3.8 460 欠 石英安山岩質火山礫凝灰岩 21トレ

442 ＂ ＂ G 105 11.3 10.2 3.4 520 !I 

＂ 
443 II B-1 D 108 12.8 8.4 3.4 430 完 形 角閃石安山岩 TH115 

445 II B-2 D 107 120 7.9 3.3 390 欠 玲 岩 TH144 

446 ＂ A-2 F 109 10.5 8.5 2.7 310 II 角 閃石安山岩 TH105 

447 II 不明 D 105 15.4 7.2 3.0 380 II 凝 灰 質 砂 岩 TH23 
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第2節中世の遺物

1 土拡出土遺物（第 70• 71図 図版ー 40• 41) 

第4次調査で検出した土坑の中で、第7• 16 • 17 • 19 • 40号土拡の 5基からは、一括の掏磁器や土師質土器

等が出土した。これらに関しては、他の陶磁器類と分けて本項で扱かった。なお、これら一括の陶磁器類は、本

遺跡の上流に位置する鳥越城二の丸で検出された石室状遺構出土の掏磁器群（ 1)には及ばないが、集落址から

の出土資料としては良好なものと考えられる。以下、土拡順に説明を加えたい。

第7号土拡出土土器 (70図 図版ー40)

土拡の床面近くから土師質土器が敷詰められた状態で出土した。土器は土師質土器の皿だけで、全形を知り得

るもの 16点の他に約 1個体分の小片が検出された。全て水挽成形で、外底に回転糸切痕を残している。胎土は共

に細かくて、砂粒の含みもない。水簸された土のようである。色調も全て浅黄橙色を呈する。 1~14の小皿はロ

径が7.9~8.8cm、器高は1.2~1.8cm、底径は 3.8~5.7cmである。少しバラッキが認められるが、器形の歪みも

なくほぼ同一規格の製品である。底は内底中央部が凹んで周辺部が厚い。腰は薄くて外へ大きく開くが、口縁部

は直立して端部は面取りされてやや尖るものが多い。調整は回転横ナデであるが、内底中央部の凹みはナデ調整

である。 15• 16は坪である。 15は口径12.8 cm、器高 3.5cm、底径7.2cmである。器形の歪みは他の製品より激

しくて、底も厚手で内底中央部の凹みもない。腰の開きは弱くて外面に二本の稜を生じている。16は口径13.9 cm、

器高3.3cm、底径7.4cmで、器形の歪みも弱い。内底中央部の凹みは、ナデ調整が不充分であるが、その他は回

転横ナデにより平滑に仕上げられている。腰はやや開き口縁端部は丸く仕上げられている。

本資料は田島明人氏の編年試案（2)の中で、 12世紀末～13世紀初頭に位置付けられる資料として指摘されて

いるが、共伴遺物が無く確定に欠ける。しかし、他の掏磁器類と遺構の検出状況からほぼその年代に位置する資

料であろう。

第16土拡出土土器（第 71図ー2• 5 • 6 • 20 図版ー41)

青磁碗と白磁皿が2点の他に越前焼の小壺が検出された。 2つの青磁碗は高台径5.2cmで、透明感のないオリー

プ灰色の釉が高台外面にまで及んでいる。畳付の釉は削り取られている。素地は灰白色を呈して、気泡の含みが

多くて粗い。 5の白磁皿は口径約 10.2cmで、釉はやや青味を帯びた白色を呈する。 6の白磁皿は口径約 11.2 cm 
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で、器壁が厚くて釉はくすんだ白色を呈する。断面に補修痕がある。 20の越前焼の小壺は口縁端部を欠くが、頸

部径7.1cm、胴部径10.4cmである。内外共に赤褐色を呈して、内面には黒褐色の付着物がある。いわゆる「お歯

。

',-------------:―-----------、'

］＼ 
19 20 

10cm 

黒壺」であろう。

第17号土拡出土土器（第 71図ー 1• 3 • 7~10 • 12 • 13 • 18 • 19 図版ー41)

出土遺物は最も多く青磁碗2点、白磁皿3点、染付の皿と碗、瀬戸・美濃焼の天目茶碗、瓦質の花瓶、土師質

皿である。 1は線描蓮弁文碗で、口径11.4cmを計る。線描は荒く釉は透明感のあるオリープ黄色を呈して、貫入が

内外ともに荒く入る。 3は高台径6.4cmで、内底面に印花文が入り円圏が巡る。釉は透明感のあるオリープ灰色

を呈して、全面施釉されている。外底には砂が付着し内底には目痕が残る。 7の皿は口径 11.8cmで、釉は二次加

熱により明灰白色を呈する。 8は口径 11.3cm、高台径6.7 cm、器高3cmを計る。釉はやや青味を帯ぴた白色を呈

するが、素地は気泡が少なく堅緻である。畳付の釉は荒く削り取られて高台が一部欠けている。断面には補修痕

が残っている。 10の染付皿は口径約9.4cmで、外面に牡丹唐草文が入る。断面に補修痕が残る。 12の染付碗は高

台径5.4cmで、外面胴部にアラベスク文が入るが、内底面の文様は不明である。釉は青味を帯ぴた白色で、外面

はクレーター状にふいている。素地は白色であるが、気泡を多く含んでいる。 畳付の釉は荒く削り取られてい

る。 13は瀬戸・美濃の天目碗で、口径 12.7 cmを計る。釉は黒褐色を呈して、内外面とも均ーに施釉され、素地は

浅黄橙色を呈して気泡の含みが目立つ。 18は土師質の皿で口径8.4cmであるが、口縁部が歪んでやや波うつ。色

調は淡黄色を呈して、器面の調整は横ナデを主体として良好である。 19は瓦質の花瓶の胴部である。胴部最大径

5.8 cmを計り、外面に雷文と三角文を合せたスタンプ文を巡らせている。外面は灰色を呈して全面縦方向を主体と

したミガキがされるが、内面は灰白色で横ナデによる調整である。

19号土拡出土土器（第 71図ー4 • 11 • 16 • 17 図版ー41)

出土遺物は白磁皿 1点、染付皿 1点、土師質土器2点と少ない。 4の白磁皿は口径10.3cmで、透明感のあるや

や灰色の釉が施こされるが、外面は下半にて止まっている。素地は磁質で灰白色を呈している。 11の染付は外面

に芭蕉葉文が入るいわゆる碁笥底の皿である。釉は二次加熱により明緑灰色を呈して、呉須の発色は良いが少し

にじんでいる。 16は土師質土器の中では最も小型の製品である。口径は 6cm、器高は1.8cmを呈して、口縁は丸

る＜体部には指押さえによる凹凸が残っていた。色調は淡橙色を呈して、胎土・焼成とも良好である。 17は16に

比べて器壁が一定で歪みも弱い。色調は浅黄橙色を呈して、胎土・焼成も良好である。
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第40号土拡出土土器（第 71図ー14• 15 図版ー41)

図示した瀬戸・美濃の花瓶と香炉の 2点だけが出土している。 2点とも口縁部を一部欠くがほぼ完形である。

14の花瓶は口径4.3cm、胴部最大径5.7 cm、底径4.3cm、器高 11cmである。釉は透明感のある淡黄緑色を呈して、

台脚の下端にて止まっている。器面の調整は不充分で、器面がザラついている。素地は淡黄褐色を呈してやや荒

い。 15の香炉は口径6.2cm、底径6.2cm、器高2.2cmを計り、外底には小粘土塊を 3つ取り付けて足としている。

胴は短かくて外面に沈線が1本巡って、茶褐色を呈す鉄釉が薄く口縁内面からその沈線まで施こされている。素

地は明灰色であるがやや荒い。

2 舶載陶磁器

舶載品である陶磁器としては、青磁、白磁、染付でその大半が占められるが、 2点であるが朝鮮製品である高

麗青磁と李朝の陶磁器などが出土した。

青磁（第 72図図版一41)

青磁は舶載製品の中でも最も出上量が多いものであったが、その中でも器種的には 9割近くが碗 (1~7、9

~22)で占められて、その他の器種としては、盤 (8)、鉢（23)、香炉 (24・25)、皿（26)が数点認められるだ

けであった。以下、碗から順に説明を加えたい。

1は内面に片切彫の劃花文が巡る碗で、釉は透明のあるオリーブ灰色を呈して貫入は見られない。素地は灰白

色で堅緻である。 2• 3は口縁部が直立するタイプである。 2は口径約 15.5cmで、外面にはヘラ描きの蓮花文か

入る。釉は淡緑色を呈して厚く施釉され、透明感に欠ける。 3は口径 14.8cmで口縁外面にヘラ描きの雷文が巡る

が、雷文は荒く簡略化されている。釉は緑がかったオリーブ灰色で、素地は灰白色で気泡が多い。 4 • 5は口縁
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外反の無文タイプの碗である。 4は口径 14.3cmで、釉は灰オリープ色を呈する。素地は暗灰白色で堅緻である。

5は口径14.3cmで4と同一であるが、器壁は厚手である。釉は緑がかったオリープ灰色を呈して、素地は灰白色

で気泡が目立つ。 6は内外面に唐草文風のヘラ描き文様が入る。釉は淡緑色で、素地は灰白色で堅緻である。一

応碗として整理したが、大型の鉢である可能性もある。 7は口縁部が玉縁で、内面に刻花文を刻むタイプである。

文様は浅くて不明瞭な点もあるが、牡丹唐草文の一部と推定される。釉はオリープ灰色を呈して、素地は灰色味

の強い灰白色である。また、内外面とも細かな貫入がある。 9は高台径8cmで、釉はオリープ灰色を呈し細い貫

入がある。外底と高台内面の釉が削り取られている。 10は高台径6cmとやや小さい。釉は明オリープ灰色を呈し

て、素地は明灰色である。外底と高台内面は釉がきれいに削り取られ、内底面には径6.4cmの円圏と印花文が見ら

れる。 12~15は口縁直立でヘラ描き蓮弁文を外面に巡らすタイプの碗である。 12は口径 11.3cmで、外面の蓮弁

文は丸彫である。釉はオリープ灰色を呈して、素地は灰白色で堅緻である。 13は口径 13.2cmで12に比べて外面

の連弁文の縦線が少ない。釉は透明感のあるオリープ灰色を呈して、素地は灰白でやや粗い。 14は高台径4.5cm 

で外面の蓮弁文と内底の円圏は幅広の片切彫によるもので、内底には印花文が施文されている。釉は透明な明緑

灰色を呈する。外底の釉は削り取りが行なわれず、砂が付着している。16は高台径5.8cmで、釉は二次加熱で変色

している。 17は高台径7.8cmで、断面が四角形である。内底面には径8.5cmの削り出の円圏内に印花文が入るが、

施釉した印花文の上を円形に釉を削り取っている。釉はオリープ灰色を呈して、素地は灰白色で緻密である。鉢に

なる可能性がある。 18は高台径5.4cmで高台が小型の割には底は厚手である。釉はオリープ灰色を呈して貫入は

なく、素地は灰色で堅緻である。高台畳付部だけ釉が削り取られている。 19は高台径5.6cmで、高台畳付の釉が

削り取られている。 20は高台径6.4cmで、釉は明緑灰色を呈して、素地は灰白色でやや粗い。内・外底とも円形

に釉が削り取られている。

8は盤と認められた唯一の口縁片であった。 23は高台径5.4cmの鉢の底部片で、内底面の削り出しの円圏内に

双魚文が施こされている。釉は明オリープ灰色を呈して、貫入がやや荒く入る。素地は白色で堅緻である。 24• 

25は香炉の破片である。 24は口径6.6cmで、胴部外面に 6条の沈線が巡る。釉はオリープ灰色を呈して、内面は

内底面まで及んでいる。素地は灰白色で、堅緻である。 25は高台径4.4cmで、腰に足の跡が認められる。内底は

露胎で茶褐色を呈している。釉はオリープ灰色を呈して、素地は灰白色で堅緻である。 26は口径約 14cmの輪花皿

である。釉は透明感のある暗緑色を呈して、素地は灰色味の強灰白色でやや粗い。内外面とも荒い貫入が入る。

白磁・染付•他（第 73 図 図版ー42)

青磁以外の舶載製品としては、白磁、染付、青白磁、高麗青磁、李朝の陶磁器などが出土した。白磁は青磁に

次いで出土点数が多いが、その器種構成は皿 (1~10・15・16) を主体として、皿以外の器種としては、杯 (12• 

14)、蓋（17）、碗（18)、四耳壺 (26)が検出された。以下、白磁皿から順に説明を加えたい。

1 ~ 6の皿は釉が体部下半にて止まるタイプで、高台が輪高台と袂りが入る二者に分かれる。 1は口径9.3cm

で、釉は透明感のある白色を呈し、素地は白色で堅緻である。 2は口径9.7cmで、釉・素地とも 1とほぼ同ーで

ある。 3は口径 10.1cmで、釉は透明感のある白色を呈するが、やや灰色味をおぴている。素地は灰白色を呈し、

堅緻である。 4は口径10.9cmで、釉は黄色味をおぴた白色を呈し、素地は灰白色である。 1~ 4の中で、 3を

除いた 3点には、貫入が内外面ともに細かくみられる。 5は高台径4.2cmで、釉・素地ともに黄色味をおぴて、

焼成の甘さを感じさせる。高台には浅い袂りが入り、内底面には目痕が残る。 6は高台径3.3cmで、高台・器壁

とも厚手である。 7~9は高台を含め器面全体に施釉するタイプで、 3点とも高台に袂りが入る。 7は口径8.4

cm、高台径3.1cm、器高1.6cmを計る。釉はやや黄色味をおぴた白色を呈し、気泡の含みが多く、一部クレー

ター状にふいている。素地は灰白色で、内底面には目痕が残る。 8は高台径3.9cmで、釉はやや緑色をおぴた白

色で、素地には気泡が少ない。 9は口径9.6cm、高台径4.2cm、器高2.7cmを計る。釉は透明感に欠けて、黄

色味をおぴた白色を呈し、素地は灰白色である。高台の袂りと内底の面痕は、共に 5ケ所である。口縁部内面の

割れ口にはススが付着し、貫入にも油状の汚れがあることから灯明皿として使用された可能性が高い。

10の白磁は唯一の口冗皿である。小片のために口径復元が不可能である。釉は灰白色を呈し、素地はやや青色
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第73菌 白磁・染付•他実測図（ 1/ 3) 

味をおぴた灰白色である。 13・15・16の皿はやや大ぶりの皿である。 13は口径11.3cm、高台径6.2cm、器高 3.

3cmを計る。釉は透明感に欠けた灰白色を呈し、全体的に薄く施釉されている。素地は白色で、やや堅緻である。

釉調から二次加熱を受けていると見られる。第 3次調査区の第 1号石室中より出土した。 15は高台径4.3cmで、

底部・高台とも厚い造りである。釉は黄色味をおびた白色を呈し、体部下半にて止まっている。素地は灰白色で、

やや粗い。 16は高台径5cmで、釉はやや緑色をおびた白色を呈し、素地は白色で緻密である。畳付には砂が付着

し、内底は釉が輪状に取り付られている。また、釉は高台外面にて止まり、高台内へは及んでいない。

12・14は小型の坪である。 12は口径6.8cm、高台径2.7cm、器高3cmを計る。釉はやや灰色味をおぴた白色

を呈し、所々にクレーター状にふいている。素地は灰白色で、堅緻である。畳付と内底を輪状に削り取っている。

14は口径7.1cm、高台径3.7cm、器高2.6cmを計る。釉はやや透明感のある白色を呈して、体部下半にて止ま

る。素地は灰白色で、比較的堅緻である。内底を荒く輪状に削り取っている。 12• 14の小型の坪は、共に内底の

輪状の露胎部に赤褐色の付着付が見られる。 17の蓋は口径9.8cmで、無釉で素地は白っぼい灰白を呈して、堅緻

である。

18は口径17.5cmの碗で、釉は灰白色を呈し、気泡の含みが多くて、一部クレーター状にふいている。素地は

灰白色で、堅緻である。器面はヘラ削りの調整後に薄く施釉している。 26は白磁の四耳壺の体部下半の破片であ

る。釉は明オリープ灰色を呈し、素地は灰白色である。

19~22は染付である。 19は口径9.7cmの皿で、外面には牡丹唐草文が巡る。釉は青味をおぴた白色を呈し、

呉須の発色は良くにじみも少ない。素地は白色で堅緻である。 20は高台径3.7cmの碗で、外面に唐草文が見られ

る。釉は透明感の無い白色を呈し、呉須の発色は悪くややにじんでいる。素地は灰白色である。内・外底と高台

外面に二重の円圏が巡り、内底に牡丹唐草文の一端が認められる。 21は碗の見入部分の破片で、文様は連花文と

見られる。 22は高台径4cmの皿で、釉は高台外面にて片まる。釉は透明感のある淡黄色を呈し、呉須の発色は悪

いがにじみは少ない。素地は灰白色である。貫入は内外面とも細かく入る。見込の文様は魚形文である。

11と24は青白磁である。 11は底径3.2cmの合子の底部である。釉は灰色を味をおぴた白色を呈し、外底の扶

り部分と畳付以外に薄く施釉されている。素地は灰白色で、やや粗い。 24は梅瓶の胴部片である。外面の釉は透

明感のある淡い青色を呈して、素地は灰白色で堅緻である。外面の文様は牡丹文であろうか。 25は壺の胴部片で

ある。不透明な灰色を呈する釉が内外面に薄く施釉されるが、内外面ともむらになっている。素地は灰色と浅黄

橙色のサンドイッチ状況を呈して粗い。釉下の器面調整は、外面がヘラ削りで、内面がナデである。 23は鉄釉の

茶入れで、底径2.3cmを測る。釉はにぶい黄褐色を呈し、体部下端まで及んでいる。素地は赤褐色で、非常に堅
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緻である。外底には回転糸切痕、内底には水挽き痕がある。また、断面には補修痕が見られる。

27は高麗青磁と考えられる碗である。釉はオリープ灰色を呈して、高台外面まで及ぶ。素地は高台付は橙色、

体部は褐灰色を呈して粗い。内底に目痕が見られる。 28は高台径4.4cmで、釉は濁った緑灰色を呈し、素地はに

ぶい黄橙色で比較的粗い。内底には目痕が4ケ所残り、朝鮮の李朝淘磁器の可能性が高い。

3 国産陶磁器

国産の淘磁器類としては、瀬戸・美濃、珠洲焼、越前・加賀焼、土師質土器、瓦質土器等が検出された。これ

ら国産の陶磁器類の組成は、加賀地方にて一般に認められるものである。

瀬戸・美濃（第 74図 図版ー42)

瀬戸・美濃製品の中では、出土点数が少ないながらも全器種が見られた。その中で注目されたのは、瓶形態の

出土点数が極めて少ないのに対して、天目茶碗の点数が多いことであった。

1 ~ 4は皿である。 1は口径3.9cmで、内面に透明感のあるオリープ灰色を呈する釉が施釉されている。 2は

高台径6.9cmで、灰オリープ色の釉が全面に施釉されている。素地は浅黄色を呈し粗い。外底に輪状の目痕が残

る。 3は口径10.2cm、底径5.1cm、器高2.1cmを計る。釉はオリープ灰を呈し、口縁部に付け塗りされている。

素地は灰白色で、比較的密である。 4は口径12.5cm、高台径6.6cm、器高2.6cmを計る。釉は灰オリープ色を

呈して、素地はにぶい黄橙色である。内底の釉を円形に削り取り、外底には輪状の目痕が残る。

5 ~ 8はおろし皿である。 5は底径5cmで、素地は灰白色で密である。おろし目は細く密である。 6は底径6.
8cmで、素地は砂粒が目立ち粗い。おろし目は太くてやや荒い。 7は底径約 10cmと大ぶりである。素地は灰白

色でやや粗い。おろし目は使用により器面が滑らかである。 8は口径12.6cm、底径5.3cm、器高 3cmを計る。

釉はオリープ灰色を呈し、内面から外面中程まで施釉されている。素地は灰色で、比較的密である。

9 ~16は天目茶碗である。 9は口径約 11.3cmで、釉は黒色を呈し、素地は明褐灰色で比較的堅緻である。 10
は口径10.8cmで、釉は赤黒色を呈し、素地は灰白色で堅緻である。 11は口径約 10.6cmで、釉は赤黒色を呈し、

素地は浅黄橙色で砂粒の含みが目立つ。 12は口径12.2cmで、釉は極暗赤褐色を呈し、素地は灰白色でやや粗い。

13は高台径4.7cmで、釉は赤黒色を呈する。素地は浅黄橙色で、比較的粗い。体部下半から外底の露胎部に煤状

のものが付着している。第 1号石室より出土。 14は高台径4.3cmで、釉は黒色を呈し、素地は浅黄橙色である。

15は高台径4cm、16は高台径4.2cmで、釉も同ーである。

17~20は灰釉の平碗である。 17は口径12.1cmで、釉は透明感のあるオリープ灰色を呈し、内外面とも薄く施

釉されている。素地は灰白色で、比較的粗い。 18はやや大ぶりの平碗であろう。 19は口径が約 19cm程の製品で

あろう。釉は透明感のあるオリープ黄色を呈し、外面の下半にて止まる。素地は灰白色で、砂粒を多〈含む。内

底近くには目痕が残る。 20は高台径4.9cmで、高台は張り付けにて外底には回転糸切り痕が残る。釉はオリープ

黄色を呈し、素地は白に近い灰白色である。内面下半に目痕が残る。 21は碗の口縁片で、釉はオリープ褐色を呈

する。

23・24は箇形の香炉で、 25は筒形容器である。 23は口径8.9cmで、暗赤褐色を呈する釉が、口縁内面から外

面の体部下半まで施されている。素地は灰白色で、比較的密である。 24は口径11cmと筒形香炉でも大型の製品

である。内面には水挽き痕を残し、口縁部では断面三角の隆帯を作り出している。口縁外面には沈線が1条巡る。

釉は黄縁色を呈し、口縁内面から施されている。素地は灰白色でやや粗い。 25は底径13cmで、器種は筒形容器

であろう。粘土を張り付けた三足が付いていた。釉は透明感のあるオリープ灰色を呈し、外面の体部下端まで施

されている。素地は灰白色でざっくりとしている。 22は壺の肩部片である。内外面に暗褐色の釉が薄く施され、

素地は淡黄色である。釉下の調整は内面がナデで、外面はヘラナデによる。 26は小壺片である。

27~29は盤である。 27は底径15.4cmで、内外面とも無釉で、粘土張り付けの三足が付いていた。素地は淡黄
色で、器面は滑らに仕上げられているが、断面ではざっくりとしている。 28は口径25.6cmで、口縁は隆帯を作

り出している。外面には荒い沈線が5条巡る。釉は暗オリープ色を呈し、内面中程から外面にかけて施こされて
いる。素地は灰白色でやや粗い。 29は口径27cmで、口縁を外面に折り端部を水平に仕卜→げている。釉は透明感
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第74図瀬戸・美濃実測図 (1/ 3) 

のあるオリーブ黄色を呈し、内外面に施されている。素地は淡黄色で比較的粗い。

珠洲焼（第 75図図版ー43)

瀬戸・美濃のように比較的遠距離から本遺跡に搬入された製品は、小型の施釉陶器であったが、 H常雑器であ

る鉢．壺・甕は、北陸の加賀地方では在地的な製品である珠洲焼と越前・加賀焼で構成される。その日常雑器の

中で、本遺跡に鉢を主体的に供給していたのが珠洲焼であった。

1 ~18 ・ 20 ・ 21は播鉢である。また、小片が多く口径が復元できたものは、 10• 11の二点であった。 1は口縁
端部を面取りして、胎土は良いが、焼成不良である。おろし目は幅 3cmの11本である。 2は胎土に小礫を含ん
で、灰白色を里する。おろし目は幅 3.1cmの11本である。 3は口唇部に波状文が入り、胎土は暗灰色を呈し並
で、焼成は良好である。おろし目は幅2.8cmの9本である。 4は口縁端を外へ引き出し、内面にはロクロ目を残
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している。胎土は黒灰色を呈し、砂粒の含みが少なく堅緻である。焼成も良好である。 5• 7 • 9は口唇部に波

状文が入る。 8は口唇部をほぼ水平に仕上げ、胎土は灰白色を呈している。おろし目は幅2.6cmで10本である。

10は口径約 31cmで、胎土は暗灰色を呈し並である。焼成も並で、おろし目は幅2.7cmで11本であった。おろ

し目力嗚されている範囲は、使用により平滑になっている。 11は口径26cmで、少し歪んでいる。胎土は並で、

外面は暗灰色、内面は黒灰色を呈する。焼成は良好で、よく焼き締まっている。おろし目は幅3.2cmで11本で、

左り目りに施こされている。内面には降灰釉が付着している。 12は胎土が少し粗くて、暗灰色を呈する。おろし

目は幅2.6cmで15本と極めて細い。 13は暗灰色を呈し、胎土・焼成とも良好である。おろし目は幅2.4cmで

9本である。 14は胎土が暗灰色を呈し、少し粗い。焼成は並で、おろし目は幅 3.8cmで13本であった。断面に

補修痕が残る。 16は胎土が灰白色を呈し、砂粒の含みが多く少し粗い。焼成は並で、おろし目は幅 3.5cmの13

本で、右回りに施こされている。内底は乎滑である。 17は形態的には壺の底部であるが、捏鉢として使用されて

いる。底径9cmで、底には静止糸切痕が残る。胎土は灰白色を呈し、焼成も並である。 18は底径10cmで、底

は磨滅で薄くなっている。胎土は灰白色を呈し、砂粒を多く含み粗い。焼成は並である。 20• 21も磨滅によりお

ろし目が消えている。 20は底径約 16.8cmで、胎は淡灰色を呈し粗い。焼成は並である。 21は底径12.5cmで、

胎土が灰白色を呈する以外は同一である。

19・22は甕の底部で、 23は壺の胴部片である。 19は底径19cmで、胎土は灰色を呈して堅緻である。焼成は良

好で、内面には降灰が付着している。 22は底径15.9cmで、胎土は灰色を呈し、砂粒を多く含むが堅緻である。

焼成は良好で、外面の叩きは 3cm当り 10本である。内底は平滑で、外底は打撃痕が見られる。 23の壺は最大径

34cmで、胎土は暗灰色を呈し、焼成も良い。内面にハケ状工具痕が残り、外面の叩きは 3cm当り 11本である。

体部下半の接合部には亀裂が入り、その亀裂内面から外面へにじみ出したように黒漆状のものが付着している。

越前・加賀焼（第 76図 図版ー44)

越前焼と加賀焼は、その製品の形態がある程度知り得ることができる資料は、識別は十分に出来るが、遺跡な

どから出土する破片の場合は、胎土と器面調整等で判断している。そのため、ここでは一括して、越前・加賀焼

として整理した。

1 ~ 4は甕の口縁片である。口径約 12.3cmとやや小型な製品である。口縁外面に沈線が1条巡り、頸部内面

には接合痕が残る。胎土は赤褐色を呈しやや粗いが、焼成は並である。 2は頸部が大きく外反し、口縁内面は凹

む。胎土はにぶい赤褐色を呈し粗い。 3は口縁端を面取りし、胎土は灰色を呈して、焼成も良い。 4は小型で壺

形に近い製品である。口縁内面から外面にかけて、オリープ灰色を呈する釉が施される。内面の露胎部は赤褐色

を呈する。素地は灰白色で、比較的粗い。

5 ~ 8は肩・胴部片である。スタンプ文が認められるものを中心に図示した。 5は肩部に連子文のスタンプが

施文されている。胎土は黄灰色を呈し、砂粒の含みも弱く密である。焼成は良好である。器面の調整は、外面が

ハケとナデによるが、内面は荒いナデであった。 6は肩部にヘラ描き文様が入る。胎土は灰色で緻密である。 7

は甕の胴部片である。器壁は厚く1.9cmで、胎土は灰色を呈し、小礫を含み少し粗い。器面調整は外面が叩きで、

内面は荒いナデである。外面の叩きは 3cm当り 11本で細長い。 8は壺の肩部片と見られる。胎土はにぶい赤褐

色を呈してやや粗いが、焼成は良い。器面調整は外面が荒いヘラナデで、内面はナデによる。 9は斜格子のスタ

ンプ文が入る。 10は格子と大の字を組合わせたスタンプ文力哺i文されている。胎土は灰色を呈し、比較的に粗い。

11・12は壺の底部片である。 11は胎土が灰黄色を呈し、焼成も良い。 12は底径16cmで、胎土は赤褐色を呈し、

砂粒の含みが多くて、比較的粗い。焼成は並である。器面調整は内外面とも荒いナデである。底部はわずかであ

るがそり上がる。

14~17は鉢で、 17以外は播鉢である。 14はおろし目の上端に凹線が一条巡る。胎土は砂粒を少し含み、焼成も

不良である。おろし目は幅3.4cmで12本認められる。 15は胎土が橙色を呈し、焼成はややあまい。おろし目は

3.2cm幅で11本である。また、底部と体部の接合部が見られる。 16は口径約 25.4cmで、口縁外面に凹線が巡

る。胎土はにぶい橙色を呈して、比較的密である。焼成はあまい。おろし目は間隔をおいて、幅 3cmで11本施
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第76図 越前・加賀焼実測図 (1/ 3) 

されている。 13は口径30.1cmで、胎土は浅黄橙色を呈し、比較的粗い。焼成は他と同じくあまい。おろし目は

間隔をおいて、幅2.7cmで9本施されている。 17の捏鉢は口径20.4cmで、胎土は赤灰色を呈し砂粒の含みか

多い。焼成は良い。内面は平滑である。

以上、甕、壺、鉢について述べてきたが、上記の遺物の中で越前焼と認められるものは 1・2・3・6・8・

11 • 14~17である。一方、加賀焼は 5• 7 • 9 • 12の4点である。なお、 4• 10はいずれの製品であるか明確でな

い。しかし、胎土は別として灰釉やスタンプ文は越前焼のものであろう。近年、加賀地方でも大規模な開発に伴

ない中世集落址等の調査例も増加し、加賀焼の資料もかなり増加してきたが、

いないのが現状である。

その実体はまだ十分に把握されて

土師質土器（第 77図 図版ー44)
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本遺跡出土の土師質土器に関しては、前回の報告(3)で、口径の大小を基準として分類報告されているが、今回

はこれとは別に整理報告したい。なお、今回は成形・調整に基づき I~VI類に分けてみた。

I類 (1• 2)は外底に回転糸切痕を留めているタイプである。 1は口径8.6cmで、第 7号土拡から出土した一

括の土師質土器と同一の製品である。 2は口径8.1cm、底径5.1cm、器高1.7cmを測る。胎土は淡黄色を呈し、

砂粒の含みも無く、焼成も良好である。 1で見られた内底の押えが無く、底はやや厚く平担に仕上げられてい

II類 (3~8)は乎底で、器壁が直線的に立ち上がり、外面下端に横ナデによる稜を持つタイプである。 3は

ロ径8.4cmで、胎土はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。 4は形態的には I類に含まれるもので、口径9.4

cm、器高1.5cmを測る。 5は粘土盤に口縁を張り付たもので、外面下端に横ナデによる稜を持つ。口径約8.9cm、

器高1.8cmを測り、器壁は一定である。 6は口径5.7cmと本遺跡出土の土師質土器の中では、最も小型の製品

である。粘土盤から成形したもので、内面から口縁部は横ナデが入る。第III類に含まれる可能性がある。 7はロ

径約7.2cm、器高1.2cmと浅い。 6と同様に円形の粘土盤からの成形したものである。 8は口径8.4cmで、底

はやや丸味をもち底は薄手である。粘土盤に口縁を張り付けて成形した後に、口縁部に強い横ナデを施してい

る。

III類 (9~13)は円形粘土盤の周辺部を内へ折り曲げて、軽い横ナデを施こし仕上げるタイプである。器壁は

一定しており、底は平底であるが、外底の調整は荒い。 9は口径約7.1cmで、胎土は浅黄橙色を呈してやや砂っ

ぼい。 10は口径7.2cmで、口縁部に灯芯油痕が残る。 12• 13は9~11に比べ器壁が厚い。 12は口径8.2cm、

器高1.8cmを測り、底は 0.9cmと厚手である。 III類として分類整理した土器質土器には、灯芯痕が多く認めら

れる。

IV類（14~17)は丸底で、口縁部に成形時の指押えを強く留めるIV-a(14・15) と、丸底で横ナデ調整で仕上

げるIV-b(16・17)に分かれる。 14は口径約6.2cm、器高1.6cmを計る。胎土は浅黄橙色を呈し、焼成も良好

である。体部には指頭による圧痕が残り、口縁部は玉縁状を呈する。 15は口径7.5cmで、胎土は並で、にぶい黄

橙色を呈し、焼成も良好である。体部には指頭による圧痕が巡り、口縁はやや外反する。 16は口径約7.9cm、器

高2.4cmを計る。胎土は灰白色を呈する。 17は口径約9cm、器高2.6cmを計る。内外面とも横ナデ調整にて仕

上げられ、灯芯油痕が付着している。

V類は口径も I~IIIに比べ大きく、平底で器壁が一定しているタイプである。器面調整も良好である。 18はロ

径13.4cm、器高2.4cmを計り、口縁は横ナデでやや外反する。 19は口径約 11.8cmで、胎土は灰白色を呈し、
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焼成も良好である。 20は口径12.6cm、器高 2.2cmを計る。平底で器高は 0.7cmと一定し、口縁内面を軽く面

取りしている。

VI類 (21~25)は、口縁部内面を横ナデ時に押えて、口唇部を軽く引き出すタイプである。 16世紀後半の土師

質土器に通有する口唇部の引き出しよりも弱い。 21は口径11.9cmで、体部は直線的な立ち上がりを見せ、外面

に稜をもつ。 22は口径約 12.8cmで、口縁内面が凹み口唇部は丸味をもつ。 23は口径約 13.6cm、器高1.8cmを

計る。胎土は灰白色を呈し、焼成も良好である。 24は口径約 13.4cmで、器壁は 0.9cmとほぽ一定である。ロ

縁の内外面は横ナデで、口唇部を軽く引き出している。 25は口径約 15.6cmで、口縁は外反する。胎土は浅黄橙

色を呈し、焼成も良好である。

石川県内における土師質土器の研究は、能登の穴水地域を中心とした編年試案（4）と、加賀の大聖寺地域を中心

とした編年試案（5）の二者が示されている。これらを参考にして本遺跡出土の土師質土器の年代を考えるならば、

I類は 12世紀末～13世紀、 III~V類は 14世紀後半～15世紀中頃、 VI類は 15世紀後半～16世紀前半に位置られ

よう。また、この年代は、陶磁器類の年代とほぼ同ーである。

近世陶磁器（第 78図 図版ー45)

近世の陶磁器類は、第2次調査区で検出した中世の墳墓址周辺からの出土である。出土点数は約200点であっ

たが、全形が知り得るものを中心に図示した。

1は1辺が8cmの方形で、器高2.4cmの皿である。内面の文様は型押して、梅花と木葉が表現されている。

釉はやや緑がかった白色を呈し、畳付を除く全面に施釉されている。呉須は梅花と木葉の文様以外の部分に入る。

2は口径11.4cmの灯明皿の受け皿である。胎土は橙色を呈して硬質である。外面はヘラケズリで、内面はナデ

である。また、内面全体にタール状のものが付着している。 3は碁笥底の鉢で、底径9.4cmを計る。〈すんだ白

色の釉が内面から体部下半まで施釉され、呉須で3本線が描かれている。 4の蓋は外面に透間感がなくて、青緑

色を呈する青磁釉が施こされている。素地はしぶい黄橙色を呈する。 5は小型の碗で、口径7cm、器台径3.1cm、

器高5.7cmを計る。釉はやや灰色がかった白色を呈して、畳付を除く全面に施こされている。外面の交様は帆立

船と見られる。 6• 7 • 9は、共に釉が外面下端にて止まり、高台部は露胎である。また、内底には砂目痕が残っ

ている。 7は高台径4.9cmで、釉は不透明な淡黄色を呈し、素地は淡黄橙色で比較的粗い。 8 • 9は鉢である。

8は高台径7.6cm、胴部最大径 13.7 cmを計る。釉はにぶい黄橙色を呈し、高台近くまで及んでいる。素地はに

ぶい橙色で、内底にはトチ目痕が4ヶ所ある。 9は高台径9.7cmで、釉は浅黄色を呈し、素地はにぶい黄橙色で

非常に粗い。 10は急須形態を呈し、口径8.5cm、底径8.4cm、器高9.3cmを計る。頸部の内面には蓋受けと思

われる隆帯が巡る。釉は灰色味の強い灰オリープ色を呈して、体部内面から体部外面下半まで施こされている。
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第78図近世陶磁器実測図（ 1/ 3) 
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素地は灰色を呈し砂粒の含みが多い。 11の播鉢はロ

縁内面から外面にかけて、黒褐色を呈する釉力哺iさ

れている。素地は褐灰色を呈しやや粗い。おろし目

は幅2.3cmの11本である。

1 • 3 • 4 • 5は伊万里系で、 6~10は唐津系の

製品である。また、 5の帆立船の意匠は地元若杉窯

でも見られるものである。

瓦質土器（第80図ー16~19 図版ー43)

二 □
ニ手二三ーーミ ー
、一三／，ー：

第79図須恵器実測図 (1/ 3) 

瓦質土器は 8点出土したが、花瓶は第 17号土拡より出土した 1点だけで、その他は全て火鉢・火炉の破片であっ

た。小片が多く図示できたのは 4点であった。

16は底径24.2cmで、火炉の底部片と考えられる。器面は暗灰色を呈し、調整は外面がミガキで、内面は横

ナデによる。胎土は灰白色で、砂粒の含みが多い。 17は火鉢の体部片であろうか。外面には張り付けによる凸帯

があり、その上にスタンプ文が入る。器面は内外面とも黒色を呈し、外面のミガキに対して内面は荒いナデによ

る。 18は底径18.2cmで、張り付けによる三足が付いていたのであろう。足の高さは 2.1cmである。器面は外

面が黒色、内面が暗茶褐色を呈する。胎土は茶褐色を呈する。胎土は茶褐色を呈し、砂粒を多く含む。焼成も良

い。なお、器面調整は体部外面がミガキで、足がナデ、外底はケズリとナデ、内面は荒いナデと部所により異な

る。 19は口縁内径約 18cmで、幅1.6cmで水平な鍔が付く。鍔には径0.3cmの孔が、 2.6cmの間隔をおいて

あけられ、その脇には粘土の張り付けがある。器面も胎土もにぶい橙色を呈し、砂粒を比較的含むが、焼成は良

好である。

須恵器（第79図 図版ー45)

須恵器は第2~ 4次調査区にて約 10点の出土があった。その中で図示できたのは半分の 5点であった。

1・2は坪蓋である。 1は口径12.2cmで、胎土は灰白色を呈し、比較的堅緻である。 2は口径14.4cmで、胎

土は灰色を呈する。 3• 4は杯で、 3は底径8.6cmの無高台である。胎土は灰白色を呈する。 4は口径12cmで、

胎土は灰白色を呈する。 5は甕の口縁片である。胎土は暗灰色を呈し、砂粧の含みが多く粗い。焼成は良好であ

る。

4 石製品（第80図ー 1~15 図版ー46)

石製品としては、砥石、硯、行火、石製鉢などが上げられるが、今回は石製品を小型の砥石と硯として、他の

行火や石製鉢は石造遺物の項目で扱かうこととした。砥石は約20点出土したが、 14点を図示した。硯は本遺跡の

調査で出土した唯一のものである。

砥石 (1~14)は、その石質と形状から荒砥石（ 1• 2)、中砥石 (3~10)、仕上げ砥石（11~14)の三種類

に分かれる。石質は荒砥石が砂岩、中砥石は凝灰岩、仕上げ砥石は成層状凝灰質泥岩に大別される。 1 • 2は荒

砥石である。 1は幅6.3cmで、現長 15.6cmを計る。細粒砂岩で表裏と左側面の三面が、使用で平滑になってい

る。 2は最大幅5.8cmで、現長 14.8cmを計る。粗粒砂岩で四面が、使用で平滑になっている。 3~10は中砥

石で、形状は長方形の棒状を呈するものが多い。石質は全て凝灰岩である。 3• 4は共に偏平で、 3面が使用に

より乎滑になっている。 4は幅4.4cmで、断面は六角形を呈し、全面が平滑である。 6~ 8は幅4~5cmで、

断面が長方形を呈し、四面とも使用で平滑となっている。しかし、主に表裏の二面が使用されている。 9 • 10は

幅3cm前後で、断面が方形を呈する。四面ともほぼ均等に使用されている。 11~14付の仕上げ砥石は全て板状を

呈する。石質は成層状凝灰質泥岩で、幅は 12以外は幅 3.1~3.6cm、厚さ 0.8cmとほぼ同ーである。表裏両面

が使用されている。

15の硯は長さ 7.5cm、幅4.5cm、厚さ 0.7cmを計る。平面形は不整形な五角形を呈して、堤が全面に巡る完

形品である。石質はにぶい橙色のシルト岩である。陸部は広く硯の大半を占めて、海部は幅狭く小さい。陸部と

海部の境は不明瞭である。堤の脇と海部には墨が残る。第4次調査区西側の第 404号ピットより青磁碗（第 72図
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第 80図 砥石・硯・瓦質土器実測図（ 1/ 3) 

-l) と共に出土した。県内の中世集落等の発掘調査で、石製の硯は出土するが、 その全てが平面形が長方形を

呈して、本例のように不整形な五角形を呈するものは無い。

5
 
金属製品（第81図 図版ー45)

金属製品としては、刀子、蓋、 クツワ等の鉄製品と鞘、蓋、燭台等の銅製品と銅銭が出土した。銅製品には金

銅の製品もあった。また、土製品であるが、韓の羽口が2点出土したので、本頃の付録として扱いたい。

鉄製品 (2~9• 14 • 15)は、刀子、短刀、紡錘車、火打鎌、小札、 クツワ、蓋、火箸、釘、包丁、石突状鉄

製品等の多種に及ぶ。 2は刀子であるが、銅製の鞘に入ったまま折れたものである。刀幅 1cmである。 3は刀区
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第81図金属製品・韓の羽口実測図（ 1/3)

（まち）が認められる事からして、短刀と考えられる。刃幅1.7cmである。 4は短刀の刃身部である。現在長 19.

7cm、刃幅1.9cmを計り、切っ先を欠く。 5は紡錘車で、現在長 14.2cm、車輪径4.1cmである。軸は端部が

欠損し、軸径0.2~0.7cmである。軸は車輪を貫いている。第4次調査区の第 12号土拡上面より出土した。 6.

7は火打鎌である。 6は半月形を呈し、長さ 8.5cm、幅3.2cm、厚さ 0.7cmである。形態的には小札に近いが、

厚いために火打鎌として整理した。 7は全体が弓なり、両端が反り上がもので、一般的な火打鎌の形態を呈する。

長さ 10.6cm、幅 3.1cm、厚さ 0.5cmを計る。中央に径0.4cmの紐穴があけられている。 8は石突状鉄製品で

ある。内径2.7cm、深さ 3.4cmを計る。厚さは底が0.7cmと厚くて、壁は 0.2cmである。口縁周辺には鍔状

の凸帯が巡り、その下に径0.3cmの釘穴が1つある。 9の小札は、幅4.1cm、厚さ 0.5cmで径0.2cmの穿孔

が3ヶ所残っている。 1・10~13は銅製品である。 2は刀子の鞘で幅1.3cmである。 10は表面に鍍金した金銅

製品の破片で、幅1.8cmで表面は平坦であるが、裏は凹凸がある。仏像の光背の一部であろうか。 11はリング状

銅製品で、径約2.1cmである。元はリングであったと考えられる。第 15号土拡より出土した。 12は蓋のつまみ

部分である。つまみ部分は少し潰れているが、径1.7cm、高さ 0.3cmを計る。中央を鋲でとめている。蓋の体
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部は蓮弁状に波うつ。 13は燭台で、上下端を欠き現在高4.9cmである。受け皿は口径7.2cm、高さ1.4cmを計

り、底には径1.7cmの木軸の受けがつく。受け皿中央には中空の軸が高てられ、根元で径0.6cmを計る。 14• 

15は鉄製品でも大型のものである。 14はクツワで、全長30.2cmを計る。左右の環を 2本のつなぎてで結んでい

る。左右の環は、径8.9cmと8.7cmで、ほぼ同ーである。断面形は円形を呈する。つなぎて部分は 2本で、長

さ15.2cmを計り、断面形は長方形を呈する。第24号土坑から出土した。 15は径17.5cmの蓋である。器厚は

0.4cm前後で、内面に断面が三角形を呈する返しが、径13.9cmで付けられている。外面中央にはつまみが付く

が、形態は錆で不明である。第 28号土拡より出土した。

銅銭は第2次調査区を中心に 9枚出土した，。書体（6）は図示した 3種類以外に「永楽通賓」がある。書体別枚数

は「開通因圏」（隷） 1枚、「元祐通賓」（策） 2枚、「元豊通賓」（行） 2枚、「洪武通賓」（楷） 1枚、「永楽通賓」

（楷） 2枚である。

16・17は韓の羽口の先端部である。内径は約3.2cmと2.6cmである。胎土は共ににぶい橙色を呈して、混入

物は見られない。 16は第 30号土拡、 17は第23号土拡から出土した。

6 石造遺物（第82~87図図版46~47)

出土した石造遺物は大きく三つに大別される。それは、鉢や行火の石製品、五輪塔や台座の石造塔婆類、石臼

などの道具である。石質は火山礫凝灰岩、緑色凝灰岩、軽石凝灰岩で占められ、他には緑色凝灰質砂岩が1点あっ

た。

鉢・行火（第82図ー 1~10 図版46)

鉢 (1~6)は主に第4次調査区北端から出土した。内底が平滑なものと凹凸があるものの二種類があった。

1は口径26.2cm、底径約 10.2cm、器高 12.7 cmを計る。内面は平滑で、特に中央が摩滅により凹み、底が約1.

1cmと薄い。第3号配石中より出土した。 2は底径15cmで、器壁は 2.7cmとはぼ同一である。内面は平滑で、

外面にはノミ痕が残る。 3は底径14.5cmで、器壁は 4.2cmとやや厚い。内面は平滑である。 4は底径15cmで、

底は 4cmと厚い。内面は平滑である。 1~ 4は共に緑色凝灰岩である。 5は底径27cmと大きい。器壁は直線的

な立ち上がりを呈し、内面には幅広のノミ痕が残っている。内底は使用により凹凸が激しい。石質は火山礫凝灰

岩である。第 1号石室より出土した。 6は口径約 13cm、底径14cm、器高 12.2cmを計る。器壁は 2cmと均一

であるが、底は 3.4cmと厚い。内底は径10.5cmで凹凸があり、内壁にはノミ痕が残る。石質は緑色凝灰岩であ

る。 1~ 4の鉢は淘器の播鉢と同様に使用されたと考えられるが、 5• 6は内でものを叩き潰すのに使用された

と考えられる。

行火 (7~10)は出土品の全点を図示した。 7は1日形3/4が残る。一石から剖りぬいたもので高さ 15.1cm、

奥行13.5cmで、底に幅2.5cm、高さ 0.5cmの削り出しの足が四隅に付〈。前面の窓は高さ 9cm、幅 14.6cm 

を計る。外面は平滑に仕上げられているが、内面は粗くノミ痕が残る。 8は7よりもやや大型な行火の底部であ

る。底は奥行17.2cmで、底の足も幅4.5cm、高さ 0.7cmと大きい。共に石質は軽石凝灰岩である。 9・10は

共に上方が開いた行火と考えられる。

五輪塔・台座（第82図ー11、第83• 84図 第85図ー 1• 2 図版ー46~48)

五輪塔・台座はそれぞれが単独で出土して、塔の全形を知り得る物は無い。点数的には五輪塔の地輪と台座が

多い。

11は第2次調査区の中世墳墓址より出土した紀年銘入りの地輪である。前面に「永正十八天喜四月十」、「勝運

権少僧都」、「ロロ六十」が刻まれている。紀年銘が入る前面は、高さ 10.2cm、横幅 20cmを計り、紀年銘は浅

く刻まれる。後半分を欠き現幅 13.5cmである。形状からして小型の組合せ式の五輪塔である。石質は緑色凝灰

岩である。紀年銘の永正 18年（西暦 1521年）は、以前から知られていた文明 2年（西暦1470年）の「口運権少

僧都」よりも約半世紀新らしく。本遺跡東方約 120mに位置する白山町浄養寺の境内にて確認された文明 3年（西

暦1471年）の「口口釈完尼」、文明 5年（西暦 1473年）の「良快」、文明 16年（西暦 1484年）の「澄舜」等（7)

よりも新しい資料である。
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第 82図石鉢・行火・五輪塔実測図（ 1/4)
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五輪塔の空風輪（第83図ー 1~ 3)は、 3点出土した。 3点共に緑色凝灰岩であった。 1 • 2は火輪への挿入

部を欠くが、 3は空輪上端以外は全形が知り得る。全長約 31.5cm、空輪径16cm、空輪径 15.5cm、挿入部径7.

2cmを計る。

火輪（第83-4)と水輪 (83-5)は各 1点出土した。 4の火輪は上端と軒先を欠き現在高22.7 cmで、軒上

幅37.8cmを計る。軒の反りはやや強い。第4号土拡内より出土した。 5は小型の水輪である。径18.6cmで、

前面に径10.3cmの月輪と梵字のバンが浅い薬研掘りで刻まれている。

5は宝簑印塔の基礎で、他に出土品は無い。全体的に風化と欠損が著しいが、高さ約 13cm、横幅 19.8cmを

計る。石質は五輪塔が全て凝灰岩であるに対して、緑色凝灰質砂岩である。

地輪は 9点出土したが、その内 5点（第83図ー 7~10、第84図ー 1)を図示した。 7は上端幅22.9cmと23.

6cm、下端幅24.2cmと25.1cmで、高さ 19.3cmを計る。 8は上部を一部欠損する。上端幅 23.7 cm、下端幅

24.8 cmで、高さ 18.8cmを計る。第2号土坑より出土した。 9は角を欠損する。上端幅 30cmと32.2cm、下

端幅32cmで、高25.6cmを計る。 10は上面の角と下面を欠損している。上端幅28.8cmと29.5cm、下端幅 29.

2cmと30.5cmで、高さ 24.8cmを計る。第 5号土拡の上面より出土した。 1は下面の角を欠損するが、側面に

は斜め方向のノミ痕が残る。上端幅 25.5cmと26.5cm、下端幅26.2cmで、高さ 20.5cmを計る。 5点とも石質

は緑色凝灰岩である。

台座は 8点出土したが、その内 7点（第84回2~ 6 第85図ー 1• 2)を図示した。石造塔婆の中で、五輪

塔が大半を占める事から、これら台座の大半も五輪塔下に置かれた物と考えられる。 2は上面幅 19.5cm、下面幅

約25.5cm、高さ 6cmを計る。全形を知り得る台座であるが、花弁の彫り出しは弱い。中世の墳墓址より出土し、

石質は軽石凝灰岩である。 3は約 1/4の破片であるが、高さ 10.8cmからすると 6と同様の大型の台座であった

と考えられる。花弁の彫り出しは、明瞭で大きい。石質は緑色凝灰岩である。 4は上面にノミ痕が残る。高さ 7.

5cmで、花弁の彫り出しも丁寧である。 5は高さ 9.2cmで、花弁の彫り出しは、深いが少し簡略化されている。

3 ~ 5の石質は緑色凝灰岩である。 6は上面幅30cm、上面幅36.2cm、高さ 11.4cmと大型の台座である。花弁

は丸味が強く、彫り出しは弱い。第 3号配石間より出土し、石質は火山礫凝灰岩である。 1は高さ 10.7 cmで、

中世墳址より出土した。

石臼は出土品の全てを図示した。茶臼が3点（第85図ー 3~ 5) と粉挽き臼が6点（第86• 87図）である。

(8) 

3は茶臼の上臼である。臼面径19cmで、中央の芯近くが少しふくらむ。厚さ 10.9cmで、中央の供給口は径

2.5cmを計り、ノミ痕を残している。挽き木の挿入孔は 2cm方形で、深さ 3.5cmである。臼面の目は細く八分

画であるが、目の間に古い目が認められることから、使用中に目の刻み直しが行なわれたと考えられる。石質は

軽石凝灰岩である。 4• 5は茶臼の下臼である。 4は受け皿径約36.5cm、台径28.2cm、臼面径 18.2cm、臼高

4.6cm、高さ 10.2cmを計る。臼面のふくらみは強く、芯径は 2.3cmで、方形を呈しノミ痕を残す。目は八分

画で細い。受け皿と台の外面には斜め方向のノミ痕が残り、台の内部は剖りぬかれている。5は受け皿径約39cm、

台径33cm、臼面径20cm、臼高2.5cm、高さ 8.7cmを計る。臼面はふくらまず平坦である。芯棒孔約 2.1cmで、

方形を呈する。目は他と同じく八分画で、比較的深く刻まれているが、芯近くで円形の溝が巡る。台の内部の袂り

は浅い。 3~ 5の茶臼は、先に第 3次調査区の土拡遺構から出土した。

粉挽き臼は上臼 2点（第86図ー3、第87図ー 1)と下臼 4点（第86図一 1• 2 • 4、第87図ー 2)が出土した。

上臼 2点は共に火山礫凝灰岩である。 3は上縁径27.6cm、臼面径32cm、高さ 9.8cmを計る。臼面は大きく

窪んで、目は八分画に刻まれている。芯棒孔は 3.2cmで方形を呈しノミ痕が残る。挽き木の挿入孔は、縦2cm、

横幅3.1cm、深さ 4.8cmを計る。 1の上臼は臼面径36.6cm、高さ 10.6cmを計る。臼面の窪みは浅く、目は

八分画で太く刻まれている。芯棒孔は 2.6cm、供給口径2cmである。挽き木の挿入孔は、縦3cm、横幅5cm、

深さ 4.4cmを計る。

下臼 4点のは共に芯棒孔が貫通しているが、 1 • 2 • 4は臼面が強くふくらみ、底の扶りが深い。 1は臼面径
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第 83図石造遺物実測図 1 (1 / 4) 
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第84図石造遺物実測図 2 (1 / 4) 
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第85図 石造遺物・石臼実測図（ 1/4)
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30cm、下縁径26.8cm、高さ 9.5cmを計

る。芯棒孔は径3.1cmで、方形を呈する。

臼面の目はやや荒く、底の扶りはやや浅い。

I 9------~ 

I 
I 

t----~--

石質は火山礫凝灰岩である。 2は臼面が大

きく傾くが、 ふくらみは 1よりも小さい。

臼面径33cm、下縁径28.5cm、高さは 6.

2cm~11.1 cmを計る。芯棒孔は径3.2cm

で、七角形を呈する。 臼面の目は、磨減に

より浅くなっているが、底の扶りが深い。

4は臼面径29.8cm、下縁径27cm、高さは

5.5cm~9cmを計る。芯棒孔は径3.3cm

で、円形を呈する。 臼面のふくらみは強く

て、 目は八分画に深く刻まれている。芯棒

孔を中心とした同心円形の擦痕が残る。底

の扶りは深い。 2 （第87図）は、臼面径34.
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2cm、高さ 10cmを計る。芯棒孔は径3cm

で、両面から穿孔されたノミ痕が残る。

面と底は平坦で、

刻まれている。

てみると多い。

臼

目は八分画に太＜、密に

目はやや曲線型を呈する。

石質は 1の上臼と同じく火山礫凝灰岩であ

る。

本遺跡から出された茶臼や粉挽き臼の点

数は、他地域に於ける中世集落遺跡と比べ

これは、遺跡周辺に於ける

水田耕作が広まったのか、近代以降の事で、

以前は畑作中心の農業が営なまれ、豆やそ

ば等の雑穀を加工するのに石臼が必要で

2
 

あった事によると考えられる。 また、茶臼

。
10 20 cm 

第87図 石臼実測図 2 (1 / 4) 

の出土は集落内に喫茶の風習が有った事か

窺える資料である。石質も茶臼は軽石凝灰

岩を、粉挽き臼は火山礫凝灰岩を利用して

いる事から、石材の区別が有った事も知ら

れる。

註(l)
(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

石川県鳥越村教育委員会 1979 『鳥越城跡発掘調査概報』

田島明人 1984 「石川県の 11• 12世紀土器について」 五県会議情報交換資料

石川県立埋蔵文化財センター1981 『鶴来町白山町遺跡・白山町墳墓遺跡』

石川県穴水町教育委員全 1980 『西川島・ I』

加賀市教育委員会 1981 『勅使館発掘調査報告』

芝田 悟氏の教示による。

桜井甚ー 1971 『石川縣銘文集成』「中世金石文編」 北国出版社

三輪茂雄 1978 『臼』 法政大学出版局 石臼の部分名称は三輪氏の分顆に基づく。
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第 2節縄文土器の概観について

白山遺跡から出土した土器は整理箱にして 35ケースたらずで、長時間にまたがる遺跡の出土量としては若干少

いと考えられるが、伴出した打製石斧が369点をかぞえ、本遺跡の性格を特色づけていると言える。出土した土

器は文様の変遷を主眼として 19群に大別し、深鉢、鉢、注口土器等に器種分類を行ってみたが、十分に図示でき

ず判別に苦慮する次第となり、本文作製の段階で感じた疑問点をまじえて、若干の訂正と補筆を加え、編年的位

置づけを試みてゆく。

第1群土器は県下においては出土例の少い一群である。縄文と沈線文をつけ、口縁部分が内屈傾向を持つ深鉢
（註 I) （註 2)

1類は、加賀市横北遺跡第 1群深鉢5類、七尾市赤浦遺跡赤浦V期第 1群土器2類、志賀町火打谷大垣内遺跡第
（註 3) （註4)

3群土器第 5類、富山県東中江遺跡、などで類似の出土が知られているが、全形、文様構成、セット構成をとら

えるには出土例が限られているために至ってはいない。深鉢lB類11は外反する口縁をつけるもので深鉢 l類の

なかでの位置づけに不安を感じたものである。施文文様や器形的に類似する土器として、押水町上町うまばち遺
（註5) （註 2) （註6)

跡第 1群土器、七尾市赤浦遺跡、能都町波並・西の上遺跡第3群bが知られ、その編年的位置づけには幾度かの
（註 3b) 

変遷があった。それらの研究史的な流れについては、米沢義光氏の論文にあらましが紹介されているが、中期末
（註 7) （註8)

葉から後期初頭に編年研究されていた岩絣野式土器、前田式土器の内容をめぐる問題と分布地域の違いからくる

誤解が、後期前葉に置かれている気屋式土器との関わりをめぐって大きくなり混乱をまねいたものであろう。一
（註9)

面で言えば、昭和 25年に山内清男氏によって北陸地域で最初に設定された土器型式である、気屋式土器の内容が、

特異な器形と三角形列点文に代表される土着性の感覚が強すぎて、型式としての把握にとどまり、気屋式土器様
（註 10) （註 3b) 

式の研究へと進展しなかった事にも遠因があると言えよう。米沢義光氏によって、うまばち遺跡第 1群は、堀之

内II式土器に併行するものと位置づけられた。堀之内II式土器の指標となる「8」の字状貼付文を持つ土器は、
（註 11)

寺家遺跡で出土しているのが県下における希少な例であると言え、地域的な土器型式は気屋式土器を受けつぎ、

堀之内II式を加味して存するものとして考えてゆきたい。
（註5) （註 2)

高堀勝喜氏は上田うまばち遺跡の結語のなかで、うまばち遺跡第 1群土器を赤浦遺跡結語で記述された誤認を
（註 12)

ふりかえり、京都府桑飼下遺跡との関連で加曽利BI式に併行するものとして仮称赤浦式土器を提唱している。

しかし、これに対しては、幾つかの問題点を提起しないわけにはいかない。うまばち遺跡においては、加曽利B

II式、 BIII式に併行するものは若干数認められるが、加曽利BI式に比定できる土器は見られない点であり、桑

飼下式土器の特徴的な器形である内湾する器形は少く、かえって外傾する口縁形態で占められている事から密接

な関連があると考えるにはさらに検討を要すると思われる。また、仮称赤浦式土器とする点についても、土器型

式の名称が混乱をまねき、既に完全に破壊された遺跡名を冠する事に疑問が持たれ、標式遺跡としての後世の検

証を仰ぐうえからも、重ねて疑問が持たれる。石川県下において、最初に型式として把握されようとした志賀町

火打谷大垣内遺跡を考えるのが至当であるが、農業改善事業によって消滅したとされ、圃場整備事業が実施され

たとはいえ、遺跡の遺存が考えられる押水町上田うまばち遺跡を標式遺跡とするのが妥当と愚考する。また、上

田うまばち遺跡第 1群土器は堀之内II式土器に併行するものとして考えてゆきたい。

ここで、本遺跡の第 1群土器深鉢 1類土器を理解する上において、上田うまばち遺跡第 1群土器の特徴を考え
（註 13)

てみたい。近年においては、門前町道下元町遺跡での出土が知られてきたが、能登地域においての出土例が目立

つ点に注意を払っておかなければならないと言える。深鉢には平縁と波状口縁があり、外傾する口縁端部が角張

る傾向にある。全形をうかがう資料は 1点だけであるが、頸部でくびれて外へふくらみ胴部最大径がやや底部近

くに位置していると言える。波状口縁の波頂部口唇に連続する押圧力屯□えられるのが見られ、口唇部、口縁端部
内面に縄文力哺知とされるのが目立つ。文様施文は口縁から頸部にかけて行われ、口頸部文様帯と胴部に施文する

縄文の原体を変え、胴部には縦縄文が置かれる。文様は沈線による方形、三角形の区画文、 S字状文、渦巻文が

施文される。沈線は断面が半月状を呈するものが多く、彫りも浅いものが多い。器面の乾燥が一定程度進んだ段

階で一気になしたもののように想定される。以上の特色と本遺跡第 1群深鉢1類を比較したならば、 11の外反す
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（註 12)

る1点を除いて、関西地域の桑飼下遺跡との関連が濃厚であると言える。口縁が内湾傾向になるものが大部分で

あり、沈線文のみを施文する深鉢2顆、沈線文と刺突文からなる深鉢4類は、桑飼下遺跡の第 4群沈線文系深鉢

A、D、Eに近いものを感じる。また、深鉢5類の 47は、第4群沈線文系注口土器に顆例が知られる。

第1群土器は関西地域との関連が考えられる桑飼下式土器に併行するものと考えられる。

第2群土器は条線文土器で、沈線で区画するものとそうではないものの 2つに分けられる。口縁形状には波状

と平縁があり、器形的には注口土器が目立つようだ。条線文土器は北陸においても各地で発見されており、加賀
（註 14) （註 15)

市横北遺跡、七尾市赤浦遺跡、能都町宇出津崎山遺跡等で1類土器が見られる。県外では、滑川市本江遺跡の加
（註 16) （註 17)

曽利 B1様式鉢第9型、新潟県朝日村熊登遺跡、岐阜県坂下町門垣戸遺跡、京都府桑飼下遺跡等が上げられる。小
（註 15)

島俊彰氏が指摘するように加曽利凡様式に特徴的な土器で、押水町上田うまばち遺跡、志賀町火打谷大垣内遺跡
（註 18) （註 19)

では見られず、また、加曽利比様式に併行する富来町酒見新堂遺跡、内浦町松波農場遺跡や、酒見式期から集落

（註20)

が形成されはじめた野々市町御経塚遺跡でも出土していないようである。ただ、酒見式期に併行する富山県井ロ
（註21）、（註22)

村井口遺跡の井口 I式に含まれているのが見られ、地域性をさらに検討する必要はのこるものの、小島俊彰氏の

限定の指摘はうなずかれるものである。

第3群土器は加曽利 B1様式に類似する資料であるが、県下においての出土量はごく限られた形でしか検出され
（註23) （註 24)

ていなかったものである。津幡町竹橋ジョウヤマ遺跡、珠洲市折戸遺跡、加賀市横北遺跡で少数例が知られてい

るだけである。富山県ではまとまりをもった遺跡として、滑川市本江遺跡、宇奈月町愛本新遺跡、平村東中江遺
（註 25)

跡、氷見市四十塚遺跡、同市朝日貝塚等の多数の遺跡が知られていて、深鉢、鉢、注口土器にその特徴が良くあ

らわれている。本遺跡の出土土器は、東日本からの伝播経路から見ると西に位置している為か、器形や文様施文

に鋭さを欠くもののように感じられる。

第4群土器は関西地域の一乗寺KI式土器に併行すると見なされる土器群である。北陸地域では貝穀擬縄文を

施文する注口土器に注意が払われてきて、一乗寺KI式土器、元住吉山 I式土器として併記され、酒見式期にお

ける地域性の転換を示すものとして重要な位置づけがされてきたが、 2型式の併記から脱却すべきものと考えら

れる。溝底刺突文と結節縄文が特徴的な本群と刺突文を起点として引く弧線文、擬縄文を持つ元住吉山 I式との
（註 15)

分離は、小島俊彰氏が羽状縄文様式の 2分という別の視点で掲示されておられるが、酒見I式土器は元住吉山 I

式に併行するものと考えておきたい。第5群土器に含めた深鉢2B類 (150)は本群に含むべきもので訂正してお

きたい。

第5• 6群土器は酒見式期に併行するものまとめたが、小片となるものが多いために、すっきりとした形には

なっていない。直接的に酒見遺跡と比較できるのは、少数例である第 5群土器である。第 6群土器の 198、199は

後期初頭に考えるべきであろう。注口土器は弧線文を持つものが目立ち、関西地域との関連が強く反映していて、

判然とはしないが深鉢器形においても西日本との結ぴつきが強いように感じられる。

第7群土器は無文化の傾向をつよめた井口II式土器に含まれるものである。高堀勝喜氏の御経塚遺跡の編年で

は、元住吉山 I式土器に併行する御経塚I式土器、宮滝式土器に併行する御経塚II式土器として井口II式土器を

新旧に分類されているが、井口II式土器の提示から今日までの研究史に鑑み、井口II式土器を、新・旧あるいは

A・Bを付した名称として分離すべきものと考える。将来的にはさらに細分化される事は想像に難くないと思わ
（註 21)

れる。井口II式土器は小島俊彰氏によって提示された段階から、近畿地方の元住吉山II式土器と宮滝式土器との

関連が指摘されてきたが、その分離は近年の井口遺跡、野々市町御経塚遺跡の組織的な調査によって得られた資
（註 22)

料から進展を見せている。井口遺跡の発掘から得られた出土遺物を、井口 I~IV期に区分し、器形と文様の組合

せを重視し、器種別の系統を提示した上に、東海型・北陸型・東北型等の地域別の系統性をも含み込んだ編年案

は、北陸地域ではこれまでに例を見ない研究手法として注目を集めた。橋本 正氏・久々忠義氏・酒井重洋氏等
（註 26)

の提起に、御経塚遺跡の完形資料を比較し検討した小島悛彰氏は、北陸を西部・東部地区に大きく分けて、それ

ぞれの地域での編年案を提起し、晩期に至るまでの地域的交流の流れから土器編年を展開されている。これらの

中では、関東地方の曽谷式期に併行するものに井口II様式の波状口縁深鉢や幅広沈線の初源とする考え方が示さ
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れているのが注目される。細別の指標として、巻貝の刺突から扇状圧痕文、三角形区切文、棒状短線の区切り文

が平行沈線文に加えられて、波状、平口縁を通じてなされる単位文となり、平行沈線文が沈線から幅広沈線、そ

して沈線文に変化するという事が上げられている。深鉢器形では、内屈する口縁部が立ち上がり、外傾する形態

への変化を見せる。文様帯の割り付けでは、口縁部、胴部の平行するふたつの文様帯が基本的なものであるか、

頸部に文様帯が1条加えられるものの器型が微妙に屈折する在り方に注意を払いたい。家根祥多氏の教示である

が、西日本地域との連動を考慮しなければならないであろう。

井口II式土器の様式としてのとらえ方や型式への細別は、北陸地域での文化園の基盤を考えるうえで重要な位

置を占めているだけに、打製石斧の爆発的増加とともにさらに検討されなければならないだろう。県下において

は、野々市町御経塚遺跡を除いて少数例が報告されているだけであるが、門前町道下元町遺跡、能都町波並・西
（註27)

の上遺跡、七尾市新保町B遺跡、押水町上田うまばち遺跡、加賀市横北遺跡と加賀・能登全域に広がる傾向を見

せている。

第8群土器は高堀勝喜氏の細分した八日市新保 I• II式土器に比定されるものである。平行沈線文を縦位三角

形区切文や縦位短線、「x」の字状に区切る手法を前段階に置き、三叉状のえぐりを加えるものを従来からの八日
（註20) （註 28) （註 29)

市新保式、すなわちII式に改めておられる。八日市新保式土器は金沢市八日市新保遺跡の調査から高堀勝喜氏か

設定されたもので、連結三叉状文を指標として、深鉢、鉢、皿等の器種構成をとらえ、中屋式、御経塚式土器と
（註 30)

の比較を通して晩期初頭の型式に位置づけられている。高堀勝喜氏は御経塚遺跡の第 5次調査概報において、志
（註 31)

賀里風として平行沈線文を区切る棒状短線文をぬき出す方向性を示しておられる。同じ第 6次調査概報において

は井口II式土器は元住吉山II式と宮滝式、滋賀里式土器に併行するものがあるとされる一方で、八日市新保式土

器には滋賀里風のものが混在するという表現が見られる。滑川市本江遺跡の資料で小島俊彰氏は八日市新保式の

前身という形で、棒状短線で平行沈線を区切る手法を説明しておられ、連結三叉状文を持つものと八日市新保式

のそれとの違いをいかにとらえるかの自問をなしている。井口遺跡の報告では、八日市新保式士器の前段階とし

て井口IV期に、いわゆる滋賀里風の土器を位置づけていて、さきの八日市新保I式土器は後期終末の編年に落ち

つきそうであった。そして、『井口式土器』の論文の中で小島俊彰氏は、三角状の彫りこみをもつもの（朝日水源

池遺跡）、「 X」の字状の文様をもつもの（黒部市田家遺跡）、そして八日市新保遺跡第 1類Eの棒状短線で区切る

ものの三者の交流のなかから、北陸の東部と西部で八H市新保II式や岩瀬天神型が生まれたと推定されている。
（註32)

米沢義光氏は金沢市歴川鉄橋遺跡のまとめで、小島俊彰氏の地域的編年論に賛意を表していると考えられる。

八日市新保II式は以上の成果から、井ロII式士器系列のなかで変化していったものと想定されるが、東北地方
（註 33)

の晩期とどのような関わりを持つのであろうか。小島俊彰氏は先の地域的編年や出崎政子氏が明らかにした後期

末の北陸の東西の地域的な土器様式の違いから、八H市新保II式（北陸西部）と勝木原式（北陸東部）を併行す
（註 34)

るものとしているが、東北地方との関わりが土器に反映するのは勝木原式土器と見るのが、器型や文様の大きな

変質から妥当と考えられ、八日市新保II式は後期末に位置づけられるのではないかと想定される。

東北地域の晩期の編年は、山内清男氏の 5型式編年を細分化、地域的細分化の研究の中に在ると思われる。後
（註 35)

期末の土器型式の位置づけについては結論がでていないようだが、幾つかの問題提起かある。山内清男氏は晩期

初頭、安行3a式土器に併行するものとして、三叉線を持つものを提示しているが、北陸地域の勝木原式、御経塚
（註 36)

式に類似するものが感じられる。東北地域では、青森県弘前市十腰内遺跡の第VI群土器を大洞B式土器の旧の方
（註 33)

として、今井富士雄氏・磯崎正彦氏が提示しているものは、富山県岩瀬天神遺跡、勝木原遺跡に類似したものを

感じさせる。勝木原遺跡の第 1類波状深鉢E-3は「波頂部を単独の三叉文で飾るものである。この種のものは、

ロ辺に引かれる 2条の沈線を文様の一特徴ともし、波頂部ではこの沈線によりハの字状に画された内に、三叉文

を刻み込む。裏面にも同様の文様を持つものがある。」と小島俊彰氏は説明されているもので、内面に三叉線だけ

ではなく幅広の凹線を引くものが目立つのもつけ加えておきたい。勝木原 1類E-3に類似するものは、入組文
（註 37）、（註 38) （註 39)

系の土器として日本海側に広く分布している。秋田県鹿角市柏木森遺跡、岩手県一戸町小井田IV遺跡、山形県村
（註40) （註 41) （註42) （註43)

山市作野遺跡、山形県上山市泥部遺跡、新潟県大潟町蜘ケ池遺跡、滋賀県今津町北仰西海道遺跡、新潟県朝日村
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（註 16)

熊登遺跡、加賀市横北遺跡、野々市町御経塚遺跡で散見される。勝木原遺跡の報告のなかで、小島俊彰氏は八日

市新保式との三叉文の違いのなかで、線の表現がやわらかくなる変化にすぎないとしているが、それぞれの祖型

と見られるものが異なるのであるから、その違いは大きいと判断するべきであろう。富山県の庄川流域で東西に

分かたれる分布圏の設定は、出崎政子氏、小島俊彰氏の大きな成果であるが、土器様式の根底的な変化としてと

らえるならば、御経塚III式土器としているものの中に画期を見い出すべきであろう。八日市新保様式の波状口縁

深鉢の施文位置は波頂部、口縁帯、胴部の三段構成の平行文様が基本的パターンで、勝木原式、後続する御経塚

式では波頂部から胴部にかけての文様帯の錯綜化、波頂部文様の複雑化に大きく変化しているのが見られる。波

頂部の台形化と共に、三叉文の施文が横方向パターンから、玉を抱く斜め方向の割つけとなり、規範となるべき
（註44)

文様を十分に消化しきれていない混乱を見る事ができる。波状深鉢が後期から晩期にかけて平縁化してゆく事も

台形波状の矮小化を考える事によって、より自然な変遷を想定する事ができる。勝木原遺跡では深鉢．鉢器形の

様式の変化を見る事ができるだけと限定されているが、注口土器の器形についても御経塚遺跡のものであるが算

盤球状を呈するずんぐりした注口があり、八日市新保式との間には大きな変化を見る事ができる。

さて、本遺跡での第 8群土器と第 9群土器との差は以上の考え方で分離したもので、玉抱き三叉文の導入と縄
（註 45)

文の施文力屯Uわる点に、八日市新保II式土器器形の流れの画期を置くものである。湊 晨氏が『富山県史』の概

説のなかで説かれたように、岩瀬天神型を晩期初頭とする位置づけには高い評価を考えてゆくべきであろう。

なお、八日市新保II式土器の指標のひとつともなる浅鉢器形（鉢4B類）は、内湾する口縁に数条の沈線文と

楔形風を削り取る手法を組み合せた文様をつけるのが一般的で、三角形の削り取りが向き合う場合と連結してし

まう場合、また等間隔に置かれる場合などが知られている。

注口土器や深鉢の連結三叉状文にも容易に転化するものと想像でき、また、されてきた。しかし、連結三叉状

文は成立せしめた系統については、十分に研究が進められたとは考えられない。三角形の削り取り手法を、近畿

地方の橿原式土器の浅鉢、木の葉文と呼ばれる橿原式文様との類似性を考えてみたい。家根祥多氏の御教示によ

れば、前段階の連弧文、ジグザグ文、相対ジグザグ文からの変化として、橿原式文様が成立したとの事であるが、

八日市新保II式土器の三角形削り取り手法は、連結三叉状文の成立を含めて、東日本地域からの三叉文（三叉線）

の影響ではない事が逆の視点で指しているものと考える。八日市新保II式の連結三叉状文は、浅鉢器形の三角形

剖込（末永雅雄 1961)から展開したものと考えられ、深鉢波頂部の「山」の字形三叉状文の施文も容易に納得

できると思われる。縦方向の三叉文（橿原式文様）は平行沈線内に閉じ込められた三叉文と見なされ、御経塚式

土器の平行沈線文に一辺をとり込まれた玉を抱かない三叉文に変化してゆくものと考えている。

第10群土器は従来からの御経塚土器を考えて分顆したのであるが、勝木原式土器との分離が想定されるべき

で、今後の課題である。深鉢器型のなかで、 360、363、375~377は後期段階へさかのぽる可能性が考えられる。
（註 29)

御経塚遺跡での第 1次調査によって設定された御経塚式土器は、高堀勝喜氏が八日市新保遺跡出土資料との緻密

な検討の上に引き出されたもので、入組んだり、連結したりしない通常の三叉状文を指標とし、注口土器、鉢型

土器、蓋等に独特の施文、器型が見られ、北陸地域色の強い土器型式として提示されている。

主要な文様として上げられている「T」の字形三叉文が、器形によって縦位置や横位置に施文を変化させてい

るが、直線的で区画をなす傾向に在るところから、単独に施文される三叉線とは別系統の文様ではないかと想像

される。

第11群土器は羊歯状文およびそれに類した文様を施文するものをまとめた。大洞B-C式土器に併行するもの

である。沈線文と列点文が、北陸地域の中屋式土器の文様施文に強く働いているものと見なされる。大洞 B1式土

器の波及を示した勝木原式土器の西方への分布は、滋賀県までを知り得ただけであったが、大洞B-C式土器の
（註 46) （註 47)

西方への分布は範囲をひろげ、量的にも多いものが知られている。奈良県橿原市橿原遺跡、滋賀県滋賀里遺跡、
（註48)

大阪市森の宮遺跡まで広がり、石川県では上田うまばち遺跡、御経塚遺跡が上げられる。
：註49)

第12群土器は大洞B-C式に併行する中屋式土器である。金沢市中屋遺跡を標準遺跡として、沼田啓太郎氏が、
（註50)

北陸の晩期の最初の型式として設定したものである。昭和 56年には中屋遺跡の分布範囲確認調査が行われ、東西
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約80m、南北約 100mに及ぶ広大な遺跡である事が明らかとなり、約2kmの距離で御経塚遺跡、八日市新保遺跡

等の大集落址が展開する事となった。その時期幅から立地状況を含めた経済的基盤の問題がうかび上がってきた

ようだ。中屋式土器はB字状突起および口唇部押圧文をつける「く」の字状に外反する平口縁深鉢が基本型で、胴

部および口縁部に施文される入組三叉文が指標となる。施文される縄文は一般的によりが小さい、また、結節回転
（註 51)

縄文が第 11群土器を含めて施文されるのが目立ち、大洞B-C式土器に併行する事を証明していると言える。胴

部の文様帯を浮かぴ上がらせるように、口頸部、胴部下半に段をつけて無文帯を磨いているのも大きな特色であ

る。鉢器形の内面には珊瑚状加飾をなすものが目立ち（514)、深鉢と同じ入組三叉文、縄文か施文される。蓋器

形もほぼ同様の施文をなし赤塗りされたものが多い。中屋式土器は御経塚式土器の土着性が一掃され、東北地方

の影響をより強く受け、斉ー的標準化をなした型式と見なす事ができる。県下では御経塚遺跡、中屋遺跡、尾口
（註 52) （註53)

村御所の館縄文遺跡、金沢市松村遺跡、上田うまばち遺跡などでの出土が知られている。中屋式土器は深鉢器形
（註54）（註 55)

や口唇部のみに加飾する鉢器形で類似する出土が知られる長野県山ノ内町佐野遺跡との検討を通して、北陸独特

とする内容を考えてみる必要性を感じる。

第13群土器は鍵の手文、エ字文風の文様を施文するものでまとめた。 531~535は後期酒見式期のものであり、

重ねて訂正しておきたい。口縁部を把握できるものはなく、 523~528のように口頸部と考えるものをつかむにと

どまっている。中屋式期の「く」の字状に外折する口頸部ではなく、ゆるいカープを持って外展する口縁部をつ

けるものを考え、主要文様として先のふたつの文様を想定している。

第14群土器は中屋式以降に所産するものと考えているが、いまだ判然とはしない。
（註 56• 57) 

第15群土器は下野式土器に大きくは含まれるが、鉢6A類、壺1B類はやや後出的な位置づけが可能かと考え
（註 58)

ている。松任市長竹遺跡の調査から、中島俊一氏は下野式土器の細分を考える資料の提示をなしている。下野式

土器は鳥越村下野遺跡出土資料から吉岡康暢氏が提唱されたもので、大洞C2式後半からA式への傾斜をはじめ

た時期にあてている。 603~608の眼鏡状突帯をつける鉢器形と鉢12B類の平行沈線文をつけるものと若干の壺

器形が加わり、粗製土器は条痕調整に乎行沈線文にはさまれた列点を持つものに統一されているようだ。富山県
（註 59)

上市町眼目新丸山A遺跡の資料で酒井重洋氏は精製土器の施文法の変化から、下野式を大洞C2式併行とそれ以

降とに細分する案を提示された。中島俊一氏は長竹遺跡の資料から、下野式から大洞A式併行期にあたるものを

分離し、長竹式土器として成立する可能性を提示している。下野式土器に特徴的な眼鏡状突帯が器面の削り取り

に変化し (609)、体部文様が浮線化していくとされ、変形工字文が新しい文様として加えられる。また、突帯文

系の深鉢、壺が加わる (619~622)。浮線文に類するものとして 614~618が上げられるが、小片のために判然と

はしない。本遺跡の第 15群土器の大半は長竹式土器に対応するものと見なされ、壺型土器 (645・644)がともな

うのであろうか。

粗製土器の縄文土器（第 16群）、条痕文土器（第 17群）、無文土器（第 18群）、底部、土製品、土偶、弥生式

土器については、検討を行い得なかった。お詫ぴを申し上げ、後考に期したい。

なお、各群のなかに移入土器の可能性があるものがあるが、無文土器（第 18群）の 891は関西地域からの搬入

が確実視されるものであり、中空土偶の 944は県下では初例の出土で、東日本地域からの移入が想定されるもの

である。第 13群土器の鉢4C類 (568・569) を大洞C式に系統がたどれるものと考えるが、これらの移入土器が

北陸のどの型式と併行するかの検討も、残された大きな課題である。

各群をまとめると、第 1~ 3群土器は加曽利凡式に併行するもので、第 1群土器は桑飼下式に顆似するもの。
第4群土器は一乗寺Kl式土器、第 5• 6群土器は酒見式土器にあてる。第 7群土器は井口II式、第8群土器は

八日市新保I・II式にあて、第 9群以下を晩期とした。晩期初頭は勝木原式土器で大洞 B1式土器に併行するもの

で、第 10群の御経塚式土器は大洞 B2式にあてる。第 11• 12群は中屋 I式、第 13• 14群は中屋II式に位置づけ、

第15群は下野式・長竹式土器と考えた。

本報告書にかかる整理作業、資料検討にあたっては、多くの方々の御教示をいただいた。文末ながら、石器・

石造遺物の石質鑑定およぴ石器圏の執籠をお願いした藤 則雄教授、中世白山麓の歴史を執筆いただいた中西国
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男氏、遺物の検討に助言してくれた米沢義光氏をはじめセンター職員に、縄文時代石器に検討を加えてくれた本

田秀生氏に厚く感謝申し上げます。
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Ill 白山本宮と一向一揆

1. 五輪塔と文明一揆

鶴来町白山町の裏向と呼称される地に、真宗大谷派寺院の浄養寺がある。貞享2年 (1685)の由緒書上によれ

ば、寺号公称は元和 4年(1618)、開基は宗順である。かつて、一向一揆のさ中に展開された幾度かの戦さのなか

で、山内をおさえたものが勝利を得た、その「山内」に現在は壇家が多いという。

この浄養寺の境内北側に五輪塔を納めた一画がある。周辺の遺跡から出土したものを集めたものという。これ

らの五輪塔の中で、地輪に銘文を有するものが4点ある。それぞれ「文明二李 (1470)庚寅・□運権少僧都・六
月二十八日」、「文明三年 (1471) 辛卯・［］コ釈完尼・十月十四日辰剋」、「文明十六年 (1484) ・澄舜•五月五日」、

「延徳三年 (1491)辛亥．悛清．m十一日」とある。
桜井甚ー氏の『石川県銘文集成』によれば、いまー基「文明五年□・良快・三月二十二日」の在銘地輪がある
はずだが確認できなかった。

4基のうち、澄舜五輪塔は、桜井氏がその著書に「この地輪は、もともと三宮墓地に在ったもので、附近には

白山宮の寺務を総理する長吏の墓が多いことから、澄舜は長吏であった澄栄の先代か、その一族であろう。」と註

記されている。

□運権少僧都五輪塔・ロ［棚環須狂i輪塔と未確認の良快五輪塔は、いずれも「カッサカ」の白山町墳墓遺跡か
ら移築されたものと伝えている。なお、同遺跡からは、「永正十八i (1521)四月十日・勝運権少僧都・ロ［けぐ十

□」と刻む地輪が出土している。のこる悛清五輪塔は、三ノ宮地内から移築したもの。
これらの中で異質な存在は、こ［蒻芍ビ尼五輪塔である。これは、白山寺関係のものとは異り、浄土真宗関係の

ものと想定されるが、断言できない。（普通、真宗では寺族の女性の法名は、釈［［］尼とする。）

さて、この在銘五輪塔が登場するころ、白山本宮は、新たな時の流れに身を投じつつあった。安貞 2年(1228)

4月に始まった、本宮・金剣宮・岩本宮の三社による臨時祭礼などを紐帯として、時には本宮・金剣宮の確執を

生じながらも、白山本宮四社の結束が観応 (14世紀半ば）ごろまでは保たれていた。だが、その後、本宮・金剣

宮の確執は、両社の関係を復旧不可能なものとし、臨時祭礼の記録も、貞治 2年 (1363) を最後に姿を消す。こ

の頃から、『講中記録』は、それまでの本宮内部、または金剣宮との関係など白山関係の記事を圧倒的な比重で記

録してきたのとは対照的に、守護・一向一揆などの政治的記録で占める比率を高めている。それは、室町期に白

山本宮のおかれた立場の厳しさを物語っているといえよう。

応仁の大乱以来、東西両陣営に分れて対立抗争を続けてきた北陸の守護大名も、越前の朝倉孝景が、加賀の富

樫政親の属する東軍へ、文明 3年 (1471) 5月に転じ、能登の畠山義統もまた西軍から東軍へと帰属した。この

変化を機敏にみてとった本願寺八世法主蓮如は、叡山の圧迫をのがれ、越前国坂井郡河口庄細呂宜郷の吉崎に拠

点を構えた。同じ文明 3年6月のことである。

やがて、同じ真宗の高田門徒や越前三門徒を教化し、世俗権力への妥協で、本願寺は急速に強大化していった。

この本願寺に富樫政親を援助せよとの足利将軍家の命が下った。このころ、政親は、高田門徒と組む弟の幸千代

方に押されぎみで、手取谷の山内にひき籠っていたのである。

『講中記録』は文明 6年 (1474) 7 月 26 日、政親方•本願寺門徒と幸千代方・高田門徒の決戦がはじまったこ

とを記す。 10月14日には、幸千代方の拠点である蓮台寺城（小松市蓮代寺町付近）を陥落させ、富樫家の内紛は

おさまった。この戦いに、政親方の山川•本折らが白山本宮へ働きかけ、長吏の澄栄らは「御味方」に加わった。

この文明 6年の戦いは、白山本宮の長吏・衆徒や富樫政親たちの思惑とは全く異なる結果をもたらした。

それは、大乗院の尋尊がみたとおり、真宗の「土民」と「侍分」の戦いであったからである。翌文明 7年、本

願寺門徒を抑えきれなくなった蓮如は吉崎を去る。その状況を『講中記録』は「国民等本願寺威勢ニホコリ」と
（転）

のべ、「免田年貢無沙汰」となった白山本宮は「神事井勤行等及退伝」び、「先代未聞言語道断」と歎かねばなら

なかった。文明 3年のに［惰芍ビ尼地輪の存在は、もし真宗関係のものとすれば、文明 6年の一揆以前に、すでに、
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白山本宮の膝下でかなりの真宗門徒の広がりがあったことの証左となろう。そして、文明 16年、この世を去った

澄舜も、歎きの声をあげたひとりであったであろう。

このとき、「武家ノ威勢モ如無」と書き留められた富樫政親は、守護代の槻橋らに促されて、一向一揆との衝突が、

3月、 6月とくり返された。こうして、文明 7年の一揆は守護の手によって圧伏されていった。だが、これも一

時的なもので、やがて、世にいう加賀一向一揆・長享2年(1488)の一揆となる。富樫政親らは高尾城で自害し、

守護の座を獲得し、維持するために、戦いに明け暮れた一生を閉じねばならなかった。かつて、文明 6年の一揆

において、政親方に加担した白山本宮も、三宮への遷座記事を留めるだけであった。

2. 白山本宮の孤立

加賀国は「百姓ノ持タル国」となり、浅香年木氏のいう、若松本泉寺・波佐谷松岡寺の「両御山」体制によっ

て運営されていった。これもやがて、戦国乱世の例にもれず、血で血を洗う骨肉の争いとなり、加賀一向一揆の

頂点にあった一家衆や大坊主たちの権力抗争をまねく。この内紛を「享禄の錯乱」または、「大小一揆」とよぶ。

『講中記録』の享禄4年 (1531)閏 5月9日条には、「超勝寺卜若松・蓮谷・山田・清沢一国同心ンテ評論／」とあり、

藤島超勝寺と和田本覚寺は山内に籠り、やがて、本泉寺•松岡寺・光教寺・願得寺の勢力を討った。 7月23日に

は、長吏澄祝らが超勝寺•本覚寺方につく。そして、北の平野部への出口をおさえる願得寺や金剣宮を焼き払っ

た。

こうして、かつて白山加賀馬場の七社体制のもとに、中宮三社・本宮四社として、それぞれに結束していたも

のが、七社体制も観念的なものであり、本宮四社も、鎌倉中期以来、本宮・金剣宮の主導権争いによって対立抗

争を続け、いままた「享禄の錯乱」において、本宮は自らの手で金剣宮焼打ちをしなければならない事態となっ

た。

この「享禄の錯乱」後の加賀は、本泉寺•松岡寺の「両御山」体制から、超勝寺•本覚寺を頂点とする「超本

両寺」体制へと移行し、天文15年 (1546)10月、本願寺支坊の金沢坊が設置されるに及んで本願寺体制が成立し

た。この間の「享禄の錯乱」から「天文の乱」まで、一揆指導者の内部分裂が尾を引いた。したがって、白山本

宮は、本願寺の一挙手・一投足に注目し、耳をそばだてねばならなかった。

だがついに、天文6年 (1537) 7月、「当山既可為減亡分也」（『講中記録』）と肝をつぶす事件がおこる。それ

は、錯乱後、没落した若松本泉寺方の失地回復運動が展開され、その中に、白山本宮長吏澄祝の弟•平等坊澄甚

が参加していた。そして本願寺証如から厳しい処分の指令が届いた。

平等坊は白山山頂を越えて越前に亡命していたので、長吏配下で平等坊とともにその画策に加わった小浜左京

亮を長吏が処刑し、長吏一族の理性坊澄範を本覚寺へ人質として送り、無事ことなきをえた。「御祈蒻共在之」さ

らに「是併神慮仏力故也」と記さねばならぬはどの狼狽ぶりであった。この必死の懇願ぶりは、証如にも余程の

ことに思えたのであろう。『証如上人日記』の天文6年8月28日条に、「長吏事無別儀由、国中へ申下候て、と被

申候。おかしく候。」とある。事ここに至って、白山本宮は、かつての「馬の鼻もむかぬ」といわれた威勢もなく、

巨大な本願寺勢力の海の中に浮ぶ小島のような存在となっていた。

この一向一揆への対応に腐心していた白山本宮を悩ませたのは、金剣宮ばかりでなく、中宮勢力であった。そ

れは、『講中記録』の延徳3年 (1491)10月11日条の事件である。河内庄の地頭・結城修理亮宗弘が、白山本宮

の澄賢のもっていた惣長吏職を纂奪しようと、本宮へ乱入したのである。この合戦で、結城側は祇陀寺の清侍者

など結城宗弘の兄弟三人が戦死した。本宮側では、長吏一族の澄善や延命院乗俊父子などが戦死し、地蔵院・理

観坊などを焼失している。

この事件をはさんで前後 11年も続いた抗争は、浅香年木氏が指摘しているように、結城一族の背後に、勢力挽

回をねらう中宮三社の動きがあった。それは正しく、一向一揆の嵐の中での「山内卜当山取合」であった。ここに

はもうかつての白山七社の連帯感を、観念的にすら持ちえない状況が成立していた。

ここで、さきの浄養寺境内の俊清五輪塔が思いおこされる。この地輪の紀銘は「延徳三年辛亥・悛清•口已l+
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一日」であった。残念ながら地輪の左上部が欠損していて、月名が不明である。「月」の一部は訓みとれるので、

地輪の字配りからすれば、一字の数字になると思われる。だが、ーから十まで考えられるのと、「俊清」なる人物

を管見の限りでは、文献史料では確認できない。それで全くの推測でしかないが、もし、俊清の死亡月が「十月」

であったと仮定すると、『講中記録』の結城乱入事件に関わった可能性もある。俊清がもし本宮側の一員として、

この合戦に参加し、討たれた者ならば、欠損部の月名は「十月」でなければならないだろう。

むすびにかえて、

白山町墳墓遺跡出土の永正 18年 (1521)の紀年銘をもつ地輪の「勝運」なる人物は、管見のかぎりでは、文献

史料に確認できなかった。また、文明 2年 (1470)の紀年銘をもつ地輪の「□運」なる人物も推定できなかった。
中世墳墓も同様である。だが、一応以下のように考えている。

この白山町墳墓遺跡は、西野氏の調査報告によれば、「径60~80cm大の河原石で、 3x5mの長方形プランの

区画をつくり 50cm程度まで積み上げられ」たもので、「火葬骨をおさめた珠洲焼壺底部」も発見された。これと

同じ中世墳墓として、八幡町墳墓遺跡がある。『鶴来町の古代・中世遺跡』によれば、「舟岡山の南裾、舟岡城跡

より白山比畔神社へ通ずる小道の東傍で発見され」たもので、 2個の珠洲焼甕とそれらをとりまく礫積施設、矢

垣状の刀列を確認している。

これらの中世墳墓は、ともに礫積施設という共通点をもち、前者は別所樫坂地区の北西端、後者は八幡地区の

南西端にそれぞれ位置している。両地区は、すでにのべてきたように、大念仏会や修正会の油弁進（史料 I)、臨

時祭礼の埓打ちを負担し（史料II)、執当得分の講田や在庁に宛行われる畠を有した（史料III)のである。

したがって、両地区は本宮に隣接して、宗教活動を支える生産地区であったと思われる。その生産活動に従事

する、在家人（百姓）や百姓身分の下級神官・聖たちを束ねる有力者が、やはり存在したものと思われる。両地

区において発見された中世墳墓を、そうした有力者の墳墓と、いまのところ理解しておきたい。

なお、使用した図は、『加賀ーノ宮郷土誌』の「一ノ宮郷土誌遺跡地名見取図」に手を加えたものである。
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第4節 中世北加賀の陶磁器流通について

北陸地方に於いても、近年の発掘調査件数・面積の増加に伴ない中世陶磁器の資料も増加し、蓄積されつつあ

る。その北陸・東北地方の日本海沿岸地域に関しては、貿易品としての陶磁器と交易の時代的変遷(I)、須恵器系陶

器の珠洲焼に関する一連の研究(2)がある。特に珠洲焼の研究は、その生産・流通構造と海上運輸形態に基づき、北

東日本海域の珠洲系陶器に見られる社会的分業形態を問題としたものである。

本遺跡は手取川中・上流の山間部と手取扇状地を中心とした加賀平野を結ぶ流通路の接点で、加賀地方最大の

荘園領主であった白山宮の門前町的性格が考えられている。今回の調査で出土した各種の中世陶磁器は、その器

形や器種等からして、 13~16世紀前半にかけて搬入・消費された物と推定される。中世淘磁器はその生産地から

中国製品を中心とした舶載製品、瀬戸系陶器等の国産品に大別されるが、その用途から碗・皿等の供膳用器、甕・

壺・片口鉢の三器種を基本とした日常用器、香炉・花瓶等の宗教用器に分けられる。その供膳用器と宗教用器で

は、青磁・白磁を中心とした中国製品と瀬戸系陶器が器種的に補ない合い。日常用器の甕．壺・片口鉢の基本三

種が、荒器系陶器である越前・加賀と須恵器系淘器である珠洲が混在して消費されている。これは加賀地方の日

常用器の消費遺跡には広く認められ、各製品の生産地の変化と併せて、流通構造を含め当時の地域経済の変化が

窺い知られる。

これら陶磁器の種顆や数量・品質・形態を分析することは、本遺跡とその周辺地域の製品の生産・流通形態を

解明する資料なる。ここでは、本遺跡に於ける陶磁器の消費状況を加賀地方の他の消費遺跡である集落址．墳墓

址出土の資料を集成し、北加賀地方に於ける陶磁器の製品流通機構に関して、分布論的な面から考えてみたい。

加賀地方の遺跡出土の陶磁器

石川県下に於ける 11世紀以前のいわゆる初期貿易陶磁の出土は、現在までの調査で能登の寺家遺跡（3)、加賀の

安養寺遺跡群(4)・浄水寺遺跡(5)の3遺跡から発見されている。それは、初期貿易陶磁を構成する越州窯青磁・白磁・

長沙銅官窯陶磁器である。これらに関しては、後日の報告に期し。本項では、加賀地方に於ける中世陶磁器の消

費遺跡である集落・墳墓・城館址等から出土した 12~16世紀の陶磁器の種類・数量・品質・形態について、南加

賀の江沼地域・梯川流域、北加賀の手取川流域、犀川以北と四地域に区分して概観したい。

〔江沼地域〕

江沼地域は加賀地方の南西部に広がる江沼盆地とその周辺丘陵から成る。江沼盆地の南側で、館跡等の調査例

がある。

永町ガマノマガリ遺跡(6)は館跡で、中国製品は 12~16世紀と幅広い。白磁は 12世紀の玉縁碗3点、 14世紀の

口冗皿 1点と数少ない。青磁は 13世紀の劃花文碗1点、 14~16世紀の鏑蓮弁文碗・雷文碗・無文碗等がある。し

かし、 16世紀の白磁・染付皿等は含まれない。国産品では瀬戸系陶器が、 15世紀末～16世紀の灰釉香炉・丸碗．

茶入、鉄釉花瓶・天目茶碗がある。点数的には中国製品よりも少なく、香炉・花瓶の宗教用器以外は小片である。

日常用器は越前・加賀・珠洲の三者が認められるが、点数・器種的にも越前が主体となり、 14世紀後半～16世紀

の甕と片口鉢で占められる。

敷地天神山遺跡群(7)の中国製品は、 13~16世紀の製品で、組成は永町ガマノマガリ遺跡と似通うが、 16世紀の白

磁・染付皿等は含まれる。国産品の瀬戸系陶器は、 14~16 世紀後半の灰釉盤・小皿•平碗・香炉．瓶等と天目茶

碗がある。特に天目茶碗の出土点数が目立つ。日常用器の三器種の中で、壺の点数が少ない。越前は甕・片口鉢

の主体となり、珠洲は壺と片口鉢が少量認められる。

勅使館跡(8)でも中国製品・国産品の組成は、永町ガマノマガリ遺跡とほぼ同一である。白磁は 12世紀の碗3点、

合子（坪身）．皿・瓶片各1点と 14世紀の口冗皿が1点ある。青磁は 13~15世紀と幅広いが、碗 10点、盤・小

壺蓋 1 点ある。国産品は 13~16 世紀で、瀬戸系陶器は灰釉瓶子・片ロ・小皿•おろし皿・花瓶等に、鉄釉小皿・

坪・天目茶碗がある。多器種に及ぶが、出土点数は少ない。特に 15紀期中～16世紀前半を中心とする。越前は甕・
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壺・片口鉢の三器種とも主体である。加賀は三器種とも揃うが、点数的には越前の約半数である。珠洲は壺・片

口鉢が少量出土している。篠原シンゴウ遺跡(9)では、中国製品は 14~15世紀の青磁の鏑蓮弁文碗2点、雷文碗1
コンジョウジ

点がある。国産品では 16世紀後半の美濃灰釉皿2点、越前の大甕がある。柴山町の通称今城寺より、 13世紀中頃

の越前片口鉢と珠洲壺の蔵骨器が各1点採集されている。

田尻シンペイダン遺跡(10)は、古代末期の製鉄集落と推定され、出土土器は編年上(11)11世紀末～12世紀初頭に位

置する標準的な遺跡である。中国製品は全て白磁で、碗27点、皿5点である。碗の内訳は、玉縁碗22点、口縁

を軽く外反あるいは口唇部を水乎に仕上げる碗5点である。

上記の遺跡で、日本海沿岸の丘陵に位置する田尻シンペイダン遺跡を除き、江沼盆地南側に位置する二遺跡は、

陶磁器の組成に共通点が見い出される。それは、供膳用器の器種組成の類似性、日常用器における越前の優位性

である。また、点数的には少ないが、中世前期 (I~III期）の珠洲製品の壺・片口鉢が搬入・消費されている点

である。これは、両遺跡が江沼盆地の幹線水路である大聖寺川沿辺に位置し、河口の塩屋（旧竹の泊）を中継地

として、各製品が搬入されたことに起因すると推察される。

［梯川流域〕

小松市の梯川下流域は、加賀国府推定地を含め遺跡の密集地である。近年発掘調査件数・面積とも増大してい

る地域で、中世陶磁器の消費遺跡である集落・墳墓・寺院址等が調査されている。

軽海中世墳墓群(12)は、火葬配石墳墓で蔵骨器の大半は加賀で占められ、 13~14世紀の甕3点、壺3点、片口鉢

3点がある。珠洲は壺2点、片口鉢2点があり、瀬戸系陶器などは検出されていない。中国製品は 14世紀頃の青

磁瓶の頸部片が1点ある。中でも、加賀の壺に珠洲の片口鉢が蓋として利用される組み合せは注目される。中海
チヨガンジ

遺跡(13)の中で、地元に加賀中宮八院の一寺院である長寛寺跡と伝承されている地点から、田尻シンペイダン遺跡

とほぽ同時期の資料が出土している。中国製品は、 12世紀前半の白磁玉縁碗等24点、皿21点、小坪 1点がある。

他に 15世紀の青磁碗・白碗皿が数点出土している。

漆町遺跡群(14)、佐々木A・B遺跡(15)、白江梯川遺跡(16)は、梯川下流の左岸に連なる集落遺跡である。各遺跡と

も多数の掘立柱建物•井戸•土坑を検出し、各種陶磁器類が出土した。

漆町遺跡群は約20万m2の集落群で、その内約20％が調査されている。中国製品は 12世紀前半～16世紀後半ま

での製品が出土したが、特に白磁では 12世紀前半の碗、青磁では 13世紀前半の劃花文碗などが井戸からの出土

資料としてある。他に 13~14世紀の鏑蓮文碗、 15世紀の雷文碗・無文碗と続くが、点数的には少なくなる。 16世

紀では数点の白磁・染付皿と朝鮮製品が、数点認められだけである。国産品の瀬戸系陶器は供膳用器を中心とす

るが、点数的には少ない。日常用器では加賀・越前が主体となるが、珠洲は少ないながらも三器種とも揃う。

佐々木A・B遺跡の陶磁器も井戸・土拡から良好な資料が出土している。陶磁器の組成は漆町遺跡群のそれと

ほぼ同一であるが、 14~16世紀の資料は豊富である。これは下流に位置する白江梯川遺跡でも同様で、 12世紀の

白磁類は少なく、中国製品の中心は 14~16世紀に求められる。特に 15• 16世紀の青磁は供膳容器を中心としな

がらも宗教容器も含み、国産品の瀬戸系陶器でも 15~16 世紀の灰釉乎碗・小皿•おろし皿·香炉等や鉄釉香炉．

燭台・天目茶碗等がある。香炉・燭台などの宗教用器の存在が目立つ。これは、昨年の調査で懸仏3体と石造遺

物を検出した祠跡推定遺構に認められる様に、中世集落内での宗教活動の産物と推定される。

また、梯川中流域に位置する波佐谷(17)からは、越前大甕の中から一括の中国製品が出土した。遺物は白磁皿4

点青磁碗1点・鉢1点・香炉2点、瀬戸天目茶碗1点で、その年代は 16世紀前半に求められる。

〔手取川流域〕

北加賀の手取川流域は、大きく山間の漢谷部、手取扇状地、手取川以南の能美丘陵地域に三分される。特に手

取扇状地は、半径12km、扇状角度110度の標式的な扇状地で、現在は石川県下最大の穀倉地帯である。中世北

加賀の主要流通路は、のちに北国街道に発展する扇状地横断ルートと、山間の淫谷部・渓谷入口に位置する加賀

最大の荘園領主白山宮の門前町と日本海沿の大野荘湊を結ぶ縦断ルートで、この幹線流通路は守護所が位置した

野々市で、十字に交差していた。
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渓谷部では 16世紀後半に加賀一向一揆の拠点となった城館址等が調査されている。鳥越城(18)はその中でも一

向一揆最後の砦となった歴史をもち、二の丸の石室状遺構からは、天正8年（西暦1580年）の落城に比定できる

一括資料が出土している。中国製品は染付を主体として白磁・青磁があった。染付は約40点で、見込に十字花文・

玉取獅子・花樹等の文様を描いた皿と数点の碗で構成され、白磁は約 30点の全てが皿であった。青磁3点は、算

木文香炉などの香炉である。国産品の瀬戸・美濃は、灰釉小皿・茶入・坪等と天目茶碗などがあった。日常用器

は越前で占められ、甕・小壺・片口鉢等があった。鳥越城上流では、瀬戸城や桑島館跡などが調査されている。

桑島館(19)は、江戸時代初頭の福井藩番所跡で、 16~17世紀の遺物が出土した。中国陶磁は 16世紀の染付で、外面

に牡丹唐草文を巡らす皿3点、青磁の輪花皿1点がある。国産品は 16世紀後半の美濃天目茶碗3点と 16~17世

紀の唐津・伊万里・志野などがある。

渓谷入口部の白山町遺跡周辺でも散発的ではあるが、瀬戸系陶器の供膳用器や加賀の甕等が、白山上野遺跡・

船岡山遺跡で見られる。鶴来町市街地の日吉町遺跡・八幡町遺跡(20)では、 14世紀の加賀の大甕が、各墳墓状の遺

構から出土している。本町（現鶴来町信用金庫）で、 14世紀中葉の瀬戸の灰釉劃花文瓶子と 16世紀頃の鉄釉丸碗

が各1点(21)出土している。

手取川の南には、手取扇状地の南辺を画する能美丘陵が広がる。、丘陵は開析谷が発達し、古代～中世の各遺跡

が、調査されている。長滝経塚(22)では、 13世紀前半の珠洲四耳壺と加賀片口鉢が各 1点ある。経外容器の壺から

は、和鏡が8面出土し、内 5面が現存する。金剛寺坂中世墳墓(23)からは、 13世紀の瀬戸灰釉瓶子の蔵骨器と 13世

紀前半の珠洲片口鉢が各1点ある。瓶子は締腰型瓶子で、外面の 3ケ所に 3本の櫛目を施こす。徳山寺跡(24)から

は、金銅製小仏像1体と 3点の陶磁器が採集されている。中国製品は 13~14世紀の青磁鏑蓮弁文鉢1点と 14世

紀頃の黒褐釉を施こした無頸壺1点がある。無頸壺は口縁部の釉を削り取り、平坦に仕上げている。国産品の瀬

戸系掏器は、 15世紀の天目茶碗1点である。虚空蔵城(25)は鳥越城と同様に一向一揆に関連した城で、 16世紀後半

の染付皿・碗が4点と美濃の天目茶碗1点がある。いずれも鳥越城で、出士が認められる製品である。湯屋チョ

ウズカ墳墓群(25)では、中世の火葬配石墓を検出し、内 1基から蔵骨器として使用された、 13世紀前半の加賀の甕

が1点出土している。他に 16世紀の染付・白磁皿がある。茶臼山百墳群(26)の一角で、中世の土拡墓2基を検出し、

13~14世紀の青磁蓮弁文碗底部片と口縁内面に雷文スタンプ文を施した白磁口冗皿が各 1点ある。

能美丘陵地域での陶磁器の搬入・消費状況は、集落遺跡である辰口西部遺跡群(27)に於ける様相と一致する点が

多い。中国製品の搬入は、 12世紀の玉縁碗を代表とする白磁碗に初まり、 16世紀の染付・白磁皿の時期まで断続

的に認められるが、その出土量から前・後に大別される。前期は 13~14世紀で、白磁は口冗碗・皿、青磁は劃花

文碗．鏑連弁文碗・鉢がある。後期は 15世紀を中心として、各種青磁碗・鉢・盤・双耳瓶等と白磁小皿・杯から

構成される。国産品の瀬戸系陶器は、 13世紀頃から認められるが、 15世紀に入り器種・点数共に増大する。日常

用器は越前・加賀・珠洲は基本三種が揃うが、前期では珠洲は少ない、反対に加賀の点数が多い。

手取扇状地域に於ける中世陶磁器の出土は、幹線流通路が通る扇央部よりも扇端部である日本海沿岸地域に目

立つ。三浦遺跡(29)は、土器編年での 10世紀前半の標準的な遺跡である。中国製品は白磁・青磁の出土がある。白

磁は 10点で、内 12世紀頃の底部片4点ある。青磁は 3点で、内 1点は輪花皿の口縁片である。安養寺遺跡群か

らは、溝状遺構から近世陶磁器と共に 15世紀の青磁輪花皿が出土した。長竹遺跡(30)では、中国製品は 2点で、 12

世紀の白磁小壺の蓋1点、 15世紀の青磁碗の底部片 1点ある。国産品は日常用器の珠洲・加賀で、珠洲は 14~15

世紀の甕1点、片口鉢5点で、加賀は 14世紀の甕 1点、片口鉢3点ある。倉光ゴキヤマ遺跡(31)では蔵骨器が3点、

五輪塔や宝跨印塔と共に出土した。瀬戸系陶器は 14世紀の灰釉三耳壺（口縁端欠） 1点、珠洲は 14世紀頃の壺

（口縁部欠） 1点、越前は 16世紀後半の甕 1点である。

徳光ヨノキヤマ遺跡(32)は、扇状地の西端部に位置する臨海的な集落址で、付近には「聖興寺跡」「アベノ願証寺

跡」「徳光館跡」等の遺跡が広がる。中国製品は、白磁と青磁がある。白磁は 12世紀の玉縁碗4点、 15世紀の小

皿6点（高台を袂るタイプで、外底に墨書をするものを含む）がある。青磁は 13世紀の竜泉窯劃花文碗2点、14~15

世紀の碗 4 点・鍬 3 点がある。天目茶碗も 1 点ある。国産品の瀬戸系陶器は、 15 世紀の灰釉平碗 2 点•おろし皿
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1点・瓶子 1点・入子1点と鉄釉小壺1点・天目茶碗4点があり、珠洲は 14~15世紀で、甕4点・壺7点・鉢10

点ある。加賀は甕・壺12点で、越前は 15世紀で甕・壺14点、片口鉢5点がある。また、工事中に 12世紀初頭

の白磁玉縁碗が1点採集されている。徳光は室町時代から見える地名で、在地領主である徳満（徳光）氏の本領で

あった。また、南方 1kmの小川は、白山宮が支配した白山神領の 1つであり、別山の神霊を祀る小白山神社の鎮

座地であった。

扇状地北端部や東側では、遺跡からの陶磁器の出土は少なく、額谷ドウシンダ遺跡(32)から青磁碗の底部片が1

点出土している。

〔歴川以北〕

手取扇状地以北の北加賀の地勢は、金沢市街地を貫き西流する犀川・浅野川周辺の沖積地、北に広がる河北潟

を取り囲む砂丘と沖積地から成る。中世陶磁器が出土する遺跡は、犀川・浅野川周辺の沖積地に集中し、北の河

北潟周辺部では、調査例が少なく珠洲等の日常用器が、散発的に出土しているだけである。

普正寺遺跡は、その立地と出土遺物から中世大野荘の港湾集落と推定されているが、二次の調査で14世紀後半

~15世紀中頃の良好な中世陶磁器が報告されている。 1965年の第一次調査(34)では、中国製品約 100点、国産品約

400点であった。中国製品は青磁約90点、白磁19点で、その中で口縁部片 35点、底部片 22点である。青磁は碗

38点、鉢4点、盤4点、壺1うで、香炉の蓋と推定される破片が1点ある。白磁は口冗皿3点、皿4点、無頸壺

2点、瓶1点である。国産品は瀬戸系陶器約80点で、灰釉小皿3点、おろし皿6点、平碗9点、盤3点、筒形容

器1点、小壺1点、瓶子1点ある。鉄釉は小皿2点、蓋2点、花瓶4点、香炉2点、天目茶碗5点ある。出土点

数が少ないが、器種は 9種に及ぴ豊富である。日常用器は越前が最も多くて、甕134点、壺4点、片は鉢14点で

ある。加賀は甕23点、壺3点で片＇口鉢は無い。珠洲は甕 56点、壺7点、片口鉢59点である。産地別に見ると越

前：加賀：珠洲は 5: 1 : 4の比率が得られ、さらに器種別の比率は甕では、約6: 1 : 3と産地別比率が反映

しているが、片口鉢では 2: 0 : 8と珠洲中心の消費形態が窺える。これは二次調査でも同一様相を呈している。

1982年の第二次調査(35)では、中国製品は青磁・白磁・染付・天目の四種が検出された。青磁は碗73点、皿8点、

盤9点、鉢2点で、壺3点で、白磁は小皿26点（口冗皿4点含む）、坪8点、碗2点、壺3点である。染付は瓶

の胴部片 1点だけで、天目茶碗は 5点である。中国製品は青磁碗と白磁小皿の高級供膳用器を中心として、他に

瓶・水注などの高級調度品が少量搬入・消費されていた。一方、国産製品の供膳用器の中心である瀬戸系掏器は、

灰釉小皿22点、おろし皿21点、平碗13点、盤 14点、花瓶8点、香炉 11点、瓶6点、筒形容器1点、水注2点

で、鉄釉は小皿2点、小坪 1点、天目茶碗30点、茶入1点、瓶1点があった。瀬戸系陶器には中国製品で見られ

なかった花瓶・香炉等の宗教用器が含まれ、碗・皿等の供膳用器を含め、中国製品の器種構成を補足する消費形

態が知られる。日常用器における産地別比率や器種別比率は、第一次調査とほぼ同一である。

畝田・寺中遺跡と寺中遺跡は、犀川左岸の微高地に位置し、弥生～古墳時代の集落址との復合遺跡である。畝

田・寺中遺跡(36)からは、 13世紀の瀬戸輪花合子（坪身）が1点、加賀の甕7点、片口鉢1点が出土した。瀬戸の

輪花合子の出土は、県内ではこれが初例である。寺中遺跡(37)では、 III・IV次調査で青磁等が出土した。中国製品

は青磁碗3点、皿2点の他に、白磁小皿2点がある。国産品では珠洲の片口鉢3点と甕等の日常用器が確認され

ている。また、河北潟から流下する大野川の左岸には、桂遺跡、無量寺遺跡、戸水C遺跡等の集落遺跡が連なる。

桂遺跡(38)は低湿地に位置し、遺物の大半は周辺部の微高地に位置した遺跡から、流れ込んだものであった。中

国製品は、青磁碗4点、白磁皿・白磁碗・染付皿・黄釉鉄絵盤が各々 1点ある。黄釉鉄絵盤は、見込み部分の破

片で、県内初の出土例である。朝鮮製品では李朝の小碗が1点含まれる。国産品は瀬戸系陶器の天目茶碗・鉄釉

花瓶・灰釉おろし皿が各々 1点ある。日常用器は珠洲の甕3点、片口鉢7点、越前・加賀の甕7点、片口鉢7点

がある。黄釉鉄絵盤以外の遺物は、 14世紀後半～16世紀前半代の所産である。

無量寺遺跡(39)は桂遺跡の東方約500mに位置する。桂遺跡では少量であった唐津系陶器の出土点数が多い。中

国製品は青磁碗3点・皿1点、白磁玉縁碗・ロ冗皿・小壺（？）底部片を各々 1点、染付皿2点・碗1点である。

国産品の瀬戸系陶器は、天目茶碗4点、灰釉おろし皿3点である。日常用器は三器種とも揃い、珠洲の甕 3点、
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壺4点、片口鉢7点で、越前・加賀は甕4点、片口鉢17点である。他に瓦質の花瓶2点（菊花文スタンプ、雷文・

巴文スタンプ）と、唐津系陶器の碗・皿 16点がある。これらの掏磁器から、無量寺遺跡への陶磁器の搬入は、 12

世紀に初まり、 15世紀前半頃まではその消費活動は弱いが、 16世紀後半から 17世紀には、多くの唐津系陶器を

消費している。また、その消費活動は、伊万里系の製品が搬入される以前に衰退していることが窺い知れる。

戸水C遺跡(40)は、金沢港開削に伴ない、六次に及ぶ調査が実施された弥生時代～室町時代の復合遺跡で、特に

奈良•平安時代の大型掘立柱建物•井戸・道等の遺構、灰釉·縁釉等の陶器類と多量の墨書土器が注目される。

中世では、富積保として鎌倉時代から記録に見られる。中世陶磁器は現在整理中で、今回はその概要を述べる。

戸水c遺跡への中国製品は、 12世紀の白磁碗の一群に始まるが、その量は極めて少なく、本格的に中国製品の搬
入・消費されるのは、 13世紀の青磁碗類からで、以後16世紀まで続いている。国産品である瀬戸系陶器の消費は、

少ない。日常用器は珠洲で占められ、越前の消費量は極めて少ない。

浅野川左岸の北安江遺跡“"では、 13世紀の青磁碗、珠洲壺・片口鉢と 15~16世紀の美濃天目茶碗、越前・珠洲

の甕が出土している。他に唐津系陶器が数点出土している。

小坂1号墳“2)の墳頂からは、経塚と中世墓が各々 1基検出されている。経塚から出土した経外用器の珠洲壺・

片口鉢には、銅製経筒2本と白磁の合子（杯身） 1点が内蔵されていた。経外用器の珠洲壺・片口鉢は、珠洲 I

期の資料で12世紀後半～13世紀初頭の所産であろう。また、中世墓からは 14世紀の珠洲と土師質土器が出土し

た。

河北潟周辺部では、調査例・出土資料とも少ない。今町A遺跡“”からは、 13世紀の青磁碗2点と珠洲片口鉢11

点が出土している。他には丘陵地帯に位置する北横根遺跡“4)・刈安野々宮遺跡(46)等から日常用器の珠洲が出土し

ているが、他の陶磁器の出土は乏しい。

犀川以北から河北潟周辺部では、中世陶磁器に関する資料は少ない。犀川河口に位置する普正寺遺跡、大野川

下流左岸に連なる戸水C遺跡・無量寺遺跡・桂遺跡以外は断片的な資料が大半である。これは、各遺跡の性格に

起因する点も大きいが、中世集落址等の消費遺跡の調査例が、南加賀の梯川流域などに比べると少ないことによ

るものである。現在までの出土資料を見ると、歴川や大野川の河口近くでは、各種陶磁器の搬入・消費状況は良

好で、この日本海沿岸地区が内陸の丘陵地や平野部に比べて、陶磁器の搬入が容易であったことが知られる。ま

た、日常用器の生産地別組成を普正寺遺跡と戸水c遺跡の 14~15世紀の資料で見比べると、普正寺遺跡で約5割
近くを占めていた越前が、戸水C遺跡では 1割程へと減少する。反面、珠洲が増大する斜向が見られる。これは、

戸水c遺跡が位置する大野川以北では、日常用器の搬入・消費形態が、珠洲中心であったことを示している。

加賀地方出土陶磁器の特質と変遷

加賀地方を南加賀の江沼地域と梯川流域、北加賀の手取川流域と犀川以北の四地域に分けて、各遺跡から出土

した中世陶磁器に関して概観してきたが、ここでは掏磁器の消費形態の時代的変遷や、その特質について整理し

てみる。また、陶磁器の中でも生活の必需品である日常用器の問題も考えたい。

加賀地方へ中国製掏磁器が本格的に搬入・消費されるのは、 12世紀の白磁碗・皿に始まる。高級供膳用器の白

磁碗．皿以外には、宗教用器の合子や小壺等の小型製品が少量認められるが、調度用具である瓶や水注等の大型

製品は無い。その出土は、能登半島を含め全県に及ぶが、特に南加賀の梯川下流域に連なる集落址で、多く認め

られる。その中でも 11世紀末～12世紀初頭の時期（田尻シンペイダン併行期）の消費遺跡からは、一括性の強い

資料が見られ、この時期に大量に搬入・消費されていることが知られる。その後、白磁の搬入・消費は続くが、

資料に欠ける。

12世紀中葉～13世紀初頭にかけては、須恵器系の珠洲と売器系の加賀が、日常用器の三器種（甕・壺・片ロ

鉢）を基本として生産を開始し、製品力屯0賀地方の各消費遺跡へ供給される。能登半島先端に操業を開始した珠

洲は、北加賀から越後南部までの商圏を確立するが、在地窯の加賀は越前北部から北加賀の手取川流域までを商

圏とした。この創生期には、荒器系の中心となる越前は少量しか加賀地方に流通していない。この段階で、北加
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賀の手取川流域から南加賀の梯川流域にかけては、珠洲・越前の商圏が重復し、日常用器の分業化が認められる。

また、 13世紀に入ると国産施釉陶器である瀬戸系陶器の瓶子や輪花合子などの宗教的奢｛多品が北加賀に搬入・流

通し、蔵骨器などに消費されている。これは、瀬戸系陶器の消費形態の特質に起因する点もあるが、南加賀の軽

海中世墳墓群では、蔵骨器に利用される壺類も安定供給しているが、北加賀の手取川流域では、珠洲・加賀とも

需要に応じるだけの製品が、量的に流通していなかったことによる。また、高級供膳用器の中国製品は白磁から

青磁への推移し、青磁の劃花文碗や鏑蓮弁文碗．鉢等を中心とし、他に白磁の口冗碗・皿の一群が新たに加わり

搬入される。日常用器では、珠洲の片口鉢が南加賀まで搬入・消費されるようになる。 14世紀も同様な状況が続

くが、 14世紀中葉以降の陶磁器の流通に変化が見られる。それは、中国製品では供膳用器以外に染付の瓶や青磁

の双耳瓶・壺等の調度用具的な大型製品が、少量であるが基幹的集落址などへ搬入・消費される。一方、国産品

の瀬戸系陶器は、灰釉瓶子以外にも灰釉花瓶・香炉等を供給し始める。日常用器では、南加賀を主な商圏として

いた加賀が、生産を拡大した越前の製品の大量流通に伴ない衰退し、越前化となって表われてくる。

14世紀後半から 15世紀には、供膳用器の中で中国製品の青磁碗が比率的に高まる。青磁は碗を中心に皿・盤・

鉢．瓶で、白磁は小皿を中心に少量の坪で構成され、搬入・消費されている。また、点数的には少ないが、中国

製品の天目茶碗も同時に消費されている。この中国製品を器種的に補足するものとして、瀬戸系陶器がおろし皿・

平碗．盤と豊富な器種構成で、搬入・消費され、香炉・花瓶等の消費が限定された宗教用器の製品でも中心を占

めてくる。消費形態も陶磁器以外にも各種製品の分業化が進む中で、それまでの基幹集落中心の形態から新たに

普正寺遺跡に代表される港湾集落を中心とした都市的集落の消費形態が生まれる。その普正寺遺跡での供膳形態

の中で、碗に関しては、青磁碗63.4%、天目茶碗22.8%、灰釉平碗12.6％と青磁碗中心で、皿では（土師質土器

を除く）白磁小皿34%、灰釉小皿25.7％で構成される。そして、青磁碗の中でも中心は無文碗で、他に丸彫りの

連弁文・雷文を外面に巡らすタイプと内面に刻花文を刻んだタイプが含まれる。白磁の小皿は、素地がやや荒く

て、釉は黄色味を滞ぴて外面下半にて止まる。輪高台と高台を袂る二者が混在するが、無釉の外底面に墨書等が

多く認められる。日常用器では珠洲は片口鉢の増産と甕・壺類の減産(46)を行ない、量的拡大生産体制で、商圏を

北海道南部にまで拡大するが、南限は北加賀と変らない。その北加賀でも手取川流域では甕などの大型重量品は、

生産地が近い越前・加賀で、片口鉢などの小形品は珠洲とした使い分けとして消費形態に表われてくる。それは、

普正寺・白山町遺跡で明確に認められる。甕の産地別比率は越前：加賀：珠洲では 7: 1 : 2であるが、片口鉢

では越前と珠洲で2: 8となる。これは流通機構の問題よりも、消費遺跡における片口鉢の需要増大と生産地の

動向を反映したものである。したがって新潟県名立沖のタラバから揚った珠洲の中甕 1・中壺 1・小壺2.片ロ

鉢2のセット“”を商品の単位として捉えても、普正寺遺跡や白山町遺跡に代表される北加賀での日常用器の様相

とは異なり、海運時の船積段階で、各消費地の状況に基づいた荷積が行なわれていたと推定される。また、この

時期から各集落遺跡を中心に瓦質の暖房用具や宗教用器が一定量搬入・消費されるようになる。

15世紀後半～16世紀にかけては、中国製品の器組構成が変わり、染付碗・皿と白磁皿が大量に輪入され、加賀

地方の各消費遺へも搬入される。高級供膳用器の中国製品が青磁碗中心から染付・白磁皿への変化は、国産品の

瀬戸系陶器の供膳用器にも影響を及ぽす。それは、灰釉小皿の減少と天目茶碗の増加として表われ、白山町遺跡

で認められる。中国製品は青磁碗が小型化し、無文碗が減り簡単な線刻の蓮弁文が主になり、青磁皿には輪花形

で内面に劃花文が彫られるものに変化する。白磁小皿も軟質で高台を袂り全面施釉する種類と口縁外反し畳付以

外全面施釉する種類となるが、前者は 15世紀後半にて搬入が止るようである。染付は皿を主体として、各種文様

に富み 16世紀後半の鳥越城等で認められるように白磁皿を上回る製品が消費されている。また、宗教用器である

香炉・花瓶の個体数が減少し、瀬戸系陶器以外にも青磁の香炉が搬入・消費され、 16世紀後半では瀬戸系陶磁の

香炉は見られない。これは、天目茶碗の増加と伴せて、瀬戸系陶器の生産の中心が美濃地方へ移り、窯構造の改

良を含めた生産形態の変化の反映であろう。そして、出土点数は少ないが朝鮮製陶品も日本海沿岸地域に搬入さ

れ、中国製品と共に消費されている。

また、日常用器では小型の片口鉢を北加賀に主体的に供給していた珠洲は、品質の低下により 15世紀後半は消
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費量が減少し、代りに流通機構を整備したと考えられる越前が、片口鉢等の小型製品をも供給し、 16世紀前半に

は北加賀を含め加賀地方全域が、越前の商圏に組み込まれる。これは、長年続いた日常用器の分業体製の壊解で

あり、製品の流通・消費形態の変革でもあった。この時期の中国製品の消費状況は、鳥越城や波佐谷遺跡等の城

館址や白山町遺跡のような門前町的な基幹集落では、比較的その消費が認められるが、佐々木A遺跡、漆町遺跡

群、白江梯JII遺跡、戸水c遺跡等の農村的な一般集落では、その出土例は乏しくなる。これは、生活の必需品で
ある日常用器を除き、中国製品などの高級供膳用器は、農民層まで十分に普及しなかった事を示している。

白山町遺跡出土陶磁器について

白山町遺跡出土の中世陶磁器は、 13~16世紀の各種製品が含まれ、門前町的な甚幹集落の調査例として、中世

の北加賀における淘磁器流通を解明する資料となる。ここでは第 1次から第4次に及ぶ中世陶磁器を整理し、そ

の器種組成と製品の機能分担を踏えて、淘磁器の搬入・消費形態について考えてみたい。

本遺跡出土の淘磁器の製品別組成(48)を見ると、在地的製品である土師質土器が最も多く 77.5％で、以下中国製

品4.6%、瀬戸系陶器5.8%、珠洲 5.1%、越前5.4%、加賀 1%、瓦質土器0.4％である。点数的には少ないが、

朝鮮製の陶磁器、国産の信楽なども搬入されている。これを一乗谷朝倉氏遺跡(49)と対比してみると、土師質土器

が約20％も高く、中国製品は 2~4％底い。瀬戸系淘器は、 2％程高く、日常用器も珠洲・越前・加賀を合わせ

ても 3分 1程である。この消費形態の違いは、遺跡の性格(50)と製品の流通機構に起因するものと考えられる。ま

た、中国製品の青磁64.8%、白磁24.2%、染付6.8％の比率は、一乗谷朝倉遺跡の 4: 4 : 2の比よりも白磁・

染付が極めて底率である。この比率の差は、白磁・染付が中国製陶磁器の中心となって大量に搬入された 16世紀

前半には、本遺跡に於ける陶磁器の消費活動が衰退したことを物語っている。

淘磁器の構成を主要な器種別にみると、日常用器の中で貯蔵用の甕は、珠洲 18.8%、越前68%、加賀 13.1％で、

越前が大半を占める。壺は珠洲 89.2%、越前・加賀 11％と珠洲か中心で、調理用の片口鉢も珠洲 86.4%、越前 11.

8%、加賀1.6％で、小型の日常用器は珠洲の製品が消費される分業形態が確立していたことが知られる。供膳用

器の中で、碗の組成をみると青磁碗58.2%、白磁碗 l%、染付碗2%、瀬戸系陶器の灰釉碗 14.2%、同天目茶碗

23％で、青磁碗、瀬戸系陶器の天目茶碗、同灰釉碗の順で消費されている。これに少量の漆椀が認められるが、

青磁碗の優位は変わらない。これら碗(51)の用途を考えると茶臼の出土から茶の湯(52)も想定されるが、主用途は食

事用であろう。また、皿の組成は、土師質土器皿が97.7％と大半を占め、中国製品1.6%、瀬戸系灰釉皿0.6％で

ある。皿の用途としては、灯明皿、盃、皿が考えられるが、土師質皿以外は高級供膳用器の皿として使用された

と考えられる。したがって、第 16号土拡出土の青磁碗2点、染付碗1点、美濃の天目茶碗 l点、白磁皿3点、土

師質土器皿 1点、瓦質土器花瓶1点の組成は、他の第 17• 19土坑の組成と共に高級供膳用器を中心とした特異

な例である事が知られる。これは、鳥越城二の丸出土の一括資料も同様であろう。しかし、これら組成や青磁の

双耳瓶や瀬戸灰釉花瓶・鉄釉香炉の一括出土は、本遺が一搬集落と異なることを物語っている。

最後に本遺跡で消費された陶磁器の流通路について考えてみたい。地元北加賀には陶磁器の産地は無くて、最

も近い加賀の生産地でも約 30kmの位置にあり、中国製品を始めとして瀬戸系陶器や珠洲・越前の生産地は、い

ずれも遠隔地である。これら各地で生産された陶磁器は、海路により北加賀の日本海沿岸地域に点在する港に陸

上げされ、水路と陸路から構成された流通路過て各消費遺跡へ搬入されたと推定される。北加賀で文献等からの

存在が知られるのは、手取川河口の今湊、犀川河口の宮腰津、大野川河の大野湊の三ケ所の河口港である。これ

ら河口港を河川の水系で把えると、歴川は手取扇状地の東半部を占め、大野川は河北潟をかして北加賀の北半部

と結ばれる。残る手取扇状地の西半分は、扇状地から派生した小河川((54)が直接日本海に注いでいる。これら河川

や用水を水路として、河口の港湾と流域の各消費遺跡は結ばれる。近代以前までは米・木材等が運ばれ、中世でそ

の利用が考えられる。特に大甕や壺・片口鉢の日常用器は、陶磁器の中でも重鼠的に重く、その運搬手段は小船

を利用した水運に求められる。そして、本遺跡へ搬入された日常用器の大半は、犀川河口の普正寺遺跡にその組

成が顆似する点や出土品から、これらの港で陸上げされ犀川支流の水路を経て搬入されたものであろう。しかし、
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高級供膳用の舶載製品や瀬戸系隋器が同時に搬入されたかどうかは明らかでないが、北加賀の各遺跡出土の陶磁

器組成を見るならば、本遺跡の陶磁器組成の様相は近接する能美丘陵地域よりも犀川河口の普正寺遺跡の様相に

近い。これは扇状地の水路を中心とした広域な流通圏が形成され、中核的な港湾を中心とした流通機構が整備さ

れ、集約化が計られていたと考えられる。

本稿を記すにあたり、当センター職員各位から教示と協力を得た。記して感謝の意を表しておきたい。
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縄 文土器(529~613)(1/3) 
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縄 文 土器 (638-807)(1/3) 
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縄 文土器(810~886)(838は任意…、他は 1/3)
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縄文時代石器(1) (1 / 3) 
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縄文時代石器（2)(1/ 2、46~53は1/3) 
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縄文時代石器(4)(1 / 3) 
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縄文時代石器(5)(1 / 3) 
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縄文時代石器（6)(1/ 3) 
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土師質土器 （第70図）
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土拡出土遺物・青磁 （上ー第71図、下ー第72図）
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白磁 ・染付．瀬戸 ・美濃 （上ー第73図、下ー第74図）
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珠洲焼・瓦質土器 （上ー第 75図、右下ー第80図）
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越前 ・加賀焼・土師質土器 （上ー第76図、下ー第77図）
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近世陶磁器・須恵器・金属製品 （上ー第77図、 中ー第79図、下ー第81図）
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砥石・石製品 ・五輪塔 （上ー第 80図、下ー第82図）
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